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の と 四 等 の ． の 三
労 商 ． の 督 職 塁 料 年
働人 五 塁 人 と の
内 ． 年 品 の と 消 当
容職 の 品 篇 商費 主

目人 邸 人 の 嫡
の 宅 ． 言 子 次分 の 職 の
布作 人
の 事 牙
概 と と
要 商

人 人
． 

職
人 人

•
元
当
館
専
門
研
究
員・
現
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
助
手

屋 す
べ
て
の
小
売
店

食
店

盛
な
る
も
の」
と
し
て
次
の
商
売
を
あ
げ
て
い
る 。

キ
ー

ワ
ー
ド

喜
多
川
守
貞
は 、

関
係

商
人
・

職
人

そ
の
著
書
『
守
貞
漫
稿』
の
「
生
業」
の
項
で 、
「
江
戸
の

武
家
調
用
の

商
人

お
よ
び
雇
夫
の
長 、

酒
問

浪
花
出
身
の
守
貞
の
目
に
と
ま
っ
た
江
戸
の

商
人

と
は 、

右
の
よ
う
な
者
だ
っ

(

1
)

 

た
の
で
あ
る 。

彼
の
評
価
を
鵜
の
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が 、

注
目
し
た

い
の
は
「
武
家
調
用
の

商
人」

で
あ
る 。
幕
府
の
総
城
下
町
で
あ
っ
た
江
戸
に

は 、

各
地
の
城
下
町
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
膨
大
な
武
士
と
い
う
消
費
層
が
存

在
し
て
い
た 。
こ
う
し
た
武
家
の
消

費
を
生
計
の
途
と
す
る

商
人、

お
よ
び
職

(
9-

)
 

人
が 、

江
戸
市
中
に
は
数
多
い
た
の
で
あ
る 。

江
戸
の

商
人
史
の
研
究
で
は 、

都
市
の
集
荷
機
能
に
か
か
わ
る
問
屋
の
検
討

は
じ
め
に 土

産

書
籍

作
事

近
辺
地
域

武
家
地

消
費

【
論
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は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が 、

武
家
等
の
消
費
を
め
ぐ
る
都
市
内
流
通
を
に
な
う
商

人
・

職
人
に
つ
い
て
は
全
く

検
討
さ
れ
な
か
っ
た 。

こ
う
し
た
関
係
は
自
明
の

こ
と
と
さ
れ 、

さ
ら
に
史
料
的
限
界
と
も
あ
い
ま
っ
て 、

武
家
の
消
費
を
支
え

と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

武
家
出
入
の
者
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る

の
は 、

武
家
奉
公
人
を
供
給
し
た
人
宿 、

究
で
あ
ろ
う 。

そ
し
て
近
郊
農
村
の
出
入
百
姓
の
研

人
宿
は 、

守
貞
が
「
江
戸
の
盛
な
る
者」

と
し
て
あ
げ
た
「
雇
主
の
長」

に

相
当
す
る 、

こ
の
巨
大
都
市
江
戸
に
特
徴
的
な
商
人
で
あ
っ
た 。

人
宿
の
実
態

に
つ
い
て
は 、

都
市
下
層
社
会
の
分
析
の
中
で 、

存
在
形
態 、

下
請
け
を
含
め

た
集
団
に
よ
る
武
家
屋
敷
へ
の
出
入
り
の
あ
り
方 、

人
足
の
供
給
源
で
あ
る
在

方
の
業
者
「
抱
元」

の
成
立
な
ど
が
解
明
さ
れ
て
い
る 。

出
入
百
姓
に
つ
い
て
は 、
伊
藤
好
一
が
江
戸
地
廻
り
経
済
圏
を
論
じ
る
中
で 、

下
肥
の
獲
得
で
出
入
り
す
る
近
郊
農
村
の
百
姓
を
検
討
し 、

そ
の
関
係
の
形
成

の
経
緯
や
特
権
を
め
ぐ
る
争
い
を
検
討
し
た 。

ま
た 、

秋
山
伸一
は
江
戸
近
郊

農
村
の
植
木
屋
を
検
討
す
る
中
で 、

江
戸
武
家
屋
敷
の
庭
園
管
理
者
と
し
て
の

(
4)
 

側
面
を
明
ら
か
に
し
た 。
一
方 、

原
田
佳
伸
は 、

江
戸
場
末
の
下
屋
敷
．

抱
屋

敷
を
と
り
あ
げ 、

土
地
や
年
貢
負
担 、

出
入
り
の
地
元
百
姓
の
役
割
と
特
権 、

地
元
百
姓
や
近
隣
の
地
域
共
同
体
が
屋
敷
側
に
対
し
て
行
っ
た
要
求
の
三
点
か

ら 、

屋
敷
と
地
元
村
落
の
か
か
わ
り
を
論
じ
て
い
る 。

原
田
の
研
究
は
武
家
屋

敷
を
内
包
し
た
江
戸
近
郊
農
村
の
地
域
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で 、

(
5)
 

画
期
的
な
も
の
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し 、

江
戸
内
部
に
つ
い
て
は 、

人
宿
を
除

き 、

こ
う
し
た
商
人
・

職
人
と
の
具
体
的
な
関
係
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
の
で

る
商
人
・

職
人
は 、
一
部
の
金
融
・

呉
服
関
係
の
問
屋
を
除
い
て 、

研
究
対
象

こ
の
点
で
看
過
で
き
な
い
の
が 、

吉
田
伸
之
の
都
市
研
究
の
方
法
で
あ
る 。

吉
田
は 、

江
戸
を
巨
大
城
下
町
と
と
ら
え 、

そ
の
構
造
の
特
質
を
「
都
市
社
会

を
部
分
的
に
で
は
あ
れ
編
成
・

統
合
す
る
磁
極
の
よ
う
な
要
素」
か
ら
分
析
す

(
6)
 

る
方
法
を
提
起
し
た 。
そ
し
て 、
「
大
名
屋
敷
と
こ
れ
が
磁
極
と
な
っ
て
構
成
さ

れ
る
磁
界
の
よ
う
な
社
会
構
造」

を
「
藩
邸
社
会」

と
し 、

こ
れ
を
巨
大
城
下

町
江
戸
を
構
成
す
る
部
分
社
会
の
一
っ
と
し
て
検
討
し
た 。

吉
田
の
と
ら
え
方

は 、

武
家
地
を
都
市
社
会
に
構
造
的
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
し
て 、

き
わ
め
て

重
要
で
あ
る 。

し
か
し 、

武
家
屋
敷
と
い
う
「
磁
場」

に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
商

人
・

職
人
の
空
間
的
・

階
層
的
分
布 、

具
体
的
な
納
品
や
そ
の
論
理
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い 。

都
市
社
会
に
「
藩
邸
社
会」

を
位
置
づ
け
る
た

め
に
は 、
「
藩
邸
社
会」

の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う 。

一
方 、

武
家
の
消
費
は 、

従
来
奢
移
的
な
消
費
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
ず 、

藩
制
史
の
中
で
も
総
額
が
問
題
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た 。

伊
達
研
次
の
研

究
は 、

都
市
史
の
立
場
か
ら
大
名
の
消
費
を
注
目
し
た
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ

た
が 、
藩
財
政
に
お
け
る
江
戸
出
費
の
総
額
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
っ
た 。

こ
う
し
た
中 、
一
九
八
0
年
代
以
降 、

近
世
考
古
学
の
進
展
に
伴
っ
て
江
戸
の

武
家
屋
敷
跡
の
発
掘
調
査
が
増
加
し 、

あ
ら
た
め
て
武
家
の
消
費
の
大
き
さ
が

(
8)
 

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。

近
年
で
は 、

文
献
史
学
の
側
で 、

市
川
寛
明
が

さ
ら
に
「
ミ
ク
ロ
な
分
析」

を
め
ざ
し 、

津
山
藩
を
事
例
に
「
国
許
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
資
金
の
規
模」

と
「
そ
の
使
途」

を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。

市
川
の

研
究
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が 、

史
料
上
の
制
約
か
ら 、

消
費
の
内
容
に
つ
い

て
は
費
目
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り 、

具
体
的
な
商
品
の
内
容
や
商
人
・

職
人
の
出

あ
る 。
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(

10
)
 

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が 、

佐
賀
藩
支
藩
の
蓮
池
藩
の
藩
政
史
料
中
に
残
さ

れ
た 、

明
治
初
年
の
財
政
関
係
史
料
で
あ
る 。

こ
れ
は 、

商
人
・

職
人
か
ら
藩

に
出
さ
れ
た
代
金
請
取
状
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り 、

上
記
の
課
題
を
解
明
す
る

に
は
格
好
の
素
材
で
あ
る 。

す
で
に
筆
者
は 、

明
治
三
年
の
嫡
子
の
東
京
滞
在

中
の
史
料
の
う
ち 、

台
所
方
宛
て
の
代
金
請
取
状
を
と
り
あ
げ 、

江
戸
・

東
京

で
の
調
達
の
頻
度
が
最
も
高
い
と
思
わ
れ
る
食
材
の
購
入
を
検
討
し
た 。
ま
た 、

(

11
)
 

あ
わ
せ
て
消
費
の
結
果
で
あ
る
食
事
の
内
容
も
分
析
し
た 。

し
か
し 、

こ
れ
は

大
名
家
の
消
費
の
ご
く
一
部
を
明
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い 。

本
稿
で
は 、

食
生
活
に
限
ら
ず 、

蓮
池
藩
の
東
京
麻
布
邸
で
綴
ら
れ
た
明
治

(

12
)
 

初
年
の
商
人
・

職
人
か
ら
の
代
金
請
取
状
を
分
析
し 、

大
名
家
の
消
費 、

こ
れ

を
支
え
た
商
人・
職
人
の
地
域
的
分
布
と
納
品
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い 。

な
お 、

分
析
に
入
る
前
に 、

本
事
例
の
特
殊
性
に
触
れ
て
お
く 。

第一
に
蓮

池
藩
は 、

上
屋
敷・
下
屋
敷
と
も
麻
布
地
域
に
存
在
し
て
い
た 。

し
た
が
っ
て 、

関
係
す
る
商
人
・

職
人
の
分
布
は 、

藩
邸
が
散
在
す
る
藩
と
は
異
な
る
と
思
わ

れ
る 。

し
か
し 、

逆
に
藩
邸
と
地
域
と
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
と

い
え
る 。

第
二
に 、

請
取
状
に
あ
ら
わ
れ
る
商
人
は 、
一

部
を
除
い
て
恒
常
的
な
関
係

を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 。

た
だ
し 、

藩
か
ら
出
入
の
札
や
給
与（
扶
持）

を
与
え
ら
れ
た
者
た
ち
に
と
ど
ま
ら
ず 、

関
係
し
た
商
人
・

職
人
を
広
く
と
ら

え
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
ろ
う 。

本
稿
で
は
彼
ら
を
一
括
し 、

広
義
に

(

13
)
 

関
係
商
人
・

職
人
と
し
て
検
討
す
る 。

第
三
に 、

今
回
の
事
例
で
は 、

代
金
の
支
払
は
通
帳
で
は
な
く 、

す
べ
て
請

入
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る 。

討
す
る

取
状
の
形
で
済
ま
さ
れ
て
い
る 。

よ
っ
て 、

臨
時
の
会
計
の
処
理
方
法
が
と
ら

の
変
容
・

解
体
に
よ
っ
て 、

商
人
・

職
人
層
は
か
な
り
の
打
撃
を
う
け
て
い
た

で
あ
ろ
う 。

ま
た 、

藩
自
身
も
財
政
や
藩
邸
の
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る 。

た
だ
し 、

藩
財
政
の
問
題
に
関
し
て
は 、

最
初
の
事
例
と
し
て
あ
げ
る

明
治＝一
年
四
ー

六
月
は 、

廃
藩
置
県
以
前
で
あ
り 、

ま
た
維
新
政
府
は
当
主
と

そ
の
家
族
の
支
出
額
を
制
限
し
て
い
な
か
っ
た 。

し
た
が
っ
て 、

本
事
例
は 、

近
世
段
階
の
藩
邸
と
商
人
・

職
人
の
関
係
を
想
定
す
る
素
材
に
な
り
う
る
と
考

以
下 、

ま
ず
明
治
三
年
の
九
代
藩
主
嫡
子
尚
丸
の
朝
廷
へ
の
元
服
挨
拶
に
伴

(

14
)
 

う
東
京
邸
滞
在
時
の
際
の
請
取
状
を
対
象
と
し 、

消
費
と
関
係
商
人
・

職
人
の

あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い
（一
） 。

代
金
請
取
状
は 、

藩
主
お
よ
び
そ
の
家
族

の
身
の
回
り
を
担
当
す
る
納
戸
方
と
台
所
方
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

よ
っ
て 、

記
さ
れ
た
商
品
は
当
主
嫡
子
の
臨
時
滞
在
に
か
か
わ
っ
て
消
費
さ
れ

次
に 、

た
も
の
で
あ
り 、
近
世
の
藩
主
在
府
中
の
消
費
と
近
似
的
な
も
の
と
い
え
よ
う 。

や
や
時
期
は
下
る
が 、

明
治
四
年
九
月
か
ら
翌
年
五
月
に
か
け
て
行
わ

れ
た
麻
布
上
屋
敷
の
作
事
を
と
り
あ
げ 、

関
係
商
人
・

職
人
と
労
働
内
容
を
検

え
た
い 。

（
二） 。

第
四
に 、

明
治
初
年
と
い
う 、

時
期
の
問
題
で
あ
る 。

こ
の
時
期 、

武
家
地

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る 。
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対
象
史
料
と
消
費
の
概
要

ま
ず 、

分
析
対
象
と
す
る
史
料
の
概
要
に
ふ
れ
た
い 。

表
1
に
は 、

明
治
三

年
に
藩
へ
提
出
さ
れ
た
商
人
・

職
人
か
ら
の
代
金
請
取
状
を
綴
っ
た
帳
簿
の
概

要
を
示
し
た 。

総
経
費
は
約
銀
三
六
〇
貫
（「
合
計」
の
項）
で
あ
り 、

こ
の
う

ち
東
京
滞
在
中
の
出
費
は 、

道
中
の
経
費
(

IV

「
御
上
下
御
道
中
勘
定
帳」）
を

除
い
た
約
二
0
0
貫 、

す
な
わ
ち
全
支
出
の
五
五
％
を
占
め
た 。

代
金
請
取
状

の
帳
簿
は 、
現
状
で
は
複
数
の
綴
り
に
分
解
し
て
い
る
が 、
各
冊
冒
頭
の
目
録 、

お
よ
び
請
取
状
の
作
成
年
月
日
と
「
御
進
物
方」

等
の
書
き
込
み
か
ら 、

東
京

で
の
出
費
に
つ
い
て
は
八
冊
分
の
代
金
請
取
状一
七
五
通
が
復
元
可
能
で
あ
る

（
表
の
残
存
率
の
項） 。

八
冊
の
う
ち 、

I
.
II
の
作
成
者
は 、

現
存
す
る
表
紙
の
記
名
よ
り 、

ー
の

(

15
)
 

③
が
福
地
範
九
郎
と
「
御
饗
番」

の
野
中
延
平 、

そ
れ
以
外
の
ー
と
II
は
野
中

泰
助
と
野
中
延
平
で
あ
る 。

請
取
状
の
宛
先
は 、

②
の
刀
剣
類
関
係
が
「
御
腰

物
方
御
役
人
中」 、
ま
た
II
の
う
ち
馬
の
請
取
状
が
江
島
佐
平
で
あ
る
こ
と
を
除

き 、
「
御
納
戸
方
御
役
所」 、
「
雑
務
局
御
役
所」 、
「
御
納
戸
方
野
中
延
平」
と
な
っ

て
い
る 。
一
方 、

III
の
作
成
者
は
「
御
料
理
人」

の
中
野
愛
三
で
あ
り 、

請
取

状
の
宛
て
先
は
大
半
が
「
中
野
愛
三」
「
御
台
所
御
役
人
衆
中」
で
あ
る 。

さ
ら

に 、

八
冊
の
冒
頭
に
は
購
入
品
の
一
覧
が
付
さ
れ 、

末
尾
に
は「
御
賄
役」
(

II

会
計
役）

の
諸
石
小
平
次・
八
戸
右
伝
太
が
確
認
の
う
え 、

公
義
人
の
成
島
新 、

公
用
人
で
家
令
も
つ
と
め
た
永
田
雄
介
が
承
認
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る 。

ま

た 、

各
請
取
状
に
も
確
認
を
し
め
す
八
戸
と
永
田
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る 。

以

明
治
三
年
の
当
主
嫡
子
の
上
京
と
商
人
・

職
人

上
の
点
か
ら 、

I
.
II
は
納
戸
方
（
雑
務
局）

が
購
入
し
た
諸
品 、

な
い
し
他

の
「
御
腰
物
方」

な
ど
の
部
局
の
購
入
品
の
代
金
請
取
状
を
御
署
番
の
野
中
が

会
計
上
の
監
査
の
た
め
に
冊
子
に
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た
III
は 、

台

所
方
の
中
野
が
同
様
の
目
的
か
ら
台
所
関
係
の
請
取
状
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

(

16
)
 

ろ
う 。

以
下 、

本
稿
で
は
八
冊
に
綴
ら
れ
た
こ
の
代
金
請
取
状
に
つ
い
て 、

分

析
を
す
す
め
る 。

で
は 、

八
冊
に
記
さ
れ
た
購
入
品
の
概
要
を
み
て
お
き
た
い
（
表
1

)。

江
戸

で
の
購
入
に
限
定
さ
れ 、

か
つ
消
費
の
目
的
が
明
確
で
あ
る
①
「
進
物
方」

と

⑩
「
土
産
物
方」

に
つ
い
て
は 、

次
項
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
し 、

こ
こ

で
は
残
る
六
冊
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く 。

②
「
御
手
許
方」

尚
丸
の
手
元
の
品 、

す
な
わ
ち
所
持
品
の
関
係
と
考
え

(

17
)
 

ら
れ
る 。

も
っ
と
も
出
費
が
多
か
っ
た
の
が
刀
関
係
で
あ
り 、

計
七
本
に
つ
い

て
代
金
請
取
状
が
出
さ
れ
て
い
る（
付
表
1
|

61
阿
部
の
項 、

以
下
同） 。
こ
れ

ら
は 、

新
規
購
入
で
は
な
く 、

い
ず
れ
も
修
理
代
で
あ
る 。

刃
渡
り
の
長
さ
や

は
ば
き

刃
の
反
り
の
度
合
い 、

鉗
の
枚
数
が
不
明
の
た
め 、

脇
差
か
刀
か 、

あ
る
い
は

太
刀
か
打
刀
か
断
定
で
き
な
い
も
の
が
多
い
が 、

請
取
状
1
a
は「
小
刀」 、

5
 

b
は
「
棒
さ
や」
と
あ
る
こ
と
か
ら
装
飾
の
な
い
白
鞘
の
刀
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る 。

ま
た 、
「
信
春」
(

1

b

)、
「
信
吉」
(

3

.

4

)、
「
悉
吉」
(

5

a

)

と

い
っ
た
銘
が
み
ら
れ
る
が 、
「
信
吉」
に
つ
い
て
は 、

同
じ
名
を
持
つ
者
と
し
て

山
城
国
で
二
人（
初
代
11

正
保
期 、
二
代
11

延
宝
期） 、
摂
津
国
で
二
人（
初
代
11

(

18
)
 

天
和
期 、

二
代
11

寛
文
期）

の
計
四
名
が
確
認
で
き
る 。

で
は
加
工
の
例
と
し
て 、

1
a
の
「
小
刀」

の
場
合
を
み
て
み
よ
う
（
図
1

参
照） 。

こ
れ
は 、

鍔
の
加
工
が
な
く 、

柄
と
鞘
の
接
合
部
の
金
具
「
合
口」
が
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明治初年の旧大名家の消贅と江戸の商人 ・職人

表1 明治3年尚丸東京滞在中の経費と関係史栄斗

史料名 金額（銀、単位匁） 残存幸1%) 概要

I 御在府司貨勘定帳 165269.9 100 ①～⑩の合計

①御進物 方 書出調帳 10273.1 66 通常の挨拶、ほか尚丸の元服に かかわる進物。魚・

反物・目録 台ほか21通。

②御手許方渡調帳 16533.46 91 尚丸の所持品？ 刀、 書籍、 道具類（時計）、 植木

鉢・金魚 、 机など23通。

③御料紙・御台子・御 次点 2957.4 80 a料紙方 筆記具類、 6 通。／b台子方 茶道具関

合調帳 係（茶越、煎茶碗、柄勺ほか）、同修理など 8 通。／

c次方 筆記具類、 炭（目録のみ）。

④御衣装・御居間・次台子 26515.75 73 a衣装 方 衣服の生地・仕立・染・洗濯、 ほか筆記

方 点合調帳 具類など30通。／b居間 方 筆記具類、 照明・暖房

具・燃料、 草裏、 雑巾ほか 5 通。／c次台子分 燃

料・茶ほか 2 通。

⑤諸書出調帳 15466 96 ゜

⑥御 合力御加勢御褒美銀 25597 96 ゜

渡帳

⑦飯米 銀渡調帳 58038.19 100 家中へ渡す飯米・銀の帳簿。 商人の請取状なし。

⑧諸調帳 1954.67 ゜

⑨諸点合調帳 513.19 〇 表紙 ・合計のみ残存。

⑩ 御上産物書出調帳 7415.31 86 国元への土産物。 書籍・浮世絵、 白粉、 反物ほか

12通。

II 御在府御馬方勘定帳 9806.79 100 尚丸の馬、 馬道具、 遠出の際の供のイ昔馬、 飼葉ほ

か 8 通。

III 御在府中野愛三買帳 19662.4 75 尚丸の食事を担当する 台所 方の出費。①日常分(30

（台所方） 2冊 通）と②非日常分（「臨時方」29通）の2冊に分れ

る。 食材（魚 ・野菜ほか）、 嗜好品（菓子 ・酒）、

ほか道具関係 （桶、 紙ほか）。

IV 御上下御道中勘定帳 167871. 77 道中での消費。

合計 362610. 86 

註l 各史料の総額は「御在府司貨勘定帳大目安」(830-32）、 およびIによる。

2 史料はいずれも佐賀県立図書館所蔵蓮池鍋島家文庫。史料番号は、I = 830-22、⑦=343一ふ⑨＝341-30。

他は付表1の註を参照。
3 残存率は、残存する請取状の合計額／総額によって算出した。この際、金で決済されているものについ

ては、60匁＝ 1両換算で処理した。
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⑧屯 ）～
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⑬(0 
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図1

さ
す 。
「
水
請
合」
と
は
鮫
皮
を
洗
っ
て
粒
が

粒」

で
は
な
く 、

天
然
の
粒
で
あ
る
こ
と
を

は
粒
の
足
り
な
い
部
分
に
貼
り
足
し
た
「
繋

刀装具の呼称（『重要文化財27

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら 、

鍔
の
な
い
小
刀
で
あ

(

19
)
 

る 。

請
求
の
内
容
は 、

合
口
の
修
理 、

鞘
の

装
飾
と
金
具
付
け 、

刃
研
ぎ
で
あ

柄
の
鮫
皮
き
せ
・

糸
の

し
と
ど
め
(

20
)

(

21
)

仕
立
て
・

糸
巻 、

柄
頭
の
鵠
目
・

鞘
の
鴎
目

の
作
り
直
し 、

鉗
の
修
理 、

で 、

焼
金
（
純
金）

と
青
金
（
銀
を
混
ぜ
た

金）

の
蒔
絵
で
文
様
を
描
い
て
い
る
が 、

他

の
刀
に
は
色
絵
で
文
様
や
家
紋
を
施
し
て
い

る
も
の
も
あ
る 。

柄
に
つ
い
て
は 、

鮫
皮
の

せ
つ

ば
(

23
)

め

ぬ
き
(

24
)

な
お 、

他
の
刀
で
は
鍔 、

切
羽
や
目
貫
の

修
理・
付
け
替
え
も
行
わ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

鮫
皮
の
加
工
で
み
ら
れ
る
表
記
の
う
ち 、

二
寸） 、

箱
（
高
さ
七
寸
五
分・
三
寸
四
分
四
方） 、

角
時
計
（一

面） 、

こ
ろ
ツ

さ
げ

お
(

25
)

（一
ツ） 、

瓶
（一
本） 、

上
団
扇
（
五
本） 、

紫
段
染
の
提
緒
（一
本） 、

鯨
ひ
れ
紐
付
（一

本） 、

金
魚
（
二
匹） 、

植
木
（
三
つ）

「
料
紙
方」
(

a

)

・
「
台
子
方」
(

b

)

・
「
次
方」
(

C

)

の
三
部
か
ら
構

成
さ
れ
る 。「

料
紙
方」

で
あ
る 。

在
中
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
か
か
わ
る
紙
お
よ
び
筆
記
具
の
出
費
で
あ
ろ
う 。

紙
に
つ
い
て
は 、

最
も
多
い
の
が
半
紙
で
あ
り
（一
九
0
0
枚） 、

岩
城
紙
（
八

1
0
枚） 、

杉
原
（
五
0
枚）
と
な
る 。

ま
た 、

書
状
用
と
思
わ
れ
る
日
向
半
切

は
六
0
0
枚
購
入
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
ら
に
対
し
て 、
高
級
紙
で
あ
る
奉
書
は 、

大
奉
書
（
二
0
枚） 、

中
奉
書
（
四
0
枚） 、

小
奉
書
（
四
0
枚）
と
少
な
い
が 、

(

26
)
 

公
的
な
文
書
の
料
紙
と
し
て
藩
邸
に
お
い
て
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
ろ
う 。

ま

墨
（
四
対） 、

筆
（
二
0
本
・

五
対） 、

硯
箱
（
二
つ） 、

硯
石
（一
っ）
・

小
硯

石
（
二
つ） 、

小
刀
（
二
本） 、

千
枚
通
し
（
二
本） 、

染
小
縄
（
五
0
目

詳
細

不
明） 、

油
紙
(

-

0

枚）

が
購
入
さ
れ
て
い
る 。

③
b
「
台
子
方」

茶
道
具
関
係
の
商
品
が
み
ら
れ
る 。
「
台
子」
と
は
正
式

の
茶
の
湯
で
用
い
ら
れ
る
四
本
柱
の
棚 、

あ
る
い
は
こ
れ
に
の
せ
た
茶
釜
の
こ

(

27
)
 

と
で
あ
る
が 、

④
C
の
「
次
台
子
方」

が
次
章
で
検
討
す
る
作
事
で
移
転
す
る

建
物
と
し
て
登
場
す
る
た
め 、
「
台
子」

は
茶
室 、
「
次
台
子」

は
茶
室
の
次
の

間
を
さ
し 、

請
取
状
に
は
こ
れ
ら
の
部
屋
で
使
わ
れ
た
物
品
が
記
さ
れ
て
い
る

に
あ
る
最
も
大
き
な
も
の
で 、
「
生
つ
ぶ」
と

「
親」

と
は 、

鮫
皮
に
あ
る
粒
の
う
ち
中
心

記
さ
れ
て
い
る 。

た 、

炭
斗
紙
（一
）

も
購
入
さ
れ
て
い
る 。
一
方 、

筆
記
具
関
係
と
し
て
は 、

糸
の
打
方 、
「
両
平」
な
ど
の
巻
方
の
仕
様
が

わ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

柄
糸
に
つ
い
て
は

ち
合
わ
せ
て
か
け
る
「
前
だ
れ
が
け」

で
行

工芸品IV』

装
着
が 、

丈
・

幅
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
打

毎日新聞社、 31頁）

③
a

 

「
料
紙」

が
文
書
の
用
紙
を
さ
す
こ
と
か
ら 、

尚
丸
滞

る 。

こ
の
時
の
鞘
の
装
飾
は 、

塗
り
が
蠍
色

③
 

ぬ
き こ

の
ほ
か
確
認
で
き
る
の
が 、

け
や
き
製
の
机
(
-
っ

「
繋
粒」

で
は
な
い
こ
と
を
保
証
し
た
も
の
で
あ
る 。

長
三
尺
・

幅一

尺
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と
考
え
ら
れ
る 。

御
茶
（
二
斤
半）

の
ほ
か 、

道
具
で
は 、

急
須
(
-
っ．
―
つ
修
復） 、

御
煎

茶
之
碗
（
五
つ） 、

御
茶
碗
(
-
0
つ） 、

御
茶
台
（一
っ•
一
っ
修
復） 、

茶
瓶

(―
つ） 、

御
茶
越
し
(
-
っ）
・

上
茶
越
し
（
一
っ） 、

御
茶
弁
当（
一
荷
修
復） 、

鉄
瓶
（―
つ）

が
見
ら
れ
る 。

茶
台
と
は
茶
托 、

茶
瓶
と
は
湯
を
わ
か
し
て
茶

を
煎
じ
る
の
に
用
い
る
つ
る
の
付
い
た
銅
器 、

御
茶
弁
当
は 、

携
帯
用
の
茶
の

月
の
輪
柄
勺
(-
本

風
炉
で
あ
る 。

ま
た 、

水
ま
わ
り
に
関
係
し
た
も
の
と
し
て 、

大
水
樽(-
っ
．

輪
替―
つ）
・

洗
桶
（
二
つ）
・

輪
替
え
水
樽
（―
つ）
．

蓋
別
水
樽
（―
つ）
．

形
状
不
詳） 、

燃
料
関
係
と
し
て
十
能
(
-
っ

修
復） 、

炭
（
三
五
俵）

が
あ
る 。

こ
の
ほ
か 、

提
ら
ん
(
-
っ

不
詳） 、

裁
庖
丁
（
一

本） 、

団
扇
（
一
本） 、

真
岡
木
綿
（
九
尺） 、

白
木
綿
（
四
尺
五
寸） 、

晒
布
（
ニ

請
取
状
が
残
存
し
て
い
な
い
が 、

目
録
よ
り 、

千
枚
通
し

（一

本） 、

小
刀
（一

本） 、

筆
（
一
対） 、

墨
（一
丁） 、

硯
箱
(
-
っ）
と
い
っ

た
筆
記
具 、

炭
（一
七
俵
半）
が
確
詔
で
き
る 。
「
次
方」
の
性
格
は
不
明
で
あ

る
が 、

ひ
か
え
の
間
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か 。

「
衣
装
方
」

(

a

)

・
「
居
間
方」
(

b

)

・
「
次
台
子
方」
(

C

)

の
三
部
か

ら
な
る 。

こ
の
ほ
か 、

居
間
方
・

次
台
子
方
・

御
居
間
次
方
・

式
台 、

お
よ
び

尚
丸
外
出
の
際
に
使
用
さ
れ
た
蠍
燭
四
四
五
本（
銀
四
三
二
匁
二
分
二
厘） 、

居

④
a
「
衣
装
方」

購
入
品
は 、

表
2
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る 。

購
入
品

(

28
)
 

の
大
半
は 、

衣
類
関
係
で
あ
る 。

藩
の
役
人
が
作
成
し
た
目
録
で
は 、

陸
尺
の

看
板
を
除
き 、

す
べ
て
敬
意
表
現
「
御」

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

基

間
方
・

次
台
子
方
で
使
用
さ
れ
た
油
も
計
上
さ
れ
て
い
る 。

④
 

③
c

 「
次
方」

丈
六
尺）

が
購
入
さ
れ
て
い
る 。

紙
切
小
刀
（一
本） 、

照
明
具
に
は
行
灯（
二
組

て
い
る 。

居
間
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
筆
記
具
・

照
明
具
・

暖

（
付
表
1
1

本
的
に
衣
類
は
尚
丸
が
着
用
し
た
も
の
で
あ
る 。

購
入
さ
れ
た
生
地
は 、

袴
の

せ
い
ご
う

生
地
と
し
て
用
い
ら
れ
る
精
巧
仙
台
平 、

極
上
さ
ら
し
布
（
襟
用） 、

黒
八
丈 、

越
後
縮 、

白
紀
な
ど
高
級
な
も
の
で
あ
っ
た 。

こ
う
し
た
生
地
を
も
と
に 、

仕

立
て
ら
れ
た
の
が 、

下
着
で
あ
る
襦
袢 、

夏
用
の
衣
服
で
あ
る
帷
子 、

裏
地
の

な
い
着
物
で
あ
る
単
物 、

小
袖 、

羽
織・
袴 、

上
下
で
あ
る 。

滞
在
し
た
時
期

が
初
夏
で
あ
る
た
め 、

夏
物
の
作
成
が
目
立
つ 。

ま
た 、

元
服
と
天
皇
へ
の
挨

か
り
ぎ
ぬ

ひ
た
た
れ

拶
の
た
め 、

衣
冠・
束
帯・
狩
衣・
直
垂
が
一
部
購
入
さ
れ
て
い
る

一
方 、

新
調
の
ほ
か 、

従
来
の
衣
服
の
修
復
も
行
わ
れ
て
い
る 。

染
め
と

仕
立
て
の
数
量
が
一
致
し
な
い 、

あ
る
い
は
足
袋
•

履
き
物
の
量
に
比
し
て
衣

服
が
少
な
い
と
い
っ
た
問
題
は
あ
る
が 、

国
元
か
ら
運
ん
だ
も
の
や
藩
邸
に
も

と
も
と
あ
っ
た
も
の
を
若
干
加
え
れ
ば 、

滞
在
し
た
三
ヶ
月
分
の
衣
服
は
ほ
ぼ

揃
う
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

な
お 、

こ
の
ほ
か 、

装
い
に
か
か
わ
る
足
袋
・

ふ
く
さ
・

傘
・

羽
織
紐
・

手

袋
の
ほ
か 、

麻
裏
草
履・
下
駄 、

筆
記
具 、

粽
審
（一

本）

な
ど
も
購
入
さ
れ

④
b
「
居
間
方」

房
具
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る 。

筆
記
具
は 、

半
紙
（
六
0
0
枚）
・

岩
城
紙
（
一

0
0
枚）
．

硯
箱
（一
っ）
．

硯
石
(
-
っ）
・

状
書
筆
（
一
封）
・

墨
（一
挺）
．

52 

新
規）
・

真
鍮
手
燭（―
つ）
．

珀
来
蠍
燭
（一
袋）
．

灯
心
押
（
二
つ）
・

油
差
（
二
つ） 、

暖
房
具・
燃
料
に
は

箱
火
鉢
（
三
つ）
・

鉄
火
箸
（
二
本）
・

真
鍮
火
箸
（
二
本）
•

五
徳
（
二
つ

鋳

物
鉄）
・

炭
（
十
五
俵）

が
あ
る 。

こ
の
ほ
か 、

履
き
物
と
し
て
大
太
草
り
（
ニ

〇
足）
・

御
庭
履
用
の
藁
草
履
(

-

0

足）
・

手
水
場
用
の
中
抜
草
履
（
六
足）
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岩淵 令治

表 2 衣装方 の 購 入 品

区分 品 目 （数量 ）

羽織 白 紹 ( 2 丈 2 尺 5 寸 朋織地 1 反 ）

購 袴 仙 台 平御袴 ( 1 反 ） 、 精巧平袴地 ( 2 反 ） 、 五仙台袴 ( 1 反 ）

入 そ の 他 魯良 晒 ( 2 ひ き 、 1 反 、 2 尺 8 』 襦袢地） 、 嶋越後縮帷子 ( 2 反 ） 、 極上晒
生 （襟用 5 尺 ） 、 ふ く さ 用 紫縮 ( 1 丈） 、 召黒八丈 ( 1 丈 9 尺 ） 、

地 用途不詳 近江晒 ( 2 ひ き 、 1 
、
ん

反白
木

） 、紗
綿

晒綾御

( 3

（
上

尺

l 下
尺

4

地
4 
\ 

( 1 
、
筋

黒
真）

八

、 岡
丈

晒
木

木

(
綿

5

綿

尺
(

(
4
）

2
反

尺
、

） 、 闊 ( 5 尺 ） 、
上晒呵 ( 8 尺 5 寸 ） 寸） 2 も ふ か
中形 4 反 ） 、 う こ 寸 ） 、

染色 帷子染 （ l 反、 2 ひ き ） 、 紺羽織染 ( 2 反 ） 、 羽織染 ( 3 枚） 、 上下染 ( 2 具 ）

仕立 襦袢仕立 ( 2 ) i]言賢 （紋付 き 4 、 賢 、 し ま 2 、冑1 ) 、 単物仕立 ( 4 ｝ ヽ
衣 黒胃二重小袖 、

袴
羽

仕
織立仕立 ( 3 黒八丈 1 羽織洗張仕立 ( 1 、

仙 平袴仕立 具 ） 、 （ 6 ) 、 上下仕立 （ 具

修復 下召直 し
袴

(
手

2 ） 、 半召
） 、

手
袴
入

洗
（ 1 ) 、 襦袢手入 （ 1 ) 、 単物直 し （ 1 ) 、 小袖手入

加 ( 5 ) 、 入 ( 1 は り ( 1 具 ） 、 白 羽二重手入 （ 1 )
工 仕立 ・ 購入 （儀礼 冠 （ 1 ） 、 抱 （ 1 ） 、 喜袴碕 1 ) 、 立畠悶子｀ 1 ) 、 狩喜碕 1 ) 、

筋円垂 （ 1 ） 、
用 ） 帖幣 （ 1 ) 、 交扇 （ 、 （ 1 ) 、 下 ( 1 ) 、 ( 2 

洗濯 陸尺看板洗灌 ( 9 枚）

衣類関係 日黄御ふ く さ （ 1 ) 、 ふ く さ （ 2 ) 、 フ ラ ン ケ （ ＝ プ ラ ン ケ ッ ト 宣ヽ

し ん （

） 

富 (

5

1
具
) 、

分鯨） 、
の

羽
ひ

織けp（ 
も ( 4 掛） 、 下緒 ( 1 筋 ・情均 ［ そ 1 筋 ） 、 上下 2 具分） 、 手袋 ( 2 ) 、

足袋 （55足
の

他 筆記具 硯門 ( 1 ) 、 硯石 （ 1
渋) 、

紙
筆

（ 
( 1 ) 、 墨 （ 1 ) 、 岩城紙 ( 5 丈 1 束） 、 鼻紙 ( 1 0

束 半紙 ( 4 束 ） 、 20枚）

購 履 き 物 木履 （ 5 足 ） 、 下駄 ( 5 足） 、 下緒 ( 1 0足 ） 、 麻裏草履 （46足）
入 そ の 他 門

（ 
胃： 

( 1 ) 、 雨

I (

1天
92

枚
傘

5
匁） 、

（ 

） 

1

、
七

石

)

中
的
、

瞼
苧筵
笠

縄輪

（

(

3

2

5

0
（
)

（
枚7

、

6
7）

5

)

提
、匁
、

灯
白
）

笠
、
張

紅
紐

荷
替
水

札

(

其
引

1

外

掛
(
( 1

5 

） ｀ 霞
)ti'_前

1
(

3

8
0

)
目

、
） 讐産品

1 布
）
大
、

縁苧椋
付縄蕎 胃 、 （ 1 ) 、 持

中

札 ( 3 ( 1 本） 、 丁

註 衣装方 の 目 録 （340-10 、 830-28 、 833-63) 、 お よ び商人 ・ 職人か ら の代金受取状 （付表 1 ) よ り 作成。 区

分 は筆者 の 判 断 に よ る 。 な お 、 原史料でみ ら れ る 敬意の表現 （ 「御」） は省略 し た 。

入
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら 、

元
服
の
挨
拶
に

用
い
ら
れ
る
大
和
鞍
で
あ
る 。
鞍
本
体
は
購

と
か
ら 、
こ
の
時
の
鞍
は 、

武
家
の
正
装
で

Il
「
馬
方」

尚
丸
用
の
馬一
疋
（
青
毛）

の
ほ
か 、

馬
道
具
が
購
入
さ
れ
て
い
る
（
図

2
参
照） 。
轡（一
） 、
立
閲（一
） 、

腹
帯（一

筋） 、

押
掛
（
馬
の
頭・
尻
に
か
け
る
組
紐） 、

障
泥
（一
指） 、

手
綱
（一
掛） 、

馬
既
（一

(

29
)

 

組） 、

太
覆
（一
）
で
あ
る 。
馬
髭
が
あ
る
こ

れ
る 。

は 、

接
客
用
の
茶
道
関
係
の
も
の
と
考
え
ら

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、
こ
こ
で
の
購
入

茶
七
四
匁）
で
あ
る 。
炭
は
来
客
の
際
に
使

俵
余
り）
お
よ
び
茶
（
唐
茶一
六
四
匁
・

上

品
目
の
う
ち 、

荒
布
・

審
（
唐
子
審
三
本

④
c

 「
次
台
子
方」

椋
幕
三
本）
・

花
色
木
綿
（
布
巾
用）
•

竹
柄

杓
（
七
本）
•

土
瓶
（
四
ツ）
の
外
は 、

炭
(
+

購
入
さ
れ
た
六

さ
れ
て
い
る 。

上
晒
布
四
尺
と
も）
が
購
入

手
提
柄
勺
(

1

0

本） 、

風
呂
の
水
を
漉
す
大

水
越
(-
っ

雑
巾
用
の
白
木
綿
（
六
尺） 、

椋
幕
(-
本） 、

ほ
か 、
蚊
や
り
木（
少
）々
・

蚊
帳
釣（一
っ
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明治初年の 旧大名家の消費と江戸の商人・職人

際
し
て 、

老
朽
化
し
た
部
分
を
新
調
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、

尚
丸
の
馬

と
厩
の
維
持
に
か
か
わ
っ
て 、

鉄
沓
（
二
足） 、

飼
葉
敷
藁・
大
豆
六
斗・
小
糠

三
石
（
御
馬一
疋
分）
．

蠍
燭
（
八
二
本）

を
購
入
し
た 。

さ
ら
に
六
月
二
0
日

の
王
子
へ
の
外
出
の
供
馬
二
疋
・

人
足
二
人 、

の
供
馬一
疋
を
借
用
し
て
い
る
が 、

こ
れ
は
藩
邸
の
縮
小
に
と
も
な
う
臨
時
的

な
も
の
と
推
定
し
た
い 。

皿
「
台
所
方」

面
掛

四
月
二
0
日
の
堀
切
へ
の
外
出

外
出
を
除
く
尚
丸
の
食
事
関
係
の
出
費
で
あ
り 、

通
常
の

通ノ
穴

付 泥 帯

図 2 馬具の呼称 （河鰭実英 『有職故実図鑑』 、 東京堂出版、 1975年）

進
物
は 、

金
子
と
目
録
・
目
録
台 、

あ
る
い
は
肴
類
が
多
く 、

こ
の
ほ
か
服

の
生
地 、

菓
子 、

贈
答
用
の
紙
（
小
菊）

が
用
い
ら
れ
て
い
る 。

こ
れ
ら
の
商

品
を
納
め
た
商
人・
職
人
は 、

判
明
す
る
限
り
藩
邸
の
近
辺
地
域
の
者
で
あ
り 、

江
戸
・

東
京
の
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
日
本
橋
・

京
橋
地
域
の
者
は
み
ら
れ
な

て
い
る
(

30

.

31

)。

ら
れ
る

消
費
の
内
容
と
商
人
・

職
人

で
は 、

①
「
進
物
方」

と
⑩
「
土
産
物
方」

を
例
に 、

消
費
の
内
容
の
詳
細

と
商
品
を
調
達
す
る
商
人
・

職
人
を
み
て
み
た
い 。

①
「
進
物
方」

尚
丸
滞
在
中
の
経
費
に
み
ら
れ
る
進
物
は 、

三
一
件
で
あ

(

30
)
 

る（
表
3

)。

こ
の
う
ち一
八
件
は 、

尚
丸
の
元
服
目
見
得
の
準
備 、

お
よ
び
成

就
後
の
挨
拶
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る 。
朝
廷
へ
の
献
上
物
の
ほ
か（
1
ー
3

)、

(

31
)
 

手
続
き
の
過
程
で
口
添
え
を
頼
ん
だ
公
家

堀
川
侍
従
と
そ
の
家
来
（
4

ー
9

)、

本
藩
佐
賀
藩
出
身
の
明
治
政
府
の
役
人
副
島
種
臣
・

江
藤
新
平
(

15

(

32
)
 

ー
17

)、

そ
の
ほ
か
公
家
（
認
・

14

)、

目
見
得
で
の
衣
裳
の
準
備
の
ほ
か
作
法

の
指
南
を
う
け
た
松
岡
重
三
郎
(

18

)

に
進
物
が
出
さ
れ
て
い
る 。

次
に
他
家

と
の
交
際
に
関
す
る
進
物
が 、

佐
賀
藩
隠
居
で
尚
丸
の
実
父
で
あ
る
鍋
島
直
正

(

19

.

20

)、

実
姉
の
夫
で
あ
る
熊
本
藩
主
細
川
護
久
(

22

ー

24

)

な
ど
七
件
み

(

19

ー
25

)。

ま
た 、

江
戸
の
菩
提
寺
で
あ
る
賢
宗
寺
(

26

.

27

)

走
や 、

関
係
商
人
・

職
人
か
ら
の
献
上
物
に
対
す
る
返
礼
が
四
件
み
ら
れ
る

(

28

.

29

)。

さ
ら
に 、

外
出
先
で
の
下
付
二
件
も
進
物
方
の
出
費
に
計
上
さ
れ

2
 

食
事
分
（
①）

と 、

臨
時
の
分
（
②
臨
時
方）
の
二
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る 。

詳
細
は
前
稿
で
分
析
し
た
通
り
で
あ
る 。

の
馳

-93-



番号 贈 り 先

1 御所

2 大宮御所

3 中 宮御所

4 堀川侍従様

5 堀川様

6 堀川 様

7 堀川 様

8 堀善川次様
郎

内小川 新太郎 ・ 中村

， 堀川 様 内渡辺謙二
10 田代兵助
1 1  千住代之助、 野田祭四郎
12 御老女初御側詰12人
13 岩倉卿
14 坊城大弁殿

15 副 島参儀 （副島種臣）

16  江藤中弁 （江藤新
平

）

17  副島参儀、 江藤中弁

18 松岡重三郎
19 大正

）
納 言 （佐賀 藩 主 鍋 島 直

2 0  大正
）
納 言 （佐賀 藩 主 鍋 島 直

2 1  嶋弾右衛門

22 細川様

23  細川
正

四位様

24 熊本藩知事様

25 河内殿
26 賢宗寺
27 賢宗寺和 尚
28 

万相物郎次

屋

模

郎

屋
、

左

伝
屋

、

六官
七
伊

小

郎
長
西

、
八
兵左阿

、

半

衛
瓦

衛
部

兵

、 師
門
衛

平
大

岩

、

左

上万松
衛

藤
屋

、r
伝

り乗次
、

29 金泉堂

30 赤坂 水尾市兵衛宅

3 1  茶屋

岩淵 令治

表 3 進物差 出 先 一 覧

進 物

悶太刀貸喜2000疋讐 1 歩銀］ 、 雲脚御 目 録台 1
、 雲 子台 l

悶太刀貸金1000疋閏 1 歩銀］ 、 雲脚御 目 録台 l
、 雲 金子台 1

悶太刀貸言1000疋讐 1 歩銀］ 、 雲脚御 目 録台 1
、 雲 子台 l

金子1000疋 ・ 折 l 枚

干菓子 1 箱

御樽代金300疋 ［但一歩銀］ 、 右折 1 枚、 鮮鯛 2
尾

御肴料金3000疋 ・ 折 1 枚、 御反物 1 疋 ・ 折 1

金子300疋づつ 、 上片木 1 枚づつ

金子500疋、 上片木 1 枚、 鰹節 1 袋

金子300疋、 上片木 l 枚
金子500疋づつ 、 上片木 1 枚づつ 、 晒地 1 疋づつ

金子3000疋、 上片木 l 枚

鮮鯛 2 尾 ・ 折 1 枚

悶鯛 2 尾 ・ 折 1 枚、 御樽代金500疋 ［但 1 歩銀］ ．
1 枚

青粉入交御肴 1 籠

青粉入交御肴 1 籠

交御肴 l 折づつ 、 御反物 1 づつ
金700疋 上片木 1 枚

ふ ら ね る 2 着分 ・ 1贔 御茶［御
箱持［合御］茶御持合、

青紙 1 枚御張用 ］ 、 草

御肴料金 3 両

後仙台袴地 1 反、 鰹節 1 箱

蒸菓子 l 箱

か ろ す て ら 1 箱、 交御肴 l 折

交御肴 1 折

交肴 l 折

金子3000疋 ・ 上片木 1 枚

小菊 2 束

金2000疋 並片木 1 枚

並片列 ？ 金子500疋

金 3 歩、 並木 1 枚

茶料 2 朱

註 「御進物方書出調帳」 (349-44) 冒頭の 一 覧 よ り 作成。
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理 由

元服参 内 の 際 に 献上

元服参 内 の 際 に 献上

元服参 内 の 際 に献上

拶
尚 丸元服御 引 受頼 み の 挨

永 田 雄い
、
助

進
が

物
頼 み の 筋 で う

かが

初 め て 面談 で来 訪 の 際 の
土産

元服済 に つ き

元服済 に つ き

元服済 に つ き

元服済 に つ き

元服済 に つ き

元服済 に つ き

元服済 に つ き

元服済 に つ き

土産

「御頼筋有之、 為御挨拶」

元服済 に つ き

御衣冠 ほ か頼み、 挨拶

土産

伊豆へ湯治 の 見舞

裔納 言 と 来訪 の 際 の 進上
の返礼

来訪の 際 の 手土産

細川様帰藩の餞別

大納言様 と 来訪の御礼

着府 の 際 の献上肴 の返礼

馳走 の礼

参詣 に つ き 土産

御肴 ・ 箱庭献上 の 返礼

花火献上 の返礼

黒 田節様止卿ち屋寄敷り
内

の
天

礼
満 宮 参

詣の

黒 田節様
茶
御

屋
屋立敷ち内寄天

り
満 宮 参

詣の
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贈
答
行
為
は
菓
子
屋
の
営
業
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た 。

形
で
納
め
て
い
た

い 。
目
録
台
は
麻
布
の
駿
河
屋（
後
掲
表
5
|

14) 、
目
録
は
飯
倉
の
伊
田
屋（
表

5
—

認）

が
納
め
て
お
り 、

彼
ら
は
こ
う
し
た
儀
礼
に
か
か
わ
る
製
品
を
商
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る 。

肴
は
主
に
堺
屋
（
表
5
ー

44

)

が
扱
い 、
「
白
木
台」
な

ど
の
容
器
と
と
も
に
納
め
る
ほ
か 、

鯛
・

飽
•

海
老
と
野
菜
を
青
籠
に
詰
め
た

（「
青
籠
詰

鯛・
飽•
海
老・
野
菜
詰
仕
立」） 。

こ
う
し
た

祝
儀
の
際
の
高
級
魚
は
高
額
で
あ
り 、

そ
の
贈
答
行
為
は 、

江
戸
の
仲
買
・

小

売
の
魚
屋
の
収
入
源
に
な
る
と
と
も
に 、

江
戸
へ
の
鮮
魚
流
通
を
も
促
進
し
た

と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、

菓
子
に
つ
い
て
は
西
久
保
の
菓
子
屋
壺
屋
（
表
7
|

68

)

が
納
品
し
て
い
る 。

菓
子
も
進
物
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く 、

武
家
の

以
上
の
進
物
は 、

公
家
や
維
新
政
府
の
役
人
に
対
し
て
元
服
の
儀
礼
に
か
か

わ
っ
て
贈
ら
れ
た
も
の
が
目
立
つ 。

し
か
し 、

こ
れ
は
相
手
が
将
軍
・

幕
府
の

役
人
か
ら
変
化
し
た
の
で
あ
っ
て 、

近
世
段
階
と
近
似
的
な
あ
り
方
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う 。

ま
た 、

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
尚
丸
東
京
滞
在
中
の
臨
時
の
進

物
で
あ
り 、

節
句
や
盆
・

暮
の
定
例
の
進
物
を
含
め
れ
ば 、

そ
の
出
費
は
莫
大

(
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)
 

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

武
家
の
贈
答
行
為
は 、

江
戸
の
商
人
・

職
人
の
生

活
の
糧
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る 。

け
ん

ざ

ん

や

そ
の
象
徴
が
献
残
屋
で
あ
ろ
う 。

彼
ら
の
商
売
と
は 、

喜
多
川
守
貞
に
よ
れ

ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た 。

諸
武
家
献
備
お
よ
び
各
互
ひ
の
音
物 、
あ
る
ひ
は
市
民
よ
り

献
進
の
諸
物 、

そ
の
余
残
を
売
る
を
本
と
す
る
の
名
な
れ
ど
も 、

今
は
献
備
の
諸
品
は
実

用
に
用
ひ
ず 、

こ
の
賣
に
売
り
下
す
な
り 。

こ
れ
を
買
ひ
て
献
進
再
用
す

る
物
は
な
は
だ
多
く 、

あ
る
ひ
は
私
用
•

他
用
に
も
す
る
こ
と
な
り 。

こ
の
献
残
屋
で
扱
う
商
品
は 、

献
上
用
の
太
刀 、

炭
斗
飽 、

干
貝 、

檜
台 、

昆

布 、

折
櫃 、

樽 、

葛
粉
な
ど
で
あ
っ
た 。

今
日
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

転
売
さ
れ
た
結
婚
式
の
引
出
物
等
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が 、

じ
つ
は
近
世

か
ら
贈
答
で
用
い
ら
れ
る
品
の
一

部
は
実
際
に
用
い
ず 、

贈
答
品
と
し
て
こ
れ

を
再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る 。

守
貞
は 、

こ
の
献
残

屋
を
「
今
世 、

江
戸
に
あ
り
て
京
坂
に
こ
れ
な
き
生
業」
と
し
て
あ
げ
て
い
る 。

こ
う
し
た
商
売
が
成
立
し
た
の
は 、

ま
さ
に
武
家
社
会
の
贈
答
行
為
が
不
断
に

繰
り
返
さ
れ
た
江
戸
だ
っ
た
の
で
あ
る 。

贈
答
品
の
需
要
が
い
か
に
多
か
っ
た

か
が
う
か
が
え
よ
う 。

そ
し
て 、

本
事
例
で
み
た
よ
う
に 、

魚
類
（
鯛）

子
類
な
ど 、

干
物
や
造
り
物
に
代
替
で
き
な
い
再
利
用
が
不
可
能
な
も
の
は 、

魚
屋
や
菓
子
屋
に
注
文
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

⑩
「
土
産
物
方」

本
橋
の
商
人
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
る 。

や
菓

総
額
の
八
割
に
相
当
す
る
―
二
通
の
請
取
状
が
残
存
し

て
い
る 。

こ
こ
で
登
場
す
る
商
人一
0
人
の
う
ち 、

六
人
は
日
本
橋
地
域 、

三

請
取
状
に
示
さ
れ
た
商
品
は 、
「
逸
史」
（一
三
冊）
・

「
日
本
外
史」
(―
二

冊）
・

「
女
大
学」
（
二
部）

と
い
っ
た
書
籍 、

浮
世
絵・
紙
類
（
や
く
し
や
一
三

枚 、

当
世
美
人
揃
五
枚 、

袋
入
二
三
部 、

半
切

二
状 、

薄
半
切 、

上
源
氏
二

一
枚 、

呂
源
氏
九
枚 、

上
千
代
紙
五
0
枚
な
ど） 、

墨―
二
本（
回
徳一
0
本
ほ

か） 、

筆
六
0
本（一
瓢
風
大
五
本 、

半
家
羊
毛
大
五
本 、

半
家
羊
毛
中
二
0
本 、

半
徳
行
草一
0
本 、

徳
羊
高
毛
一
0
本 、

半
尻
水
草一
0
本） 、
み
す
模
様
金
ら

ん
御
た
ば
こ
入
(
-
っ） 、

金
糸
錦
御
き
せ
る
（
一
本） 、

金
天
鵞
絨
御
半
懐
鏡

（
一

枚） 、

雲
井
御
白
粉
（
二
〇
箱） 、

服
飾
関
係
（
提
緒
二
掛 、

白
ふ
ら
ん
ね

人
は
芝
神
明
町 、
一
人
が
居
所
不
明
の
者
で
あ
る 。

進
物
方
と
は
異
な
り 、

日
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ず
れ
も
輸
送
手
段
の
問
題
か
ら
か 、

高
級
で
さ
ほ
ど
か
さ
ば
ら
な
い
も
の
と

年
（一
七
九
九
）

書
籍
の
う
ち 、
「
逸
史」
は
徳
川
家
康
の
一

代
記
で
あ
り 、

初
版
は
寛
政―
―

で
あ
る 。

著
者
は
懐
徳
堂
の
四
代
学
主
を
つ
と
め
た
大
坂
の

儒
者 、
中
井
竹
山
で
あ
る 。
「
日
本
外
史」
は
頼
山
陽
が
生
涯
を
か
け
た
著
作
で 、

文
政一
0
年
(
-
八
二
七
）

に
完
成
し
た 。

内
容
は 、

司
馬
遷
の
「
史
記」

に

な
ら
っ
て
瀕•
平
氏
よ
り
徳
川
氏
ま
で
の
武
家
の
歴
史
を
記
し
た
も
の
で
あ
る 。

「
女
大
学」

は 、

周
知
の
よ
う
に 、

江
戸
時
代
中
期
以
降
普
及
し
た
女
子
教
訓

書
で
あ
る 。

し
か
し 、

さ
ま
ざ
な
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
往
来
物
的
な
異
本
も
多

く
出
版
さ
れ
て
お
り 、

蓮
池
鍋
島
家
文
庫
に
は
こ
の
時
に
購
入
し
た
も
の
が
現

存
し
て
い
な
い
た
め 、

性
格
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
ま
た 、
「
当
世
美

人
揃」

に
つ
い
て
は 、

菊
川
英
山
作
の
同
題
の
大
錦
判
美
人
画
の
揃
物
が
あ
る

が 、

板
行
が
文
化
八
年
（一
八―
一
）

(

35
)
 

か
ど
う
か
不
明
で
あ
る 。

(

36
)
 

な
お 、

現
在 、

蓮
池
鍋
島
家
文
庫
に
は
多
く
の
版
本
が
現
存
し
て
い
る
が 、

一
般
に
大
名
家
史
料
の
中
に
は 、

和
本
や
漢
籍
な
ど
多
く
の
版
本
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
が
少
な
く
な
い 。

こ
う
し
た
参
勤
交
代
の
「
土
産」

も
入
手
手
段
の

―
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

な
っ
て
い
る 。

商
人
・

職
人
の
分
布

で
あ
る
た
め 、

同
画
が
該
当
す
る
も
の

前
項
で
は 、

消
費
の
内
容
と
商
人
・

職
人
の
出
入
状
況
を
概
観
し
た
上
で 、

①
「
進
物
方」

と
⑩
「
土
産
物」

に
お
け
る
関
係
商
人
・

職
人
の
居
所
の
違
い

る
一
丈一

尺 、

嶋
越
後一
〇
反
・

長
尺
物一
反 、

麻
手
綱一
0)

で
あ
る 。

し ）

を
指
摘
し
た 。

こ
こ
で
は 、、
商
人
・

職
人
全
体
の
分
布
を
み
て
い
き
た
い 。

請

取
状
で
は 、

商
人
五
一
人 、

職
人・
料
理
屋
二
七
人
の
計
七
八
人
が
確
認
で
き 、

こ
の
う
ち 、

四
五
人
に
つ
い
て
印
文
等
か
ら
居
住
地
が
判
明
し
た 。

そ
の
分
布

を
示
し
た
の
が
図
3・

表
4
で
あ
る 。
全
体
の
約
半
数
に
す
ぎ
な
い
が 、

商
人・

職
人
の
分
布
の
お
お
よ
そ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
よ
う 。

こ
れ
に
よ
れ
ば 、

江
戸
の
商
業
の
中
心
で
あ
っ
た
日
本
橋
・

京
橋
地
域
の
者

は
約
四
分
の
一
の
一
0
人
に
す
ぎ
な
い 。

ま
た 、

例
外
的
な
も
の
と
し
て
上
野

居
住
の
者
二
人
が
あ
げ
ら
れ
る 。

日
本
橋
・

京
橋
地
域
の
者
が
納
め
て
い
る
の

級
品 、

は 、

土
産
物
や
衣
装
方
・

御
手
許
方
の
御
白
粉
・

筆
・

呉
服
な
ど
下
り
物
の
高

お
よ
び
馬
道
具
な
ど
特
殊
な
商
品
に
限
ら
れ
て
い
た 。

一

方 、

商
人
・

職
人
の
約
四
分
の
三
は 、

藩
邸
に
近
い
麻
布
・

西
久
保 、

そ

し
て
芝
・

麹
町
・

赤
坂
に
住
ん
で
い
た 。

た
だ
し 、

最
多
を
し
め
た
の
は
三
島

町
ほ
か
芝
地
域
（
約
四
割
）

で
あ
り 、

藩
邸
に
隣
接
し
た
麻
布
界
隈
の
町
の
者

は
一
五
％
と
こ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る 。

し
た
が
っ
て 、

藩
主
層
の
消
費
は 、

調
達
で
き
な
い
特
定
の
商
品
以
外
は
基

本
的
に
近
辺
の
町
で
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と 、

し
か
し
な
が
ら 、

近
接
し
た
町
で

は
な
く 、

や
や
離
れ
た
地
域
に
そ
の
購
入
先
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で

き
よ
う 。

ふ
す
ま

な
お 、
今衣
村
と
は
江
戸
南
郊
の
近
郊
農
村
で
あ
り（
現
東
京
都
目
黒
区
）、

同

村
の
林
平
よ
り
の
納
品
が
あ
っ
た 。

蓮
池
藩
鍋
島
家
で
は 、
江
戸
で
没
し
た
子

(

37
)
 

供
を
中
野
の
成
願
寺
と
今杏
村
に
葬
っ
て
お
り 、

同
村
と
は
関
係
が
あ
っ
た 。

ま

た 、

こ
の
ほ
か
藩
邸
に
出
入
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
村
方
の
者
と
し
て 、

中

渋
谷
村
の
八
郎
右
衛
門
が
あ
げ
ら
れ
る 。
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商人 総計
図 3 関係商人 ・ 職人 の 分布 （ 『江

戸復元図』 、 東京都、 1989年よ

り 作成） 丸番号 は 人数 を 示 す

（表 4 と 対応） 。

麻布

居所

龍土町
永坂町

（不明）
六本木
宮下町

赤坂
西久保 ・ 飯倉

三島町
浜松町
片門前
神明町

芝

6
 

ー＿
o-
0-
l-
l＿
ー＿
4-
7＿
o＿
ー＿
5＿
2-
2
5＿
ー＿
2-
2＿
1=
3

』-
1-
2-
0I

II
1-
2-
1I

II
1
[
[I

II

I
,

7 (1 5 . 6 % )  

1 (2 . 2 % )  
5 (1 1 . 1 % )  

1 6  (35 . 6 % )  

麹 町
京橋

3(6 . 7 % )  
2 (4 . 4 % )  

日 本橋

尾張町
通町
本町
大伝馬 町

8 (1 7 . 8% )  

表 4 関 係 商 人 ・ 職人 の居所 （数

字 は 人数）

上野
袋村

合計 45 

2 (4 . 4 % )  
1 (2 . 2 % )  
4 5  
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さ
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。
「
下
り

物」
商
品
に
あ
た
る
呉
服
類

を
扱
う

商
人

は 、

元
来
は
江
戸
中
心
部
の
日
本
橋
地
域
に
多
か
っ

た
が 、
こ
こ
で
は
場
末
の
麹
町
の
岩
城
升
屋
の
納
品
も
目
立
つ 。

こ
う
し
た
高
級
品
を
扱
う

商
人

が
場
末
に
出
現
し
た
背
景
に
は 、

壱
反」
な
ど 、

B
道
具
・

小
間
物
(

13

i
23

)

手
許
用
の
時
計
・

鉄
瓶
・

瓶
・
コ
ル
ク
抜
き 、

白
粉・
鏡
と
い
っ

金
子
目
録
な
ど
の
進
物 、

御

た
土
産
物
を
納
め
た

商
人

を一
括
し
た 。
先
述
し
た
献
上
用
の
目

録
台
を
納
め
た
駿
河
屋
(

14

)

な
ど
は 、

儀
礼
に
か
か
わ
る
商
品

を
扱
う
商

人
と
し
て 、
近
辺
に
居
住
す
る
他
の
武
家
と
も
深
い
関

人
が
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る 。

点
で
あ
る 。
衣
服
の
加
工
に
は 、

後
述
す
る
よ
う
に

個
別
に
職

織
地

い
ず
れ
も
生
地
の
形
で
納
品
さ
れ
て
い
た

ま
た 、

注
目
し
た
い
の
は 、

衣
装
方
・

馬
方
の
分
が
「
白
渋
御
羽

武
家 、
と
り
わ
け
大
名
の
消

費
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

御
手
許
方・
馬
方
と
い
っ
た
尚
丸
が
実
際
に
着
用
し
た
も
の
を
お

「
出
典」
の
項
か
ら 、

彼
ら
は 、

進
物・
土
産
の
ほ
か 、

衣
装
方

る
大
店
で 、
上
方
に
本
拠
の
あ
る
他
国
住
商

人
で
あ
る 。
表
5
の

び
す
屋
（
8） 、

布
袋
屋
（
9） 、

上
野
松
坂
屋
(

10

)

は
い
わ
ゆ

A
衣
類
(
l
S

12)

(

39
)

 

岩
城
升
屋
(

1

) 、

白
木
屋
（
7）

え

表
5
に
し
た
が
っ
て 、

検
討
を
す
す
め
た
い 。

以
下 、

商
人

の
住
居
と
所
持
株 、

取
扱
商
品 、

金
額
を
ま
と
め
た

次
に、
こ
れ
ら
の

商
人

・
職

人
が
扱
っ
た
商
品
を
検
討
す
る 。

4

商
人
の
取
扱
品

表 5 - 1 尚 丸上京時 の 関係 商 人 一 覧

類型 番号 名 前 居所 ・ 所持株 商品 総額 (if金） 出典 （点数）
1 岩（

城
藤三

升屋
郎

久
）

右衛門 麹＋ 呉
町

服
五丁

問』 ・ 白子嗜靡問屋 ・ 真
反物 （馬乗衣装地、 袴 2555 60 畠進嬰 ( 2 ) 、
地、 羽織地 ほ か） /0 a 装 （ 4 )

綿 問屋 ・ 綿問 屋 住）
2 駿河屋忠蔵 麻布六本木 御誂衣下御足袋20足 220/0 ④ a 衣装 （ 2 )
3 大黒屋甚兵衛 飯倉 縮緬 （ 「御 供 馬 御 手 綱 0/0 3 .  0 I I 馬 （ 1 )

用」 ）
4 清水屋栄助 東界芝神明 町 手袋 0/0 . 1 . 0  ④ a 衣装 （ 1 )
5 川 越屋忠治郎 東京芝神明 町 下緒 ？ 0/0 . 1 . 0  ②手許 ( 1 )
6 赤坂九十 赤坂 上 さ ら し木綿 （御遠乗 0/0 . 0 1 ④ a 衣装 （ 1 )

A 
7 

之節手拭用 ）
白 木屋 （代喜七） 贔丁町 （京都住） 反物 （嗚越後 ほ か） 4553/0 ⑩土産 ( 1 )

問 屋 ほ か
8 え びす や常次郎、 孝兵 尾張町二丁 目 （京都住） 反物 （羽巳地、 じ ゅ ば 2695 7 /0 ④ a 衣装 （ 2 )

衛 ん地 ほ か
， 

衛
布袋

）
屋佐右衛門 （喜兵 尾誓町二丁 目 （京都住） 羽織紐、 馬乗袴地 0/2 0 0 ④ a 衣装 （ 1 )

＋ 問屋

10 松坂屋利兵衛 （長五郎） 上野広小路 （下谷同朋町、 尾州住） 反物 （縮緬） 0/1 3 2 I I 馬 （ 1 )
呉服問屋

1 1  中屋□口衛門 羽織 30/0 ④ a 衣装 （ 1 )
12  田 中や重左衛門 下緒 ほ か 0/0 . 2 0 ⑩土産 （ 1 )
13 ＊伊田 屋喜兵衛 飯倉片 町 金子折 1 160 . 00 ①進物 ( 2 )

/0 
1 4 駿河屋専右衛門 飯十 倉

三組
町両四替

丁
組
目

三田組、 鰹節
御献上 目 録台、 長持 640/0 ①進物 ( 1 )

1 5 伊跨屋彦八 神明 前三 島 町 た ば こ 入、 き せ る 、 鏡 45 2/0 ⑩土産 ( 2 )
1 6 越前 屋忠兵衛 芝神闊削． ． 鉄瓶 0/0 2 1 ③ b 台 子 ( 1 )

御茶
1 7 小 山 清兵衛 芝

＊ 硝神子
明

細
前三

工司
島 町

（尾州御用）
瓶 1 本、 こ ろ ツ （ ク ） 0/0 1 1 ②手許 （ 2 )
ぬ き 1

18  弓 師 松村惣吉 芝片 門町
一丁 目 弓 ？ 0/0 . 2 2 ②手許 （ 1 )

19 ＊ 出雲屋武兵衛 芝神明前 盃 ほ か 93/0 III台所 （ 1 )
20 釜屋権兵衛 浜松町

一丁 目 十組鍋釜問屋 深川無 じ 釜 （御台所釜） 2 1  45/0 III台所 ( 1 )
2 1 玉屋善太郎 本冒二丁 目 角 （示 出店） 御 白 粉20箱 100/0 ⑩土産 （ 1 )

＊ 白粉問屋 、 御伽羅之油

- 98-



類型 番号 名 即
22 榛原屋直治郎

B 
23 大森屋常七
24 紙屋惣七

25 升屋徳兵衛

26 伊勢屋吉右衛門
27 寿尚木栄五

）
郎兵衛 （法古斎

28 大宝堂 （O近藤正八）
29 

衛
文魁堂 （ ＊ 尽屋） 弥兵

30 和泉屋吉兵衛
31 和泉屋市兵衛

32 山城屋甚兵衛

D 33 丸屋甚八

34 須原屋佐助

35 山城屋佐兵衛
36 東屋道治郎
37 伊勢屋宗兵衛
38 伊勢屋治兵衛

E 
39 川 口喜一

40 ＊ 野 口 喜太郎
41 近江屋金次郎

42 ＊ ふ す ま 林平
43 山本屋半兵衛
44 堺屋弥兵衛

45 魚屋平兵衛 ・ 魚屋七平
46 魚屋清兵衛
47 八百屋磯右衛門
48 丹波屋徳兵衛
49 ＊万屋庄兵衛

50 大丸屋幸助

H 5 1 ●万屋伝七

明治初年の 旧大名家 の消費 と 江戸の商人 ・ 職人

表 5 - 2 尚 丸上 京 時 の 関係商人 一 覧

居所 ・ 所持株

買
日 本

・ 団
橋

扇一問
丁

屋
目

・
・
地

萬

本
町双

紙
地

問
漉
屋

紙
仮組

仲

〇 （麹町四丁 目 三浦惣七 紙商）

芝神明 前二島 町

芝神明 町 ＊ 御紙子問屋
大伝馬 町

一丁 目

大伝馬 町
一

丁 目 0硯石製造業

組
日 本

墨
橋
筆硯通四

問屋
丁 目 十組丸合組 古

＊ 芝神明 町二島新道 書物問屋
芝
＊

神
地本

明 前

問
三

屋
島
・ 錦

町
絵 ・ 千代紙

芝＋ 三

地本
島双町

紙
地借

問 屋仮組
芝ニ�塁悶店借
＋ 地 屋、 団扇 問屋仮組
日 本日四』目
＊ ＋ 問 、 覆罰紙 、 団扇問
屋、 問 屋 （
通 2 丁 目 ＊ 書物問屋

上野御成道

＋ 麻布宮下町家主 炭薪仲買

袋村 （現 目 黒区）

平兵衛 は飯倉 2 丁 目 ？

＋ 麻布龍土町家持 炭薪仲買

＋ 葺手町 人宿 ・ 六組飛脚問屋

商品
団扇 ふ ら ん ね る

角 時計

繋墨、塁紙
骨切小

畠刀靡
、

．筆魯讐：

筆、 舶来蝙蝠傘

不明

墨 （御手本用 、 土産）

硯石 （御手本書用）
筆

書籍

浮ほ
ほ

世
か
か

絵
）
）

、
、

書
千

（
「籍
代
当世

紙
（ 「女美人

大
揃学」」

絵

上団扇 5 本

書， 贔旦 本 外 史」 ほ
か は さ み

書籍
江戸絵 3 枚
馬道具
馬道具 （轡、 腹帯、 障
泥 ほ か）

青馬
鉄沓、 供馬 ・ 人 ほ か
樹 樫木悶沸、 雑

か
木

し
横

用
（ め

し た き 、 ） 
槙 （御飯焚用）
油、 付木、 灯心

鯛
贈
共飽壱答海籠

用
老
」

の
入

魚

鮮
野
(

魚
cf菜

、

「
詰卵青籠仕

ほ
詰立
か

鮮魚
鮮魚 鯛刺身
野菜 坪塩 ・ 長芋 ほ か
野菜 ね ぎ ほ か
酒、 醤油、 酢 ほ か

極上酒 3 升
表 6 参照

総額 （銀／金） 出典 （点数）
248/3 0 .  叡畠子 ( 1 )
1 ( 1 ) 
0/7 1 . 0  ②手許 ( 1 )
1864 9/0 

I 汀
位〗(

(

)
3 
3 i 

b 鵞 ( 2 
台 ）

0/3 . 2  0 尉 塁塁｛ ｝ ｝  
0/0 . 3  1 ⑩土産 ( 1 )
1 14/0 

叡闘＼＼ 1 )

0/1 2 . 0  ③ a 料紙 （ 1 )
1 77 5/0 ⑩土産 （ 1 )

49 75/0 ②手許 ( 1 )
0/2 . 3 0 ⑩土産 （ 1 )

0/0 . 0  2 ②手許 ( 1 )

0/0 . 0 . 2/ ②手許 ( 1 )
* 200  
785/4 . 2  ⑩土産 ( 2 )

305/0 ②手許 ( 2 )
* 600 ②手許 （ 1 )
0/6 2 0 I I 馬 （ 1 )
0/2 1 0 0 I I 馬 （ 1 )

0/82 2 0 I I 馬 （ 1 )
0/6 0 0 I I 馬 ( 3 )
0/1 0 0 III台所 ( 1 )

0/5 0 2 III台所 ( 4 )
* 22288 III台所 ( 1 )
4 7 9 1 ①

III
進
台

物
所

(
(

4
7 ) 

) 
726/9 3 
3 
* 525 ①進物 ( 2 )
0/1 0 .  2 III台所 ( 1 )
1157 79/0 III 台 所 ( 6 )
* 672 III台所 ( 1 )
1533 . 55 UI台所 ( 7 )
/0 
48/0 ①進物 （ 1 )
5983 . 495 表 6 参照
/0 

註 1 類型 は 本文参照。
2 名 前 の項の ● は 、 藩邸への献上が確認で き た 者 を 示 し （表 2 -28） 、 ＊ は恒常的 な 出入関係が想定 さ れ る 者 を 示す （本

文参照） 。
3 居所 ・ 所持株の項で ＊ は 「江戸買物独案内」 （文政 7 ( 1824) 刊） 、 十 は 「諸問屋名前帳」 、 0 は 「東京商人録J を典

拠 と し 、 他記載 は史料の 印文 か ら 作成 し た 。
4 出典史料の 記号 は 表 1 に対応。 以下同 じ 。
5 総額で ＊ を 付 し た も の は銭 （単位文） を 示 す 。
6 請取状の詳細 は 、 付表 1 を 参照。
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岩淵 令治

書
韓

芝
箪―ー
島
町
十
番
地

9_
|
|__

 

詞
鱈
げ

山

中

市

丘始[
-

図 4 明 治 の銅版画 に み る 和泉屋市兵衛の店舗 （明治1 7年刊 『東京商工博覧絵j

東京博覧図』 湘南堂書店、 1987年よ り 転載）治期銅版画

『 明

係
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。
ま
た 、
こ
こ
で
は
芝
や
飯
倉
の

商
人

が
日
本

橋
地
域
の

商
人

を
圧
倒
し
て
い
る 。
伊
田
屋
(

13

)

・
出
雲
屋
(

19

)

は
蓮
池
藩

鍋
島
家
の
葬
式
等
で
も
納
品
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら 、

藩
邸
と
恒
常
的
な
関

な
っ
て
い
る 。

c
筆
記
具
(

24

S

29

)

筆
記
具
関
係
の

商
品
は 、

基
本
的
に
は
紙
屋
惣
七

(

24

)

が
扱
っ
て
い
た 。
他
の
者
の
納
め
た
も
の
に
は
「
手
本
用」
・

「
土
産
用」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

紙
屋
で
入
手
で
き
な
か
っ
た
高
級
品
の一
部
の

納
品
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。

紙
屋
は 、

小
菊
と
い
う
祝
儀
金
の
代
用

品
の
紙
を
進
物
方
に
納
め
た
ほ
か 、

台
所
方
に
筆
記
用
の
紙
と
菓
子
の
敷
紙 、

料
紙
方
に
文
書
用
の
紙
や
鼻
紙
の
ほ
か
筆
記
関
係
の
道
具
（
墨 、

硯 、

硯
箱 、

筆 、

紙
切
小
刀）
を
納
め
て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、

独
占
的
に
複
数
の
部
局
と

関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と、
ま
た
紙
に
限
ら
ず
多
様
な
筆
記
関
係
の
道
具
を
納

め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る 。

D
書
籍・
浮
世
絵
(
30
S

36)

納
品
先
は 、

御
手
許
方
と
土
産
物
で
あ
る 。

商
人

は
藩
邸
近
辺
の
芝
神
明
町
の
者
が
目
立
つ 。
こ
れ
は 、
「
両
か
わ
の
家
毎
に

(

41
)

 

江
戸
絵・
草
双
昏
を

商
ふ」
と
同
町
に
絵
草
紙
の
み
や
げ
も
の
屋
が
集
中
し
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う 。
ち
な
み
に
図
4
は 、

明
治一
七
年
(-
八
八
四）
の
銅

版
画
に
描
か
れ
た
和
泉
屋
市
兵
衛
（
31）
の
店
で
あ
る 。
ま
た 、

須
原
屋
佐
助

(

34

)

は 、

武
鑑
の
版
元
の
須
原
屋
茂
兵
衛
の一
族
で
あ
る 。

書
籍
の
う
ち 、
「
山
陽
詩
紗」
は
頼
山
陽
の
自
選
の
詩
集
で
あ
る 。
初
版
は
天

保
四
年
（一
八
三
三） 、
「
旬
難
前
草」
「
同
後
草」
は 、

幕
末
の
動
乱
の
中
で
殉

難
し
た

人
々
の
和
歌・
漢
詩・
俳
句
を
城
兼
文
が
編
纂
し
た
も
の
で 、

慶
応
四

年
（一
八
六
八）
夏
に
刊
行
さ
れ
た 。
「
職
員
令」
は 、

明
治
二
年
七
月
八
日
に

発
布
さ
れ
た
官
制
に
関
す
る
規
定
で
あ
る 。
錦
絵
類
の
購
入
が
み
ら
れ
る
も
の

の、

先
述
し
た
土
産
物
も
ふ
く
め、

書
籍
に
関
し
て
は 、

堅
い
内
容
の
も
の
に

(

40
)

 

係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。
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明治初年の 旧大名家 の消費 と 江戸 の商人 ・ 職人

表 6 万屋取扱品 目 一覧

出典 日 付 品 目 （代銀、 単位匁） 総額 （銀）

①進物 400 白 フ ラ レ ネ ル (300 御肌着弐枚分→大納言様進物） 300 . 00 

①進物 500 両替 ？ 853 . 1 2  

③b台子 400 上両天傘 1 (20) 、 急須 1 (23) 、 煎茶 （ わ ん） 5 (13 ) 、 提 ら ん 1 (135 )  1 91 . 00 

③b台子 600 黒御茶台 1 (20) 、 黒御茶台御直 し代 (3 . 5) 、 晒布 6 尺 (16) 、 上茶 1 斤 (40) 、 340 . 76 
御茶越 1 ( 2 ) 、 白木綿 4 尺 5 寸 ( 1 1 . 26) 、 晒木綿 l 丈 (25) 、 晒布 1 丈 (40 ) 、
重納 (+能） 直 し （ 6 ) 、 土瓶 （茶瓶） 1 (3 . 5 ) 、 晒真岡 9 尺 (22 . 5 ) 、 立 （裁）
庖丁 1 (12 ） 、 上々 御茶半斤 (30) 、 月 の輪柄勺 (12 . 6) 、 上茶越 （ 3 ) 、 新茶 1
斤半 (52 . 6) 、 御茶碗10 (50) 

③c次 千枚通 し 1 ( 1 . 2 ） 、 小刀 1 ( 3 ) 、 筆 1 対 （3 . 2) 、 墨 1 (8 . 5) 、 硯箱 1 (2 . 9 ) 1 6 . 00 

④a衣裳 600 七嶋表12枚 ( 192 ) 192 . 00 

④a衣裳 500 上 白真 岡 （木綿） 1 反 (55) 、 粽審 1 ( 10) 、 白 真 岡 6 尺 （15) 、 御羽織紐 1 掛 379 . 50 
(22 . 5入 御木履 5 (37 . 5) 、 御下駄 5 (50) 、 鼻緒10足分 (95入 麻裏御草 り 1 (9 .  
5 ) 、 同 8 文半10 (85) 

④a衣裳 600 哀 岡木綿 3 反 (165) ・ 1 5尺 ( 105 ) 、 黒八丈 5 尺 (90) 、 舶来石 ケ ン35 (165 ) 、 1 279 . 60 
麻裏草 り 35 (330 ) 、 鬱金木綿 3 尺 4 寸 (6 . 5) 、 白更紗 1 尺 4 寸 5 分 (37 . 5) 、
舶来手袋 1 (22 . 5 ) 、 御刀提尾 1 (32) 、 笠輪 6 (3 . 6) 、 御羽織紐 3 掛 (75) 、
上 晒布 8 尺 5 寸 (16) 、 極上晒布 5 尺御襟用 (25) 、 晒布 6 尺 (16 )

④b居間 400 中抜草履 6 (7 . 2 ) 、 手提柄勺 10 ( 8 ) 、 大水越晒布共 1 (30) 、 行灯新 キ 2 組 245 . 90 
(30 ) 、 五徳鋳物 （鉄） 2 ( 5 ) 、 鉄火箸 2 ( 5 ） 、 真鍮火箸 2 ( 3 ) 、 箱火鉢 1
( 1 20 ) 、 灯心押 2 ( 1  4) 、 油差 1 ( 1 . 3) 、 真鍮手燭 1 (25) 、 大太草 り 20足 (24)

④b居間 500 蚊や り 木 （ 4 ) 、 舶来蛾 l 袋 6 本入 (18 ) 、 蚊帳釣 1 ( 4 )  26 . 00 

④b居間 600 白 木綿 6 尺 （15 ) 、 し ろ 蕎 1 本 (10) 、 箱火鉢 1 (120) 、 油差 1 ( 1 . 3 ） 、 上晒布 162 . 00 
4 尺 (16 )

④c 400 荒布 1 丈 6 尺 (37 . 5 ) 、 唐子箸 3 本 (10) 、 花色木綿 5 尺 (1 1 . 75) 、 粽幕 (30) 、 123 . 65 
次台子 竹柄勺 4 本 (3 . 6) 、 土瓶 4 ツ (27 . 2 )  

④c 600 上茶74匁 (23 . 67) 23 . 67 
次台子

III台所 300 御布 巾 用上晒布10尺 (40入 板前布 巾用花色木綿 5 尺 (15 ) 、 掃除用雑巾木綿 140 . 00 
1 丈 (20 ) 、 御布 巾 井御飯蒸 し き 用上晒布10尺 (40) 、 次布巾 用花色木綿10尺
(20 ) 、 御布 巾 井御飯蒸用 晒布 2 尺 5 寸 ( 10)

Ill台所 600 御膳米 1 斗 8 升 (4/10-29 1 日 9 合づつ 納 め 2 割 5 分減 し 1 升 に つ 1168 . 60 
き 18 . 1 7匁） 、 御膳米 5 斗 4 合 (5/1-6/26 1 日 9 合づつ 納め 2 割 5 分減
し 1 升 に つ き 16 . 7匁）

III台所 600 御米 5 升 （御味噌方20 日 分、 1 升 に つ き 18 . 17匁） 、 大豆 3 升 3 合 3 夕 3 オ、 541 . 69 
御米 1 斗 5 升 ( 1 升 に つ き 16 . 7匁） 、 御米 1 斗 5 升 ( 1 升 に つ き 16 . 7匁） 、
大豆 l 斗 （147 . 0 1 )

註 出典の項の番号は表 1 に対応。
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岩淵 令治

G
食
品
(

44

S

50

)

関
係
し
た
の
は
II
馬
方
で
あ
る 。

商
品
に
つ
い
て

(
42)
 

は 、

先
述
し
た
通
り
で
あ
る 。

商
人
の
業
態
は
不
明
で
あ
る
が 、

こ
う
し
た
商

な
お 、

野
口
(

40

)

は 、

尚
丸
の
「
散
歩
御
用」
の
乗
馬一
匹
も
納
め
て
お
り 、

蓮
池
藩
と
の
関
係
は
本
事
例
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た 。

い
る
こ
と
か
ら 、

藩
が
一
括
購
入
し
て
分
配
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い 。

扱
っ

た
商
人
が
判
明
す
る
の
は 、

台
所
方
の
使
用
分
の
み
で
あ
る 。

こ
の
う
ち
「
ふ

ふ
す
ま

す
ま
林
平」
(

42

)

は 、
今衣
村
（
現
目
黒
区）
居
住
の
農
間
渡
世
の
商
人
と
思
わ

れ
る 。

前
述
し
た
よ
う
に 、
今杏
村
は
蓮
池
藩
鍋
島
家
の
葬
送
地
で
あ
っ
た 。

林

平
は 、

明
治
五
年
に
も
台
所
用
の
棋
を
納
品
す
る
な
ど 、

藩
邸
へ
の
出
入
関
係

(
44)
 

が
認
め
ら
れ
る 。

に 、

彼
ら
は
問
屋
株
を
所
持
せ
ず 、

ま
た
八
百
屋
が
塩
・

箸
・
し
ゃ
く
し
・

玉

子
を
納
め
る
な
ど
多
様
な
商
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
か
ら 、

仲
買
・

小
売
ク
ラ

ス
の
者
と
考
え
ら
れ
る 。

魚
類
は
堺
屋
(

44

)、

野
菜
類
は
八
百
屋
(

47

)、

酒

類
は
万
屋
(

49

)

と 、

大
体一
品
目
に
つ
き
一

名
が
独
占
的
に
納
品
し
て
い
た 。

な
お 、

先
述
し
た
よ
う
に 、

魚
屋
の
堺
屋
(

44

)

に
も
納
め
て
い
た 。

ま
た 、

万
屋
(

49

)

は 、

祝
儀
物
を
「
進
物
方」

は
麻
布
邸
前
の
麻
布
龍
土
町
に
居
住

し
て
お
り 、

天
保
期
に
は
娘
が
女
中
奉
公
に
出
る
な
ど 、

藩
と
の
深
い
関
係
が

(
45)
 

確
認
さ
れ
る 。

H
万
屋
(

51

)

上
記
の
い
ず
れ
の
類
型
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
商
人
と
し

て 、

万
屋
伝
七
が
あ
げ
ら
れ
る 。

万
屋
は 、

麻
布
邸
に
近
い
西
久
保
の
葺
手
町

納
品
先
は
台
所
方
で
あ
る 。

前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う

F
燃
料
(
41
s

43)

藩
内
の
役
人
か
ら
蠍
燭
や
炭
の
請
取
状
が
出
さ
れ
て

品
を
個
々
で
作
成
す
る
職
人
と
注
文
主
と
の
仲
介
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

E
馬
道
具
(

37

s

40

)

3
ー

8

)。
2

 
5

職
人
等
の
取
扱
品

認
で
き
る
こ
と
か
ら 、

あ
る
程
度
恒
常
的
な
関
係
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
表

え
ら
れ
る 。

な
お 、

万
屋
は 、

さ
き
の
「
進
物
方」

で 、

藩
へ
の
献
上
物
が
確

に
居
住
し 、
近
世
段
階
で
は 、
人
宿・
飛
脚
問
屋
の
株
を
所
持
す
る
商
人
で
あ
っ

た 。

し
か
し 、

本
事
例
で
は
「
よ
ろ
づ
や」

の
屋
号
の
ご
と
く 、

多
岐
に
わ
た

祠）

る
商
品
を
納
品
し
て
い
た 。

表
6
に
は
万
屋
の
請
取
状
の
全
内
容
を
示
し
た 。

こ
れ
に
よ
れ
ば 、

③
b
台

記
具 、

④
a
衣
装
方
で
畳・
木
綿・
箸・
石
鹸
な
ど 、

さ
ら
に
④
b
居
間
方
で 、

草
履 、

柄
杓 、

箱
火
鉢
・

火
箸
•

あ
ん
ど
ん
・

油
差
し
・

灯
心
押
さ
え
と
い
っ

た
暖
房
具・
照
明
具 、

蚊
屋 、

④
c
次
台
子
方
で
荒
布・
布
巾
用
の
木
綿・
蕃・

竹
柄
杓
・

土
瓶
・

茶 、

田
台
所
方
で
は
雑
巾 、

米
・

大
豆
と
い
っ
た
食
材
な
ど

を
納
め
て
い
る 。

万
屋
の
扱
っ
た
商
品
の
大
半
は
高
級
品
で
は
な
く 、

日
常
の

生
活
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た 。

こ
う
し
た
活
動
か
ら
考
え
て 、

万
屋
は 、

人
宿
・

飛
脚
の
ほ
か 、

武
家
屋
敷
の
注
文
に
応
じ
て
多
様
な
生
活
必
需
品
を
集

め
て
納
品
す
る
と
い
っ
た 、

武
家
へ
の
出
入
を
経
営
の
主
体
と
し
て
い
た
と
考

最
後
に
職
人
な
ど
が
扱
っ
た
商
品
に
つ
い
て 、
住
居
と
所
持
株 、
取
扱
商
品 、

金
額
を
ま
と
め
た
表
7
に
し
た
が
っ
て
み
て
い
き
た
い 。

a
衣
類
(

52

S

55

)

こ
こ
で
は 、

衣
装
方
に
か
か
わ
っ
た
衣
類
関
係
の
者

を一

括
し
た 。
松
岡
重
三
郎
(

52

)

は 、
元
服
の
際
の
儀
礼
に
か
か
わ
っ
て
衣
冠・

束
帯
・

狩
衣
な
ど
を
仕
立
て
た 。
一
方 、

さ
ぬ
き
や
(

53

)

は
通
常
の
衣
服
の

子
方
で 、

茶
碗
・

茶
越
と
い
っ
た
茶
道
具 、

③
c
次
方
で
千
枚
通
し
な
ど
の
筆
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明治初年の 旧大名家 の消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

表 7 尚 丸上京時の 関係職人 一 覧

類型 番号 名前 居所 ・ 所持株 商品 総額 （銀／金） 出典 （点数）

52 松岡稽古所 （重 御冠 l 、 御袷 L 御差袴 L 御立鳥帽子 l 、 9893 . 9/0 ④ a 衣裳 ( 1 )
三郎） 御狩衣 1 、 御直垂 1 、 御帳紙 1 、 御夏扇 2 、

御沓 1 、 御免下駄 1 、 御当帯 1

a 53 ＊ さ ぬ き や勝三 衣類の仕立直 し （袴、 羽二重 ほ か） 、 足袋 961 . 5/0 ④ a 衣裳 ( 5 )
郎

54 若松屋音右衛門 ＋ 芝三島町店借 染物 （羽織 ・ 帷子、 御紋名落） 1 42/0 ④ a 衣裳 ( 2 )

55 せ ん た く や 御陸尺看板 （衣類） 9 着洗濯賃 45/0 ④ a 衣裳 ( 1 )

56 ＊桶屋権兵衛 水樽 4 、 洗桶 1 （新規、 み が き 、 ふた 新規） 、 156 . 1/0 . 燭台子 ( 2 ) 、
あ ら い桶、 肴 あ ら い桶、 米 あ ら い桶 0 . 1  lII台所 ( 2 )

57 桶屋太兵衛 白 木酒樽 1 16 . 53/0 ①進物 ( 1 )

58 か ざ り や大吉 「御茶弁当」修復 （銀鉄物新規、 磨 き 直 し ） 23 5/0 ③ b 台子 ( 1 )

59 大黒屋善兵衛 急須 「や き つ き 代」 （焼継） 0/0 0 . 1 ③ b 台子 （ 1 )

60 塗師福松 平 ほ か塗 り 直 し 58 5/0 III台所 ( 1 )

6 1  ●阿部平左衛門 刀 ・ 太刀の研直 し 、 鞘 ・ 柄の細工 ほ か 9 0 0 5  6 /  ②手許 （ 5 )
59 2 0 

b 
62 ＊檜物屋太兵衛 青紙 1 枚 105 2/0 ①進物 （ 1 )

63 檜物屋孫兵衛 肴折敷 20/0 ①進物 ( 1 )

64 籠屋要助 葛籠 8 136/0 ④ a 衣裳 （ 1 )

65 金魚屋源蔵 金魚、 同入物 0/0 0 3 ②手許 ( 2 )

66 上 （植） 木屋幸 植木鉢 3 、 せ ち （節 ？ ） き く 鉢 1 * 800 ②手許 ( 2 )
八

67 ●大工藤次郎 机 （ け や き 、 長 3 尺 ・ 幅 1 尺 2 寸 材木大 164 5/0 ②手許 ( 2 )
工手間鉄物共） 、 箱

68 壺屋忠三郎 ＊ 西久保 御菓子製所 菓子 粕 て い ら 、 蒸菓子、 干菓子 4557 5/0 ①進物 ( 3 ) 、 III
台所 ( 4 )

69 松葉屋藤兵衛 菜子 7 品 27 5/0 III台 所 ( 1 )

C 
70 ＊ 三河屋政治 麻布龍士材木町 菓子 （干菓子） 0/0 . 2 . 0  III 台 所 ( 1 )

71 三州屋善蔵 （ 力 ） 菓子 （干菓子） 0/1  0. 0 [[]台所 ( 1 )

72 松葉屋松吉 豆腐 （ や き ） * 2000 Ill台所 ( 1 )

73 松葉屋銀次郎 豆腐 （や き 、 生） * 9084 III台所 ( 5 )

74 会友 （ ナ ン キ ン 芝三島町中横町 料理 シ ャ ン パ ン 1 本 0/3 0 2 III台所 ( 1 )
御料理）

75 更科 （ ＊ 布屋太 ＊ 麻 布 長 坂 高 稲 荷 前 蕎麦 0/0 1 0 II［台所 ( 1 )
d 兵衛） 御前 信州蕎麦所

76 吉田屋幸八 「麻布 よ し だや」 （ 「献 料理 煮肴、 刺身、 ぶた鍋 ほ か 4557 5 0  III台所 ( 3 )
立競」 ） /0 

77 大和 田妻吉 麻布芋洗坂 蒲焼、 ど じ ょ う 鍋 0/1 0 3 III台所 ( 3 )

不 78 森田屋勝三郎 麹町八丁 目 「東京 え ズ」 ？ 0/0 . 0  1 ②手許 （ 1 )

註 請取状の詳細 は 、 付表 2 を 参照。 凡例 は 、 表 5 を 参照。 な お 、 番号 は表 5 か ら の通 し 番号であ る 。
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b
道
具
(
56
S

67)

仕
立
を
行
っ
て
い
た 。
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に、

藩
は
衣
類
関
係
の

商
人

か

ら
反
物
を
購
入
し 、
別
途

職
人

を
雇
用
し
て
加
工
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

例
え
ば 、

松
岡
は
藩
が
岩
城
升
屋
か
ら
購
入
し
た
紅
ち
り
め
ん
六
尺
か
ら
「
御

衣
冠」
「
御
当
帯」
を
仕
立
て
て
お
り、
さ
ぬ
き
屋
は
同
じ
く

升
屋
よ
り
購
入
し

た
黒
八
丈一
丈
九
尺
を
羽
織一
枚
に
仕
立
て
て
い
る 。
こ
の
ほ
か 、

染
め
直
し

や
紋
の
付
直
し
を
行
う
染
物
屋
若
松
屋 、

陸
尺
の
衣
類
（
看
板）
の
洗
濯
を
行

う
者
な
ど 、

衣
類
の
維
持
や
修
理
に
か
か
わ
る

職
人

の
存
在
が
確
認
で
き
る 。

な
お 、

松
岡
は 、

久
留
米
藩
有
馬
家
の
家
中
で
あ
る
が 、

衣
紋
を
家

職
と
す

る
公
家
高
倉
家
の
門
弟
で 、

幕
末
に
は
江
戸
の
衣
紋
会
の
会
頭
で
あ
っ
応 。
会

頭
と
は 、

高
倉
家
よ
り
許
可
を
得
て
衣
紋
を
伝
授
す
る
者
で
あ
る 。
重
三
郎
の

先
代
は 、

天
明
三
年
（一
七
八
三）

に
蓮
池
藩 、

寛
政
七
年
(-
七
九
五）
の

孝
恭
院
の一
七
回
忌
の
際
に
本
藩
佐
賀
藩
の
家
中
の
衣
紋
師
と
な
っ
て
い
る
こ

(

48
)

 

と
か
ら 、

松
岡
は
蓮
池
藩
と
出
入
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

高
倉
家
の

門
弟
は 、

衣
紋
師
と
し
て
武
家
に
貸
装
束
を
貸
し
た
り、

着
用
を
手
伝
う
こ
と

も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が 、

本
事
例
で
み
る
よ
う
に、

装
束
の
仕

立
に
も
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る 。

ま
た 、
さ
ぬ
き
や
は 、

蓮
池
鍋
島
家
の
葬
式
で
「
御
出
入
町

人」
と
し
て
蒸

菓
子
を
献
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら 、

恒
常
的
な
出
入
り
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え

(

49
)

 

ら
れ
る 。

桶、

急
須 、

塗
物 、

刀、
釜、

檜
物 、
つ
づ
ら 、

机

な
ど
を
扱
っ
た

職
人
を
道
具
関
係
と
し
て
ま
と
め
た 。
納
品
先
は
多
様
で 、

請

取
状
は
各
冊
に
わ
た
っ
て
い
る 。

刀
は 、

阿
部
平
左
衛
門
(

61

)

が 、

鞘
塗
り
や
鞘
金
具
な
ど
鞘
の

作
成 、

刀

· .  
• . • •. . . •r 、 · · ,.、K . .

マ 1” 9 .

回
豆

雷
テ
製

弐いパ

計
ぶ
美

の
刃
研
ぎ 、

鍔
・

柄
・

鞘
．

刀
装
具
の
制

作·
修
復
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
作
業

に
つ
い
て一
括
し
て
代
金
を
請
求
し
て
い
る 。
通
常 、

図 5 明 治 の銅版画 に み る 壺屋 忠 三 郎 の 店 舗 （ 明 治 18年刊 『東京盛閣図録』 『明治期

銅版画 東京博覧図j 湘南堂書店、 1987年 よ り 転載）

刀
の
製

作
は 、

各
部
位

ご
と
に
鞘
師・
組
紐
師・
鐸
師・
柄
巻
師・
刀
師
な
ど
の

職
人

が
行
う 。
し
た

が
っ
て 、

阿
部
自
身
は
注
文
主
と
各

職
人

を
仲
介
す
る
機
能
も
果
た
し
て
い
た
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明治初年の 旧大名家の消費と江戸の商人 ・ 職人

本
稿
で
は 、

こ
れ
ら
の
職
人
が 、

新
品
の
み
な
ら
ず 、

桶
の
磨
き
や
蓋
の
新

調 、

弁
当
箱
の
磨
き
直
し 、

急
須
の「
焼
継」 、

行
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い 。

藩
は
道
具
の
維
持
の
た
め 、

職
人
と
継
続

的
に
関
係
を
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る 。

な
お 、

以
上
の
職
人
の
う
ち 、

阿
部・
大
工
藤
次
郎
(

67

)

は 、
「
進
物
方」
で
藩
へ
の
献
上
物
が
確
認
で
き
（
表

3
1

28) 、

ま
た
桶
屋
権
兵
衛
(

56

)

・
檜
物
屋
太
兵
衛
(

62

)

は
蓮
池
藩
鍋
島

(

51
)
 

家
の
葬
式
で
の
納
品
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら 、

恒
常
的
な
関
係
が
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る 。

c
食
品
関
係
(
68
S

73)
.
d

料
理
屋
(

74

ー
77

)

菓
子
屋
(
68
ー

71

)

・
豆
腐
屋
(
72.
73)

に
は
納
入
先
は
台
所
方
で
あ
っ
た 。

前
稿
で
分
析
し
た
よ
う
に 、

菓
子
の
納
品

は
西
久
保
の
壺
屋
(
68

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る 。

刀
の
研
ぎ
直
し
な
ど 、

修
理
を

食
品
関
係
と
し
た
者
は

で
あ
り 、

料
理
屋
と
と
も
に
基
本
的

図
5

)

が
ほ
ぼ
独
占
的
に
行
っ
て
お
り 、

ま
た
料
理

屋
は
宴
会
や
夜
の
追
加
料
理
で
出
前
を
行
っ
た 。

ま
た 、

三
河
屋
政
治
(

70

)

(

52
)
 

は
鍋
島
家
の
葬
式
で
の
納
品
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら 、

恒
常
的
な
関
係
が

武
士
層
の
消
費
は 、

江
戸
の
多
く
の
商
人
・

職
人
の
生
計
の
途
を
与
え
た 。

日
常
の
消
費
は
も
ち
ろ
ん 、

非
日
常
の
贈
答
行
為
も
献
残
屋
と
い
っ
た
商
売
を

誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る 。

本
章
で
は 、

明
治
三
年
の
尚
丸
上
京
に
伴
う
消
費
と

関
係
商
人
・

職
人
を
検
討
し 、

以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た 。

藩
主
層
の
消
費
は 、

基
本
的
に
近
辺
の
町
で
賄
わ
れ
て
い
た 。

し
か
し 、

近

6

卜
舌

I
+f

 

(

50
)
 

と
考
え
ら
れ
る 。

明
治
四
・

五
年
の
邸
宅
の
作
事
と
商
人
・

職
人

一
方 、

職
人
は
新
規
の
製
品
の
作
成
の
み
な
ら
ず 、

修
理
も
行
っ
て
い
た 。

う
に
日
常
的
な
も
の
を
一
括
し
て
納
入
す
る
場
合
が
あ
っ
た 。

接
し
た
町
で
は
な
く 、

や
や
離
れ
た
芝
あ
る
い
は
麹
町
に
購
入
先
が
集
中
し
て

関
係
し
た
商
人
は
多
数
で
あ
る
が 、

筆
記
具
は
「
紙
屋」 、

酒
は
「
万
屋」 、

魚
屋
は
「
堺
屋」

と 、

大
ま
か
に
は
―
つ
の
商
品
に
つ
い
て
一
人
の
商
人
が
対

応
し
て
い
た 。

こ
れ
ら
の
商
人
は 、

奢
修
品
を
扱
う
一

部
の
者
以
外
は
問
屋
株

を
所
持
し
て
お
ら
ず 、

仲
買
・

小
売
ク
ラ
ス
の
者
た
ち
で
あ
っ
た 。

彼
ら
の
納

品
の
形
態
に
は 、

紙
屋
な
ど
関
連
商
品
を
あ
る
程
度
セ
ッ
ト
で
納
め
る
ほ
か 、

魚
屋
や
八
百
屋
の
よ
う
に
多
様
な
商
品
を
扱
う
場
合 、

彼
ら
は 、

衣
装
方
の
よ
う
に
商
人
と
別
個
に
藩
邸
と
契
約
を
結
ぶ
場
合
と 、

馬

道
具
の
よ
う
に
商
人
を
介
し
て
下
請
す
る
場
合
が
あ
っ
た 。

作
事
と
商
人
・

職
人
の
分
布
の
概
要

さ
ら
に
「
万
屋」

の
よ

本
章
で
は 、

明
治
四
年
九
月
よ
り
翌
五
年
二
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
邸
宅

の
作
事
に
つ
い
て 、

関
係
商
人・
職
人
の
関
係
を
検
討
す
る 。

前
章
と
同
じ
く 、

対
象
と
な
る
屋
敷
は 、

当
主
家
族
が
住
む
私
邸
と
な
っ
た
麻
布
邸
で
あ
る 。

こ

の
作
事
は 、

明
治
四
年
九
月
の
当
主
家
族
の
東
京
移
住
に
伴
う
も
の
と
推
定
さ

れ
る 。

以
下 、

素
材
と
す
る
の
は 、

商
人
・

職
人
か
ら
作
事
方
宛
て
に
出
さ
れ

(

53
)
 

た
代
金
請
取
状
を
綴
っ
た
「
御
作
事
整
帳」
で
あ
る 。
こ
の
帳
簿
は 、
「
御
作
事

方」

の
辻
田
孫
助
が
前
章
の
帳
簿
と
同
様 、

宮
部
俊
平
・

斉
藤
禎
蔵
・

江
島
佐

い
た
の
で
あ
る 。
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岩淵 令治

表 8 明 治 4 年 9 月 ～ 5 年 3 月 作事 の 内 容

御殿関係

・ 龍土御邸御役向 瓦修理 （瓦師）
・ 上屋敷御殿壁一部塗直 し （左官）

9 I · 奥向 畳 · 左官 「臨時分」
月 ・ 居間床之間 ・ 表居間 ・ ニ階間 ・
分 御次居 ・ 大溜廊下 ・ 御雪隠間 ·

奥座敷二階御居廻 り 障子 ・ 雨戸
ほ か建具修理 （建具屋）

・ 御殿御居間 建足分の 瓦葺 （瓦
師）

1 1  ・ 玄関 ・ 台所 瓦葺 （瓦師）
月 ・ 御殿土台居付 （石屋）
分

・ 台所 壁塗 （左官） • 土居葺 （屋
根屋） 、 「請負」 ・ 中棚 ・ 押入 （大
工）

・ 座敷 壁塗 （左官）
・ 居間 2 箇所 建具修理 （建具屋）
・ 「新御殿」 畳 （畳屋）

甘 言．ヽ □言具修理 （建具

分 ・ 御住居、 廊下、 縁側、 床 の 間違
棚 ・ 袋戸棚 ・ 神棚 ほ か請負 （大
工）

・ 御殿 屋根土居葺 （屋根屋）
・ 玄関 移動 （位牌所跡へ 鳶 ）

前壁塗 （左官）
・ 屋根土居葺 （屋根屋） ・ 請負 （大

工）

・ 御殿 切取之所屋根取繕 （大工）
廊下杉戸繕 い （大工）

1 ・ 御台所 表塗 り 下地取付 ・ 棚板 ·
月 樋 • 井戸流 し 繕 い 、 せ っ ち ん （大
分 工）

• 新御殿 屋根板庇 （大工）
・ 使者間 雪隠 （大工）

・ 片付 （鳶） 御殿取崩跡切取、
屋根瓦取繕居廻 り 塀 ・ 稲荷社 ほ
か （瓦師）

・ 「御殿御新宅」 湯殿 （大工）責 ． （新 ？ ） 御殿 屋根切壁塗 ・ 御
分 雪 隠壁新規塗 （左官） 、 屋根土居

葺 （屋根屋）
・ 御台所 渡 り 壁塗、 大鼈 ・ 三 ツ

鼈築立 ・ 中塗 ・ 黒漆で上塗 （左
官）

3 I ・ 台所 取繕 （大工）

長屋関係

・ 龍土御邸長屋 瓦修
理 （瓦師）

・ 畳 ( 1 番小屋 畳屋）
・ 建具修理 ( 2 • 4 • 

5 番小屋 「御小屋」
建具屋）

そ の 他

・ 休息所 瓦修理 （瓦師）
・ 「御定用大工」 85 + 52人
・ 「御定用 鳶人足」 79 + 57人
・ 植木、 竹垣設置、 「掃除方」 21人

（植木屋）
・ 板平 （塀 ？ ） 、 門上木 ほ か 渋塗

（渋屋）

・ 八天宮塀 瓦卸 · 瓦葺 （瓦師）
・ 馬見所 ・ 仏 間 瓦卸 （瓦師）
・ 御宮家前御門近之敷石居付 （石

屋）
・ 玄関前御門 15 御通用御門迄敷石

居付 （石屋）
・ 植木 杉植付 （植木屋）

・
［喜口｀｀彎雪巴 1

• 胃頁 子 庭内 よ り 移動 （ 鳶 大

• 1 番 小 屋 屋 根 取
繕、 前通板塀 （ 「古物
二 而取付」 ） 、 押入杉
戸繕 い

• 12番小屋雨戸 ・ 障子
建付直 し （大工）

・ 位牌所 片付 （鳶、 大工）

• 土蔵前庇 （ 「古物二 而取付」 ） （大
工）

・ 玄関前通 板塀取繕 （大工）
・ 八天宮脇塀 ・ 屋根取繕 （大工）

• 1 番小屋 鼈中塗 ・ ・ 馬場 ・ 蔵前 の塀片付 （鳶）
外壁塗 ・ 下雪隠壁新 ・ 御殿取崩跡切取、 屋根瓦取繕居
規 （左官） 廻 り 塀 ・ 稲荷社 ほ か （瓦師）

• 土塀修理 （大工）

• 1 番 小 屋 建 付 直 ・ 辻板塀取繕 （大工）
し ・ 棚 （大工） ・ 表門 ほ か 建付直 し （大工）

註 「御作事整脹J よ り 作成。 （ ） は 担当 し た 職人、 月 は請取状 の差 出 の 月 を 示 す 。
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明治初年の 旧大名家 の消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

表 9 作事関係商人 ・ 職人

番号 商人 ・ 職人 居所 ・ 所持株 総額 （銀） 金換算 銭換算
1 志 な の や 久兵衛 （ ほ う き 、 戸 ほ か） 0 . 0 . 1  444 
2 近江屋治兵衛 （材木） 芝新門 即二丁 目 ＊ 材木仲買、 炭薪仲買 38 . 1 .  0 4 10  
3 万屋作兵衛 （畳表 ・ 縁） 西久保四辻 （ ＋ 飯倉町 2 丁 目 地借 住吉 1 776 . 50 29 . 1 .  3 1749 

組荒物問屋）
4 山 田 屋平七 （釘） 西久保神谷町 ＊ 鍋釜問屋 363 00 5 . 2 . 0  836 
5 鹿嶋や定吉 （釘） 麻布六本木 173 . 00 2 . 3 . 1  588 
6 大和屋繁治郎 （釘） 飯倉町一丁 目 53 . 00 0 3 . 2  24 
7 ＊万屋庄兵衛 0 . 2 . 0  
8 家根屋弥左衛門 499 1 . 40 83 . 2 . 3  500 
9 ●瓦師岩松 1500 . 50 64 . 2 . 0  720 

10  建具屋亀次郎 1362 . 00 24 . 2  2 
1 1  建具屋友左衛門 126 . 00 2 . 0  1 
1 2  松清勘右衛門 2404 . 00 59 . 0  3 400 
13 ●左官長左衛門 1072 . 50 88 . 2 . 1  500 
14 渋屋卯之助 麻布龍土町、 質屋 2 . 3 . 2  232 
1 5  畳屋九兵衛 1251 . 75 20 2 . 1  1032 
16 石屋長吉 麻布鳥居坂 501 00 8 1 . 1  373 
17 ●大工藤次郎 2015 . 50 386 . 1 .  3 80 
18  ＊ 鳶甚五郎 麻布か （ ※ 町火消五番組之組頭取） 79 . 00 78 1 . 0  164 
1 9  車屋□吉 3 . 0 . 3  312  
20  ＊植木屋清吉 1285 . 00 2 1  1 . 2  372 

現存分合計 922 . 1 .  2 8736 
1
2
3
4

 

註

(

54
)

 
平
の
監
査
を
う
け
る
た
め
に
代
金
請
取
状
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り 、
各
請
取
状

tco
に
は
斉
藤
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る 。
現
在 、
冒
頭
の
請
取
状
が
脱
落
し
て
い
る

げ
が 、
総
額
九
五――一
両
二
分
の
う
ち
九
六
％
分
に
あ
た
る 、
六
九
通
の
代
金
請
取

当担
状
が
残
っ
て
い
る 。

を混

な
お 、
こ
の
時
の
作
事
に
つ
い
て
は 、
関
連
史
料
が
現
存
し
て
い
な
い 。
そ

の疇
こ
で 、
請
取
状
に
記
さ
れ
た
各
職
人
の
作
業
内
容
か
ら 、
各
月
の
作
事
を
復
元

布麻
し
た
の
が
表
8
で
あ
る 。
こ
れ
に
よ
れ
ば 、
作
事
は
主
に
御
殿
向
と
長
屋
を
中

は同
心
に
行
わ
れ 、
御
殿
に
つ
い
て
は 、
御
殿
の一
部
切
り
取
り
と
「
新
御
殿」
の

組以
造
営 、
居
間
の
内
装（
壁
塗
り 、
ふ
す
ま・
障
子
替
え
ほ
か） 、
台
所
の
改
装（
電

頁
の
設
置
ほ
か）
が
行
わ
れ
て
い
る 。
ま
た 、
長
屋
に
つ
い
て
は 、
特
に
「一
番

3
 
。

ふ

、
小
屋」
が
移
動
の
上 、
壁
塗
り
ほ
か
の
内
装 、
屋
根
葺
き
が
行
わ
れ
た 。
さ
ら

ぁ

旬

丘
゜
國
に 、
こ
れ
ら
の
工
事
に
伴
っ
て 、
玄
関
近
辺
の
敷
石
の
敷
設
や 、
建
物
の
移
動

職

照
、

が
参
版
が
行
わ
れ 、
ま
た
塀
の
修
復・
渋
塗
り 、
植
樹
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る 。

20
を
出

~

5
堂

8

表
京

表
9
に
は 、
こ
の
時
の
作
事
に
関
わ
っ
た
商
人・
職
人
を
示
し
た 。
計
二
〇

、
。
‘

ぽ
雪
即
巻
人
の
う
ち 、
居
住
地
が
判
明
す
る
の
は
四
割
の
八
人
に
す
ぎ
な
い
が 、
彼
ら
は 、

カ
を
凡
5

7
品
。
第
い
ず
れ
も
芝・
麻
布・
西
久
保
な
ど
近
辺
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る 。

～
扱
照
J

］
取
参
成

。
は
を
集
商
人
は
七
人
(
1
S
7)
で 、
材
木
（
丸
太 、
角
材 、
板 、
皮 、
小
割 、
貫） 、

成
）
2

鑑

(

56
)

碍
4
鰭
畳
表・
縁 、
釘・
戸
壷
な
ど
原
材
料 、
商
品
を
納
入
し
て
い
る 。
一
方 、
残
る

よ
の
、
江

J
項
は
r

一
三
人
は 、
居
職
人
な
い
し
実
際
に
現
場
で
労
働
に
あ
た
る
出
職
人・
鳶
で
あ

鰐
霜

事
職
の
藤

る

作
・

状
加

御
人
取
は

！
商
請
※

職
人
の
労
働
内
容

次
に
職
人
の
労
働
の
内
容
を
み
て
い
き
た
い 。
請
取
状
の
詳
細
は 、
付
表
2

2
 

(

8

ー
20

) 。
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経
師
屋
(

12

襖
・

障
子
・

屏
風
•

あ
ん
ど
ん
・

ぼ
ん
ぼ
り
に
つ
い
て

二
人
が
出
入
り
し 、

神
棚
や
雪
隠
な
ど
の
障
子 、

御

大
工
(

17

)

 

前
章
で
み
た
尚
丸
在
京
中
に
机
を
作
成
し
た
者
と
同一
人
物

石
屋
(

16

)

屋
根
屋
（
表
9
1
8
．

付
表
2
|
8)

い
て 、

板
葺
（「
土
居
葺」）

を
担
当
し 、
一
坪
あ
た
り
三
六
匁
で
代
金
を
請
求

し
て
い
る 。

材
料
の
代
金
に
屋
根
釘
・

板
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら 、

鹿
島
屋

(

5

)

・
近
江
屋
(

2

)

よ
り
藩
が
購
入
し
た
も
の
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る 。

瓦
葺
き 、

瓦
卸
し 、

土
運
び
を
行
っ
た 。

作
業
は 、

瓦
師

瓦
師
（
同
9

)

の
ほ
か 、

手
伝
が
担
当
し
て
い
る 。

瓦
師
は 、

自
ら
瓦、

瓦
釘 、

銅
と
い
っ
た

瓦 材
料
を
持
込
み 、

そ
の
代
金
も
請
求
し
て
い
た 。
ま
た 、

材
料
の
中
に
は 、
「
古

千
枚」

が
み
ら
れ
る 。

こ
れ
は 、

代
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て 、

瓦
師
が
他
所
よ
り
運
び
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う 。
な
お 、

瓦
師
岩
松
は 、

蓮
池
藩
に
献
上
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

あ
る
程
度
恒
常
的
な
関
係
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る

建
具
屋
(

10

.

11

)

腰
障
子 、

雨
戸 、

戸
と
い
っ
た
建
具
を
新
規
に
作
成
し 、

納
め
て
い
る 。

新
規
作
成 、

切
張 、

張
り
替
え 、

縁
の
打
ち
直
し
を
行
っ
た 。

左
は
作
業
の
例

で
あ
る
（
付
表
2
ー

認
松
清
の
請
取
状
41

)。

居
間
ニ
ケ
所
・

御
次
御
雪
隈
御
襖
骨
方
一
式
新
規
張 、

御
障
子
同
断

一

御
襖
骨
繕
ひ
直
し 、

下
張
・

骨
張
り 、

細
川
紙
簑
張
・

半
紙
え
ん
張

簑
ゲ
張 、

細
川
紙
簑
張
・

半
紙
上
張 、

金
屏
風
御
絵
張 、

御
絵
繕
ひ
直

し 、

太
平
紙
上
張 、

縁
チ
打
引
手
入
御
出
来

こ
の
作
業
で
は 、

居
間
の
う
ち
ニ
ケ
所 、

次
の
間 、

お
よ
び
雪
隠
の
襖・
屏
風・

障
子
に
つ
い
て
下
張
か
ら
張
替
え
が
行
わ
れ
た 。

ち
な
み
に 、

簑
張
り
と
は 、

下
張
り
で
紙
の
上
部
と
中
部
と
に
糊
を
つ
け 、

下
部
に
は
つ
け
な
い
で
簑
の
よ

う
に
張
っ
て
い
く
張
り
方
で
あ
る 。
こ
の
際
の
請
求
で
は 、

縁
や
引
き
手 、

釘 、

釘
隈
し 、

紙
（
上
張
用
の
紙
ほ
か）

と
い
っ
た
材
料
費 、

の
り
代 、

紙
継
手
間

代
三
八
人
分
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。

釘
に
つ
い
て
は 、

商
人
よ
り
藩
が
購
入
し

て
い
る
が 、

こ
の
場
合 、

材
料
は
全
て
自
ら
で
持
ち
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、

他
の
作
業
で
は 、

下
張
用
の
紙
代
と
し
て
反
故
紙
五
0
0
0
枚
も
あ
げ

座
敷・
台
所・
玄
関
の
壁
の
新
規
作
成・
塗
り
直
し
の
ほ
か 、

台
所
の
鼈
も
作
っ
た 。

作
業
に
は 、

左
官 、

土
こ
ね 、

手
伝
い
が
あ
た
り 、

荒

(

57
)
 

木
田
土 、

海
土
砂 、

中
塗
り

蔀 、

白
漆
喰 、

灰
墨
を
材
料
と
し
て
持
ち
込
ん
で

い
る 。
瓦
師
と
同
様 、
恒
常
的
な
出
入
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（
表
3
|

渋
屋
(

14

)

作
業
の
詳
細
や
工
程
は
不
明
で
あ
る
が 、

門
の
上
木
や
板
塀

の
渋
塗
り
を
行
っ
て
い
る 。

畳
職
人
(

15

)

切
り
揃
え
る
作
業
（
畳
の
「
切
合
直
し」）
を
行
っ
た 。

作
業
に
従
事
し
た
の
は

畳
刺
で
あ
る 。

請
取
状
に
は 、

手
間
・

飯
米
代
の
ほ
か 、

材
料
で
は
糸
・

紙
・

油
・
と
ち
板
・

俵
藁
代
の
み
が
あ
る
こ
と
か
ら 、

畳
表
・

縁
は
藩
側
が
商
人
万

か
ら
購
入
し
た
も
の
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

屋
(

3

)

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る 。

ま
た
石
の
運
搬
の
手
伝
い
は
独
自
に
出

す
場
合
と 、

鳶
が
出
す
場
合
の
両
様
が
あ
っ
た 。

（
表
3
|

28) 。

28 

左
官
(

13

)

ら
れ
て
い
る 。

に
示
し
た
通
り
で
あ
る 。

玄
関
・

台
所
・

雪
隠
の
屋
根
に
つ

「
定
用」

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら 、

恒
常
的
な
出
入

床
を
作
っ
た
上
で 、

畳
表
・

縁
の
形
を
部
屋
に
合
わ
せ
て
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御
役
人
衆
中
様

右
で
は 、

台
所
の
棚
と
押
入
の
作
成 、

障
子
の
腰
板
は
り 、

湯
殿
の
壁
の
腰
ヘ

の
羽
目
板
は
り 、

塀
の
修
復
を
行
い 、

大
工
の
手
間
賃
の
ほ
か 、

材
木
代
を
受

け
取
っ
て
い
る 。

他
の
請
取
状
で
も
釘
・

材
木
な
ど
材
料
代
が
み
ら
れ
る
こ
と

61 

申
二
月

右
之
通
り
御
請
負
代
金
悔
請
取
申
候 、

以
上

三
ロ
ゲ
金
拾
弐
両
壱
分
也

右
木
品
・

大
工
手
間
・

釘
共一
式

大
工
藤
次
郎
⑲

間
・

釘
共
一
式

工
手
間
・

釘
共一
式

覚

次
に
示
し
た
の
は
代
金
請
取
状
の
一

例
で
あ
る
（
付
表
2

|

17

大
工
の
請
取
状

で
あ
る 。
「
定
用」

が
あ
り 、

瓦
師
と
同
様
に
献
上
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

藩
邸
と
は
恒
常
的
な
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
表
3

|

28
)。
塀 、
雪
隠 、

縁
側 、

湯
殿 、

棚（
神
棚
ほ
か） 、

押
入 、

屋
根
の
修
理
や
新
規
作
成
を
行
っ
た 。

御
台
所
三
尺
六
尺
之
中
棚
付 、

押
入
建
出
シ
壱
ケ
所 、

右
木
品
・

大

（
マ
マ
）

同
所
上
リ
ロ
障
子
四
枚 、

高
サ
三

尺
程
腰
板
張 、

右
木
品・
大
工
手

御
殿
御
新
宅
御
湯
殿
壱
ケ
所 、

家
根
板
六
分
板
二
而
三
方
共
腰
羽
目

三
尺
通
り 、

床
下
晒
竹
二
而
打
立 、

井
土
塀．
控
柱
損
シ
之
所
二
付
立 、

植
木
屋
(

20

え 、

職
人
に
含
め
た 。

車
屋
(

19

)

か
ら 、

藩
の
商
人
か
ら
の
購
入
と
は
別
に 、

自
身
で
も
材
料
を
持
ち
込
ん
だ
と

考
え
ら
れ
る 。

こ
の
中
に
は 、

板
塀
の
修
復
用
の
「
古
物」

も
含
ま
れ
て
い
た

（
請
取
状
68

)。

な
お 、

藤
次
郎
は 、
「
定
用」

で 、

九
月
三
日
か
ら
一
八
日
の

一
六
日
間
で
の
べ
八
五
人 、

同
月――
二
日
よ
り
晦
日
ま
で
に
五
二
人
を
動
員
し

て
い
る
こ
と
か
ら 、

弟
子
を
持
つ
頭
ク
ラ
ス
の
者
と
考
え
ら
れ
る 。

大
工
と
同
様 、
「
定
用」
が
あ
っ
た 。

左
に
あ
げ
た
の
は 、

作
業

の
一

例
で
あ
る

御
台
所
水
箆
拾
九
軒
半
堀
埋
井
雪
隠
壱
ケ
所 、

馬
場
之
瓦
塀
四
拾
五

（
間）

軒
取
片
付
井
拾
軒
取
片
付 、

馬
場
蔵
前
之
塀
取
建 、
在
来
之
塀
取
片
付 、

御
殿
取
片
付
諸
取
つ
く
ろ
ひ
井
大
工
手
伝
中
坪
土
片
付
井
表
長
屋
壱
番

小
屋
御
玄
関
諸
取
っ
く
ろ
ひ 、

手
伝
・

鳶一
式
御
請
負
候

右
で
は 、

台
所
の
寛
の
掃
除
や
瓦
塀
の
取
り

壊
し 、

所
々
の
片
付
け 、

大
工
の

手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
る 。
「
取
つ
く
ろ
ひ」
の
内
容
は
不
明
だ
が 、

こ
の
よ

う
に
鳶
の
担
当
す
る
作
業
は 、

基
本
的
に
は
解
体 、

移
動 、

掃
除 、

大
工
•

石

持
の
手
伝
い
な
ど
の
単
純
労
働
で
あ
っ
た 。

な
お 、

鳶
甚
五
郎
は 、

藩
邸
に
近

接
し
た
町
を
持
場
と
し
た
町
火
消
え
組
の
頭
取
で
あ
る 。
明
治
五
年
三
月
に
「
表

通
り
草
取
御
定
用
鳶
人
足
六
人」

を
出
し 、

ま
た
明
治
六
年
九
月
の
蓮
池
鍋
島

(

58
)
 

家
の
葬
式
で
人
足
を
出
す
な
ど 、

恒
常
的
な
関
係
が
あ
っ
た 。

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が 、

資
材
や
廃
物
の
運
搬
に
用
い
る
車

を
調
達
し
た
者
で
あ
ろ
う 。

本
稿
で
は 、

実
際
に
人
足
も
供
出
し
た
も
の
と
考

杉
の
植
付
の
ほ
か 、

竹
垣
の
修
復
・

掃
除
と
い
っ
た
庭
園

の
維
持
を
担
当
し
た 。

清
吉
は 、

明
治
五
年
三
月
に
も
「
御
に
わ
つ
く
り 、

杉

付
表
2

|

18

鳶
の
請
取
状
60

)。

鳶
(
18
)
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岩淵 令治

本
稿
で
は 、

蓮
池
藩
邸
の
明
治
初
年
の
消
費
の
う
ち
二
つ
の
事
例
を
と
り
あ

お
わ
り
に

本
事
例
で
は 、

商
人
・

職
人
が
藩
に
個
別
に
代
金
請
取
状
を
出
し
て
い
る 。

し
た
が
っ
て 、

藩
邸
の
作
事
の
請
負
に
は 、

入
札
を
経
て
一
人
の
商
人
・

職
人

に一

括
し
て
任
せ
る
場
合
と 、

本
事
例
の
よ
う
に 、

直
接
藩
が
個
別
の
商
人
・

職
人
に
任
せ
る
場
合
の
両
様
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う 。

こ
う
し
た
商
人
・

職
人

の
う
ち 、

居
所
が
判
明
す
る
者
は
い
ず
れ
も
近
辺
地
域
の
者
で
あ
っ
た 。

職
人
に
は
居
職
・

出
職
の
両
様
が
あ
り 、

の
者
と
考
え
ら
れ
る 。

で
あ
る 。

作
事
の
関
係
商
人
・

職
人
の
分
析
か
ら 、

明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
以
下
の
点

植
か
た 、

3

卜
舌

ー
オ

一
部
の
者
に
つ
い
て
は 、

恒
常
的

な
関
係
が
認
め
ら
れ
る 。

鳶
・

大
工
な
ど
は 、

弟
子
を
動
員
で
き
る
頭
ク
ラ
ス

な
お 、

材
料
は
藩一

括
で
商
人
か
ら
購
入
す
る
分
も
あ
る
が 、

む
し
ろ
個
々

の
職
人
が
持
ち
込
み 、

代
金
を
請
求
す
る
方
が
多
か
っ
た 。

ま
た 、

材
料
の
中

に
は 、

藩
邸
内
部
で
の
廃
物
の
利
用
の
ほ
か 、
「
古
瓦」
や
反
故
紙 、

古
板
な
ど

外
か
ら
廃
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
が
あ
っ
た 。

げ 、

藩
邸
と
関
係
し
た
商
人
・

職
人
を
検
討
し
た 。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に 、

本
事
例
は
い
く
つ
か
の
特
殊
な
面
を
も
っ
て
い
る
た
め 、

安
易
な
一
般
化
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

し
か
し 、

少
な
く
と
も
以
下
の
点
が
確
認
で
き
た 。

二
番
小
屋
手
水
場
い
け
花
其
外
道
つ
く
ろ
い」
を
請
け
負
っ
て
い
る 。

第一
は 、

商
人
・

職
人
の
分
布
で
あ
る 。

藩
邸
は
近
辺
の
商
人
・

職
人
に
依

存
し
て
い
た 。

た
だ
し 、

納
戸
方
に
つ
い
て
は 、

隣
接
す
る
町
の
商
人
で
は
な

く 、

む
し
ろ
や
や
離
れ
た
芝
・

麹
町
の
者
が
多
い 。

こ
れ
は 、

納
戸
方
が
当
主

嫡
子
の
消
費
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う 。

換
言
す
れ
ば 、

芝
・

麹
町
地
域
の
よ
う
に 、

場
末
の
町
場
の
中
に 、

藩
主
層
の
消
費
に
対
応
す
る
よ

う
な
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
そ
の
結
果 、
日
本
橋
地
域
の
商
人・

職
人
へ
の
依
存
度
が
低
く
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。
一
方 、

近
接
し

た
町
の
商
人
・

職
人
層
の
多
く
は 、

作
事
方
で
み
た
よ
う
な
職
人 、

あ
る
い
は

藩
主
層
で
は
な
く 、

藩
士
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
て
い
た
商
人
だ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る 。

第
二
に 、

商
人
・

職
人
の
特
徴
で
あ
る 。

商
人
の
中
に
は 、

問
屋
株
の
所
持

が
確
認
で
き
な
い
者
が
多
い 。

こ
れ
は 、

前
稿
で
み
た
台
所
方
の
商
人
の
よ
う

に 、

仲
買
・

小
売
商
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う 。

さ
ら
に
「
万
屋」

の
よ
う

に
一
括
請
負
を
行
っ
て
い
た
者
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た 。

こ
う
し
た
万
屋

的
な
商
人
は 、

江
戸
の
武
家
地
の
は
ざ
ま
に
展
開
す
る
町
々
に
多
数
存
在
し
た

と
考
え
ら
れ
る 。

第
三
は 、

出
入
の
あ
り
方
で
あ
る 。

尚
丸
滞
在
中
の
消
費
で
は 、

多
数
の
商

人
・

職
人
が
関
係
し 、

商
人
・

職
人
が
別
個
に
取
引
関
係
を
結
ん
で
い
る 。

こ

の
商
人
と
職
人
の
関
係
は 、

衣
服
の
よ
う
に
分
業
が
み
ら
れ
る
場
合
と 、

馬
道

具
の
よ
う
に
一
人
の
者
が
請
負
っ
て
下
請
け
に
出
す
場
合
の
両
様
が
あ
っ
た 。

ま
た 、

作
事
に
つ
い
て
は 、
一
括
し
て
特
定
の
商
人・
職
人
が
請
負
う
場
合
と 、

本
事
例
の
よ
う
に
個
別
に
請
負
う
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る 。

な
お 、
藩
邸
跡
の
発
掘
調
査
で
の
出
土
品
と
の
関
係
も
指
摘
し
て
お
き
た
い 。
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い
わ
ば
消
費
の
結
果
で
あ
る
出
土
品
の
流
通
経
路
を
推
定
す
る
場
合 、

多
様
な

ル
ー
ト
か
ら
の
商
品
の
納
入
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

例
え
ば 、

小
刀

は
万
屋 、

紙
切
小
刀
は
紙
屋
が
納
入
し 、

ま
た
墨．
硯
は
紙
屋 、

墨
筆
硯
問
屋 、

万
屋
の
三
者
か
ら
納
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

さ
ら
に 、

こ
れ
に
国
元
・

道

中
の
購
入
品
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る 。

ま
た 、

作
事
の
場
合 、

他
所
よ
り
「
古

物」

が
持
ち
込
ま
れ
る
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

最
後
に 、

今
後
の
課
題
を
あ
げ
て
お
き
た
い 。

第一
は 、

部
局
・

職
種
に
よ
る
関
係
商
人
・

職
人
の
分
布
の
違
い
で
あ
る 。

た
だ
し
蓮
池
藩
で
は 、

麻
布
に
住
む
竹
皮
屋
彦
兵
衛
に
多
額
の
借
財
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら 、

金
融
面
で
も
近
辺
の
商
人
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

(

60
)
 

る 。
第
二
は 、

財
政
規
模
や
格
の
異
な
る
藩 、

旗
本
と
の
比
較
で
あ
る 。

ま
た 、

同一
の
藩
邸
に
お
い
て
も 、

藩
主
お
よ
び
藩
の
公
用
の
消
費
と
藩
士
の
消
費
に

つ
い
て 、

そ
の
内
容
お
よ
び
関
係
商
人
・

職
人
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

な
お 、

江
戸
の
大
店
三
井
で
は 、

奉
公
人
の
消
費
す
る
米
・

炭
薪
・

調
味
料
を

一
括
し
て
購
入
し
て
お
り 、

財
政
が
悪
化
し
て
い
た
大
名
家
の
家
臣
に
つ
い
て

も
同
様
の
ケ
ー

ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る 。

第
三
は 、

商
人
・

職
人
と
の
関
係
形
成
の
経
緯
で
あ
る 。

こ
れ
は 、

職
人
・

商
人
の
テ
リ
ト
リ
ー 、

お
よ
び
そ
の
相
互
保
証
を
行
う
仲
間
の
形
成
過
程
と
不

(

61
)
 

可
分
で
あ
る 。
出
入
の
権
利
は
商
人
間
で
売
買
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら 、

出
入
の
権
利
に
対
し
て
藩
が
実
際
に
ど
こ
ま
で
干
渉
で
き
た
の
か
と
い
う
点
も

追
究
す
べ
き
で
あ
る 。
ま
た 、
屋
敷
が
広
域
に
展
開
し
た
場
合 、
頻
繁
に
変
わ
っ

た
場
合
の
商
人
・

職
人
と
の
関
係
の
継
続
・

消
滅
の
様
相
も
検
討
す
る
必
要
が

も
大
分
賑
や
か
な
よ
う
で
し
た 。

次
に
月
見
月
見
っ
て
月
見
の
こ
と
を
き
か
れ
て
考
え
て
み
れ
ば 、

そ
れ

あ
ろ
う 。
さ
ら
に 、
こ
う
し
た
藩
邸
の
関
係
商
人・
職
人
同
志
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
追
究
す
る
必
要
が
あ
る 。

例
え
ば 、

水
戸
藩
で
は 、

藩
主
夫
人
の
葬
式
の

参
列
方
法
に
つ
い
て
御
春
屋
出
入
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
お
り 、

何
ら
か
の
結
び

つ
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

第
四
は 、

右
の
課
題
と
関
連
す
る
が 、

商
人
・

職
人
と
の
関
係
維
持
の
あ
り

方
で
あ
る 。

伊
藤
好一
は 、

出
入
百
姓
の
場
合 、

藩
と
の
関
係
が
無
償
の
人
馬

提
供
等
の
由
緒
に
基
づ
く

情
緒
的
・

封
建
的
な
関
係
か
ら 、

入
札
に
よ
る
自
由

競
争
に
基
づ
く
関
係
に
移
行
し
て
い
く 、

と
示
唆
し
て
い
る 。

こ
れ
は
重
要
な

論
点
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、

別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に 、

下
肥
を
例
に
と
っ
て

(

63
)
 

も
出
入
関
係
の
形
成
は
必
ず
し
も
自
由
競
争
と
は
な
っ
て
い
な
い 。

市
川
寛
明

は 、

出
入
町
人
が
一
割
引
で
商
品
を
提
供
す
る
か
わ
り
に
扶
持
の
給
付
や
拝
借

金
を
借
り
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら 、
「
藩
邸
出
入
町
人
の
商
い
慣
行
の
特
徴
は 、

利
益
よ
り
も
互
恵
関
係
を
尊
重
す
る
点
に
あ
っ
た」

と
し
て
い
る 。
一
方 、

藩

の
出
入
町
人
へ
の
支
払
い
は
滞
る
こ
と
が
多
く 、

蓮
池
藩
の
場
合
も 、

延
享
四

年
（一
七
四
七）

九
月
に
は 、

四
月
に
藩
が
借
用
し
た
藩
主
の
帰
国
旅
費
千
両

(

65
)
 

の
返
済
を
求
め 、

江
戸
の
「
御
用
聞
町
人」

が
国
元
に
押
し
掛
け
て
い
る 。

関

係
商
人
・

職
人
に
と
っ
て
の
出
入
り
の
メ
リ
ッ
ト
を
含
め 、

検
討
し
て
い
く

必

(

66
)
 

要
が
あ
ろ
う 。

第
五
は 、

武
家
屋
敷
内
の
長
屋
に
居
住
し
た
商
人・
職
人
と
の
関
係
で
あ
る 。

幕
府
の
奥
医
師
桂
川
甫
周
の
娘
で
あ
っ
た
今
泉
み
ね
は 、

幼
時
の
頃
の
月
見
に

つ
い
て 、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る 。
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で
し
た
が
ね

そ
の
人
達
が
め
い
め
い
に
お
だ
ん
ご
や
何
か
い
た
だ
い

て
帰
る
の
で 、
台
所
元
は
大
騒
ぎ
だ
っ
た
ら
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す 。
（
後
略）

み
ね
の
記
憶
に
は 、

に
ぎ
や
か
な
月
見
の
宴
に
欠
か
せ
な
い
住
み
込
み
の
職

(

68
)
 

人
た
ち
が
い
た 。
彼
女
の
目
に
は 、
彼
ら
は
い
わ
ば
家
族
の
一

員
の
よ
う
に
映
っ

た
の
で
あ
る 。

つ
ま
り
ま
あ
大
き
な
一

家
族
の
よ
う
な
も
の

都
市
江
戸
の
社
会
構
造
を
考
え
る
上
で 、

商
人
・

職
人
と
武
家
屋
敷
と
の
関

係
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う 。

[

註
]

(

1

)

『
近
世
風
俗
志』
（
一
）
（
岩
波
書
店 、
一

九
九
六
年） 、
一
八
七
頁。

守
貞
の

出
身
に
つ
い
て
は 、

同
書
の
宇
佐
美
英
機
「
解
説」

に
よ
る 。

(

2

)

岩
田
浩
太
郎
は 、
一
七
世
紀
末
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て 、
江
戸
で
は
武
家
層
の

消
費
に
は
か
か
わ
ら
な
い
生
業
や 、
都
市
内
の
流
通
が
生
ま
れ 、

都
市
経
済
の
構

造
が
転
換
し
た
と
論
じ
て
い
る
（
同
「
都
市
経
済
の
転
換」
『
日
本
の
近
世』
9 、

中
央
公
論
社 、
一

九
九
二
年）

。

こ
れ
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
が 、

武
家
の
消
費

も
近
世
を
通
じ
て
都
市
の
商
人
・

職
人
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と

考
え
た
い 。

(

3

)

南
和
男
『

江
戸
の
社
会
構
造』
（
塙
書
房 、
一

九
六
九
年） 、

吉
田
伸
之
「
近
世

都
市
下
層
社
会
の
存
立
構
造」
（『
歴
史
学
研
究』

五
三
四 、
一

九
八
四
年） 、

松

本
良
太
「
人
宿」
（『
岩
波
講
座
日
本
通
史』
第一
五
巻 、

岩
波
書
店 、
一

九
九
五

年）

ほ
か 。

(

4

)

伊
藤
好一
「
江
戸
と
近
郊
農
村」
（『
江
戸
町
人
の
研
究』
第
三
巻 、

吉
川
弘
文

館 、
一

九
七
五
年） 、

同「
江
戸
周
辺
農
村
に
お
け
る
武
家
江
戸
屋
敷
出
入
百
姓」

（『
地
方
史
研
究』

ニ
―
四 、
一

九
八
八
年）

ほ
か 。

秋
山
伸一

「
江
戸
の
庭
園

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た 。

そ
の
他
の
職
人
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
き
ま
っ
て
い
て 、

住
み
込
み
で
邸
を

し
か
し
そ
れ
は
門
脇
の
長
屋
の
人
達

植
木
や 、

た
た
み
や 、

大
工

管
理
と
園
芸
書

植
木
屋
の
諸
活
動
を
通
し
て

」
（
竹
内
誠
編
『
近
世
都

市
江
戸
の
構
造』 、

三
省
堂 、
一

九
九
七
年） 。

(

5

)

原
田
佳
伸「
大
名
下
屋
敷
と
地
元
百
姓
の
か
か
わ
り

岡
山
藩
大
崎
屋
敷
出

入
り
の
先
地
主
百
姓
の
動
向

」
（
竹
内
誠
編『
近
世
都
市
江
戸
の
構
造』 、

三

省
堂 、
一

九
九
七
年）

ほ
か 。

(

6

)

吉
田
伸
之
「
巨
大
城
下
町

江
戸」
（『
岩
波
講
座
日
本
通
史』

第一
五
巻 、

岩
波
書
店 、
一

九
九
五
年） 。

(

7

)

伊
達
研
次「
江
戸
に
お
け
る
諸
侯
の
消
費
生
活
に
つ
い
て」
（
一
）
（
二）
（『
歴

史
学
研
究』

ニ
ニ
・

三
一

、
一

九
三
五
年） 。

(

8

)

拙
稿
「
近
世
考
古
学
の
進
展
と
近
世
史
研
究」
（『
歴
史
評
論』
五
0
0 、
一

九

九
一
年）

。

(

9

)

市
川
寛
明「
大
名
藩
邸
と

江
戸
の
都
市
経
済

津
山
藩
江
戸
藩
邸
の
事
例
を

通
し
て

」
（
竹
内
誠
編『
近
世
都
市
江
戸
の
構
造』 、
三
省
堂 、
一

九
九
七
年） 。

(

10

)

蓮
池
藩
は 、

寛
永
ニ
ハ
年
(
-
六
三
九）
に
成
立
し
た
佐
賀
藩
の
五
万
石
の
支

藩
で
あ
る 。

以
下 、

本
稿
で
は
便
宜
上 、

明
治
初
年
の
段
階
に
つ
い
て
も
「
藩」

の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る 。

(

11

)

拙
稿
「
旧
大
名
家
当
主
嫡
子
の
食
生
活
と
東
京
の
商
人
・

職
人」
（『
東
京
都
江

戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告』
第
2
号 、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館 、
一

九
九
七
年） 。

以
下 、

前
稿
と
略
記
す
る 。

（
認）

以
下 、

特
に
断
ら
な
い
限
り 、

典
拠
史
料
の
所
蔵
は
佐
賀
県
立
図
書
館
蓮
池
鍋

島
家
文
庫
と
し 、

表
題
と
史
料
番
号
（
番
号
冒
頭
に
つ
け
ら
れ
た
記
号
「
蓮」
も

省
略
す
る）

の
み
を
記
す
こ
と
と
す
る 。

（
認）

前
稿
で
は 、

台
所
方
に
代
金
請
取
状
を
出
し
た
商
人
・

職
人
を
「
出
入
商
人
・

職
人」

と
し
た
が 、

こ
の
よ
う
に
訂
正
し
た
い 。

(

14

)

尚
丸
の
上
京
に
つ
い
て
は 、

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い 。

(

15

)

「
御
轡
番」
の

職
務
は
不
明
で
あ
る
が 、

お
そ
ら
く
尚
丸
に
付
き
従
う
小
姓
的

な
存
在
と
思
わ
れ
る 。

(

16

)

各
役
人
の
役
職
は

二
御
渡
金
勘
定
覚
□
（
八
三
0
ー

三
一
）

に
よ
る 。

監
査

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
前
稿
二
三
一

頁、
登
場
す
る
役
人
の
石
高
に
つ
い
て
は

前
稿
註
32
を
参
照 。
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一

九
九
三
年）

六
六
八
頁。

(

17

)

請
取
状
は
計
五
通
で
あ
る 。
本
稿
で
は 、
一

通
に
つ
き
一

本
分
の
作
業
と
考
え 、

1.
5
に
つ
い
て
は
請
取
状
上
で
の一
が
を
一

本
分
と
考
え
た 。

な
お 、

刀
装
具

に
つ
い
て
は 、

宇
田
川
武
久
氏
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た 。

鮫
皮
は 、

天
明
五

年
(
-
七
八
五）

刊

稲
葉
通
龍
著
「
鮫
皮
精
義」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所

蔵） 、

そ
の
他
刀
装
具
に
つ
い
て
は
天
保
七
年
(
-
八
三
六）

刊

窪
田
源
清
著

「
刀
装
記」
（
羽
皐
隠
史『
諸
家
秘
説

鑑
刀
集
成』 、
博
文
館 、
一

九
一
三
年

所

収） 、

佐
藤
寒
山
監
修
『
刀
装
小
道
具
講
座』

別
巻
用
語
解
説
・
資
料
編
（
雄
山

閣 、
一

九
七
四
年）

を
参
照
し
て
い
る 。

(

18

)

『
日
本
刀
辞
典』
（
光
芸
出
版 、
一

九
七
三
年） 。

(

19

)

柄
と
鞘
の
接
合
部
の
金
具
の
こ
と。

(

20

)

穴
の
部
分
を
保
護
す
る
た
め
に
穴
の
ふ
ち
に
つ
け
た
金
具
の
こ
と。

(

21

)

下
緒
を
通
し 、
ま
た
帯
に
深
く

差
し
込
ま
な
い
た
め
の
あ
た
り
と
し
て
鞘
に
付

け
た
孔
の
あ
る
月
形
の
金
具 。

栗
形
と
も
い
う 。

(

22

)

鍔
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
刀
の
刀
身
と
鍔
の
間
に
入
れ
た
鞘
口
の
形
を
し
た
金

具 。

は
ば
き

(

23

)

刀
身
の
鉗
の
受
け
金 。

通
常
は
刻
み
が
つ
け
ら
れ
て
い
る 。

(

24

)

柄
を
包
む
鮫
皮
の
合
わ
せ
目
を
お
さ
え
る
た
め
に
並
べ
て
う
つ
釘 。

(

25

)

軍
事
の
際
に
刀
を
上
帯
に
か
ら
み
つ
け
る
た
め
に
用
い
る
組
ひ
も 。

(

26

)

一

帖
は
一

0
枚 、
一

束
は
一
〇
帖
を
さ
す 。

(

27

)

『
日
本
国
語
大
辞
典』
（
小
学
館）

に
よ
る 。

後
述
の
馬
具
の
解
説
も
同
辞
典

に
よ
る 。

(

28

)

以
下 、

衣
裳
方
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
丸
山
伸
彦
氏
よ
り

御
教
示
を
頂
い
た 。

(

29

)

立
聞
は
轡
の
頭
の
輪 、

腹
帯
は
鞍
骨
を
お
く
た
め
に
馬
の
腹
に
め
ぐ
ら
せ
た

あ
つ
ぶ
さ

布 、

押
掛
は
馬
の
頭
・

尻
に
か
け
る
組
紐
（
厚
総
な
ど） 、

障
泥
は
鞍
に
泥
が
飛

び
は
ね
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
下
鞍
の
間
に
垂
ら
す
大
型
の
皮
革
で
あ
る 。

(

30

)

こ
の
ほ
か 、

外
出
先
で
の
出
費、

お
よ
び
家
中
へ
の
褒
美
金
を
綴
っ
た

二
御

渡
金
勘
定
覚
ご
（
八
三
O
I

三
一
）

が
現
存
す
る 。

形
式
か
ら
考
え
て 、
「
御
進

物
方
書
出
調
帳」
の一

部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が 、

確
定
で
き
な
い
た
め 、

本

稿
で
は
分
析
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た 。

(

31

)

福
岡
博
編
『
蓮
池
藩
日
録』
（
蓮
池
商
工
会 、

(

32

)

こ
の
ほ
か 、

前
掲
『
蓮
池
藩
日
録』

に
よ
れ
ば 、

三
条
右
府
・

徳
大
寺
大
納
言

に
も
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
が 、
「
御
進
物
方」
に
は
進
物
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い 。

(

33

)

贈
答
行
為
の
経
済
効
果
の
可
能
性
に
つ
い
て
は 、
文
京
区
遺
跡
調
査
会
会
議
の

席
上
で
の
谷
川
章
雄
氏
と
の
議
論
で
示
唆
を
受
け
た 。

(

34

)

前
註
（
1）

『
近
世
風
俗
志』
（
一
） 、
一

八
六
頁。

(

35

)

書
籍
に
つ
い
て
は 、
『
増
訂

国
書
解
題』
（
六
合
館 、
一

九
0
0
年） 、
『
国
書

総
目
録』
（
岩
波
書
店）

を
参
照
し
た 。

女
大
学
に
つ
い
て
は 、

脚
尾
尚
子
氏
よ

り
御
教
示
を
い
た
だ
い
た 。
ま
た 、
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
『
浮
世
絵
事
典

定
本』

（
画
文
堂 、
一

九
六
五
年）

に
よ
る 。

(

36

)

『
蓮
池
鍋
島
家
文
庫
目
録
・

倉
永
家
資
料
目
録』
（
佐
賀
県
立
図
書
館 、
一

九

八
五
年） 、
『
鍋
島
文
庫
・

蓮
池
文
庫
漢
籍
分
類
目
録』
（
鍋
島
報
妓
会 、
一

九
八

七
年） 。

(

37

)

前
註
(

31

)

『
蓮
池
藩
日
録』

七
八
七
頁。

(

38

)

尚
丸
は 、

東
京
滞
在
中
の
四
月
十
六
日
に
駒
場
へ
「
御
調
兵
天
覧」
の
見
学
に

出
向
い
た
際 、

八
郎
右
衛
門
宅
に
立
ち
寄
り 、

酒
・

肴
の
献
上
を
う
け
て
い
る

（
二
御
渡
金
勘
定
覚
ご
（
八
三
O
I

三
一
）） 。

(
39)

請
取
状
の
喜
七
の
押
印
が 、
京
都
商
人
白
木
屋
の
江
戸
店
の
奉
公
人
中
村
喜
七

（
慶
応
元
年
（
一
八
六
五）

元
服）

の
印
鑑
（
東
京
大
学
経
済
学
部
所
蔵
白
木
屋

文
書
「
家
内
惣
中
書
判」）

と一

致
す
る
こ
と
か
ら 、

日
本
橋
通一

丁
目
の
白
木

屋
と
確
定
し
た 。

(

40

)

明
治
六
年
九
月
「
玉
容
院
様
御
葬
送
方
振
買
帳」
（
八
七
四
ー

三） 、

同
「
玉
容

院
様
御
葬
送
方
調
帳」
（
八
七
四
ー

四） 。
ち
な
み
に
出
雲
屋
は 、
「
定
紋
付
茶
椀」

や
「
仏
前
用
猪
口」

を
納
品
し
て
い
る 。

(

41

)

猿
候
庵
『
江
戸
循
覧
記』 。

同
書
に
は 、

芝
三
島
町
の
繁
盛
の
様
子
が
示
さ
れ

て
い
る 。
（
鈴
木
章
生
「
猿
捩
庵
『
江
戸
循
覧
記』
に
み
る
江
戸
認
識
の
あ
り
方」

『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告』

第
2
号 、
一

九
九
七
年、

図
16

)。

(

42

)

川
口
喜一

（
表
5
|

39)
•

野
口
喜
太
郎
(

40

)

は
屋
号
が
な
い
が 、

宛
て
先

が
「
様」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

商
人
と
判
断
し
た 。

(

43

)

明
治
五
年
三
月
分
の
麻
布
邸
宛
の
領
収
書
の
綴
り「

諸
修
理
新
出
来
整
帳」（
八

三
三
ー

三
九）

に
よ
る 。
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(

44

)

前
掲
五
諸
修
理
新
出
来
整
帳」
（
八
三
三
—

三
九） 。

同
帳
で
は
「
ふ
す
ま
村
林

平」

の
署
名
が
あ
る 。

(

45

)

娘
「
式
部」
は 、

天
保
元
年
(
-
八
三
0
)

に
江
戸
藩
邸
の
「
御
部
屋
御
休
息

所」
の
新
設
に
伴
い 、

女
中
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
て
い
る
（「
請
役
所
日
記」
八
〇

二
三
ー

四
三
＞
所
収
七
月
二
六
日
の
江
戸
よ
り

の
書
状
に
よ
る） 。

(

46

)

「
諸
問
屋
名
前
帳」
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵）

の
印
鑑
と
一

致
す
る
こ
と
か

ら 、

判
断
し
た 。
な
お 、

こ
う
し
た
経
営
の
あ
り
方
が 、

他
の
人
宿
に
も
み
ら
れ

る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る 。

(

47

)

井
上
容
子
「
衣
紋
会
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て」
久
留
島
浩•
吉
田
伸
之
編
『
近

世
の
社
会
集
団』
（
山
川
出
版
社、
一

九
九
五
年）

。

表
1
に
よ
れ
ば 、

松
岡
は
嘉

永
六
年
(
-
八
五
三）

よ
り
会
頭
を
勤
め
て
い
た 。

な
お 、
「
稽
古
所」

の
呼
称

は 、

近
世
以
来
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る 。

(

48

)

前
掲
井
上
論
文
表
4
に
よ
る 。

(

49

)

前
註
(

40

)

明
治
六
年
九
月
「
玉
容
院
様
御
葬
送
方
調
帳」
（
八
七
四
—

四） 。

(

50

)

商
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が 、

本
稿
で
は 、
屋
号
が
な
い
こ
と
か
ら

職
人

と
し
た 。

(

51

)

前
掲
明
治
六
年
九
月
「
玉
容
院
様
御
葬
送
方
調
帳」
（
八
七
四
ー

四）
。

(

52

)

前
掲
明
治
六
年
九
月
「
玉
容
院
様
御
葬
送
方
調
帳」
（
八
七
四
ー

四）
。

(

53

)

八
三
三
—―

1

0。

(

54

)

「
明
治
三
年
庚
午
十
月
惣
着
到」
に
よ
れ
ば 、

斉
藤
は 、

本
来
の
扶
持
が
二
〇

石
で 、

明
治
三
年
十
月
の
段
階
で
は
「一

等
司
令
在
職
中」

の
た
め
六
0
石
に 、

宮
部
も
本
来
の
二
0
石
が
「
家
令
在
職
中」
の
た
め
同
じ
く
六
0
石
に
な
っ
て
い

る 。

江
島
の
石
高
は
四
二•
四
六
石
で
あ
る
（『
佐
賀
藩
着
到
帳
集
成』 、

佐
賀
県

立
図
書
館
内
古
文
書
研
究
会 、
一

九
八
一

年） 。

(

55

)

貫
と
は
柱
を
さ
し
通
す
横
材 、
小
割
材
と
は
幅
の
狭
い
も
の
で 、
貫
の
下
地
に

用
い
た 。
以
下 、

材
木
や
金
具
等
に
つ
い
て
は 、

濱
島
正
士
氏
よ
り

御
教
示
い
た

だ
い
た 。

(

56

)

戸
を
固
定
す
る
た
め
に
用
い
る
金
具 。

(

57

)

主
に
現
在
の
東
京
都
葛
飾
区
か
ら
埼
玉
県
三
郷
市
周
辺
で
産
出
し
た
土 。
壁
土

の
材
料
に
用
い
ら
れ
た 。

荒
木
田
土
の
流
通
に
つ
い
て
は 、

森
朋
久「
江
戸
近
郊

農
村
に
お
け
る
物
資
流
通」
（『
葛
飾
区
文
化
財
専
門
調
査
報
告
書』
3、

三
年）

に
詳
し
い 。

(

58

)

前
掲
「
諸
修
理
新
出
来
整
帳」
（
八
三
三
—

三
九） 、
三
玉
容
院
様
御
葬
送
方
調

帳」
（
八
七
四
ー

四） 。

甚
五
郎
の
所
属・
肩
書
に
つ
い
て
は 、

安
政
六
年
刊
「
泰

平
江
戸
町
鑑」
（
加
藤
貴
編
『
江
戸
町
鑑
集
成』

第
五
巻 、
一

九
九
0
年
所
収）

の
「
町
火
消
頭
取
名
前
附」

よ
り

判
断
し
た 。

(

59

)

前
掲「
諸
修
理
新
出
来
整
帳」
（
八
三
三
—―――

九） 。

な
お 、

こ
う
し
た
植
木
屋

の
大
名
藩
邸
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は 、

前
註
(

4

)

秋
山
論
文
を
参
照 。

(

60

)

長
野
遥
「
肥
前
蓮
池
藩
の
藩
体
制
と
そ
の
解
体
過
程」
（一
）
（『
佐
賀
大
学
法

経
論
集』
―

0
|

-
)
二
0
頁
所
収
表
に
よ
れ
ば 、

慶
応
元
年
(
-
八
六
五）

に

-

0
五
八
両
を
借
財
し
て
い
る 。
竹
皮
屋
は
麻
布
深
広
寺
門
前
町
に
居
住
し 、
住

吉
組
荒
物
問
屋
株
を
所
持
し
て
い
た（「
諸
問
屋
名
前
帳」 、

国
立
国
会
図
書
館
所

蔵） 。

(

61

)

例
え
ば 、

畳
表
問
屋
で
あ
っ
た
近
江
屋
三
右
衛
門
は 、

享
保一

0
年（
一
七
ニ

五）

に 、

店
仕
舞
と
な
っ
た
塩
屋
金
十
郎
・
塩
屋
庄――一
郎
よ
り
二
九
家
の
大
名
出

入
の
権
利
を
買
褐
し
て
い
る
（『
滋
賀
縣
八
幡
町
史』

下 、
一

九
四
0
年
―――
五

ニ
ー

三
頁） 。

(

62
)

『
金
沢
丹
後
文
書』
（
一
） 、

東
京
美
術 、
一

九
六
八
年、
一
五
九
ー

六
三
頁。

(

63

)

前
註
(

4

)

伊
藤
論
文。

岩
淵
ほ
か
『
龍
岡
町
遺
跡』
（
文
京
区
遺
跡
調
査
会

ほ
か 、
一

九
九
五
年） 、

八
四
頁。

(

64
)

前
註
(

9

)

市
川
論
文。

(

65

)

「
請
役
所
日
記」
(

O

二
三
ー

七） 、

延
享
四
年
九
月
十
三
日
条 。

(

66

)

藤
実
久
美
子
は 、
江
戸
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
の
御
用
達
を
つ
と
め
た
書
物
問
屋

出
雲
寺
の
職
務
を
検
討
す
る
中
で 、

幕
府
の
御
用
が
同
家
の
技
術
・
人
品
の
保
証

と
な
り 、

書
店
経
営
や
他
家
へ
の
出
入
り
に
有
効
に
働
い
た
と
推
測
し
て
い
る

（
同
「
紅
葉
山
文
庫
の
管
理
と
書
物
師
出
雲
寺」
（『
学
習
院
史
学』
三
一

号 、
一

九
九
三
年） 。

(

67

)

『
な
ご
り

の
夢』
（
平
凡
社、
一

九
六――一
年） 、
一
六
三
ー

四
頁。

(

68

)

桂
川
家
の
築
地
中
通
り

の
邸
お
よ
び
鉄
砲
洲
の
邸
（
元
治
元
年
（一
八
六
四）

三
月
に
転
居）

に
は
隣
接
し
た
町
が
な
い 。

し
た
が
っ
て 、
「
門
脇
の
長
屋」

と

一

九
九
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は 、

桂
川
家、
も
し
く
は
隣
の
武
家
が
商
人
・

職
人
に
貸
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う 。

吉
田
伸
之
氏
が
明
ら
か
に
し
た
拝
領
町
屋
敷
の
ほ
か
（『
近
世
巨
大
都
市
の
社
会

構
造』 、

東
京
大
学
出
版
会 、
一

九
九
二
年） 、

場
末
（
駒
込）
の
旗
本
屋
敷
な
ど

で
は 、

敷
地
の一

部
を
商
人
・

職
人
に
貸
す
ケ
ー

ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
拙
稿
『
上
富
士
前
町
遺
跡
第
11
地
央』
（
文
京
区
上
富
士
前
町
遺
跡
調
査
会 、

一

九
九
七
年）

第
IV
章
3) 。

付
記

本
稿
は
江
戸
遺
跡
研
究
会
第
十
回
大
会
の
報
告
に 、
そ
の
後
の
調
査
成
果

を
加
え
た
も
の
で
あ
る 。

報
告
当
日 、

貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
み
な
さ
ま 、

な

ら
び
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
宇
田
川
武
久
氏 、

濱
島
正
士
氏 、

丸
山
伸
彦
氏 、

旦
局
薫
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い 。
な
お 、

本
稿
は 、
一

九
九
七
年
度
文
部
省
科
学

研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費）

に
よ
る
研
究
成
果
の一

部
で
あ
る 。
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明治初年 の 旧大名家 の 消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 1 尚 丸上京時の 関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 1 > 
註 1 冊番号 は 、 表 1 に対応。

2 番号 は 、 各冊の何点 目 の 史料か を 示す。 出典は以下の通 り 。
① 349-44 ( 1 ~12) 、 833-15 ( 13) 、 347-34 (14~24) 
② 341- 1 1 ( 1 ~ 5 ) 、 635-25 ( 6 ~ 9 ) 、 635-27 ( 9 ~1 5) 、 635-28 ( 16~1 7) 、 635-29 (18~19) 、 635-30 (20) 、

635-31 (2 1 ) 、 635-32 (22 ) 、 635-36 (23)  
③ a 349-4 1 

③ b  • c 347-35 
④ a 341-10 ( 1 ) 、 635-8 ( 2 ) 、 635-9 ( 3 ) 、 635-1 0 ( 4 ) 、 635-1 3 ( 5 ~ 8 ) 、 635-14 ( 9 ~11 ) 、 635- 1 5 ( 12 ) 、

635-16 ( 13~14) 、 635- 1 7 ( 15~16) 、 635- 18 ( 1 7~20) 、 635-1 1 ( 2 1 ) 、 635-1 9 (22~24) 、 635-20 (25) 、
635-2 1 (26~27) 、 635-23 (28) 、 635-24 (29) 、 635-7 (30)  ほ か 目録 あ り (830-28 • 833-63) 。

④ b 833-64 （燃料関係） 、 833-10 ( 1 ~ 3 ) 、 833-9 ( 4 ~ 6 )  ほ か 目録あ り (833-29)
④ C  833-22 
⑩ 347-43 
III① 833-26、 833-7 ②830-97、 833-91

3 商人 ・ 職人の番号 は 、 表 5 • 7 に対応。 1 ~5 1 が商人、 52~76が職人 ・ 料理屋で あ る 。
4 日 付の項で、 日 が記 さ れて い な い も の に つ い て は 、 00 で示 し た （ 6 月 →600) 。 ま た 、 個々 の商品 に つ い て

不明の場合 は請取状の 日 付 を 示 し た 。
5 品 目 の項で、 史料 に 後筆で加 え ら れた情報、 お よ び各冊冒頭の リ ス ト か ら 得 ら れた情報 を ［］ で示 し た 。

ま た 、 筆者 の註は （） で示 し た 。
6 代金 は 、 無印の も の が銀 （単位匁） 、 ＊ が金 （両． 分． 朱） 、 ＊ ＊ が銭 （文） 。

冊番号 番号 日付 品 目
1 麹町五丁 目 岩城升屋藤三郎

① 1 7 600 五
平

［
仙

袴
嶋

平
弾
地

御
右
］

馬衛
乗門行

地

御
1 反

仙

④ a 4 429 御
(;SJ

召
月織

黒八
力

丈
） 

1 丈 9 尺

④ a 23 623 五士也
仙
力,平)

高菜 1 反 （袴

④ a 23 623 白渋御羽織地 1 反

④ a 26 409 紅［御
ち

衣
り
冠御

め
当

ん
帯如

6
］

尺

④ a 27 409 紹
紫
少縮用 ］

め ん 1 丈 ［御 吊

④ a 27 409 海気 （ 甲斐絹） 御 ，＇料 紗1 ‘ン'

2 麻布六本木 駿河屋忠蔵

④ a 3 523 御足袋10足

④ a 5 508 御誂衣下御足袋 1 0足
3 飯倉 大黒屋甚兵衛

II 10 524 紫「御
庫

供
細

馬
緬

御
半

手
割
縄用 l9 尺

4 東京芝神明町 清水屋栄助

④ a 14 425 ア セ 手袋 1

5 東京芝神明町 川 越屋忠治郎

② 2 1 412 嬰食下緒 ？ 紫段染 1 

6 あ か さ か九十

④ a 29 400 点畠皇価盃摯砥娼 ］
［御

7 通一丁 目 白 木屋代喜七

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

⑩ 1 2 623 嶋越後 1 反

⑩ 12  623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

値 段
2555 . 60 

470 . 00 

338 . 20 

470 . 00 

278 . 00 

1 03 . 20 

238 . 00 

69 . 20 

220 . 00 

l l0 . 00 

1 10 .  00 

* 0 . 3  0 

* 0 . 3  0 

* 0 . 1  0 

* 0 . 1 . 0  

* 0 . 1 0 

* 0 . 1 0 

* 0 . 0  1 

* 0 . 0  1 

4553 . 00 

359 . 00 

348 . 00 

300 . 00 

365 . 00 

冊番号 番号 日付 品 目

⑩ 1 2 623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

⑩ 1 2 623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 嶋越後 長尺物 l 反

⑩ 12 623 嶋越後 1 反

⑩ 12 623 御麻手綱 10 口
8 尾

孝兵張町
衛

＿丁 目 え ひすや常治郎、

④ a 12 500 籾具好平御馬乗袴地 2 

④ a 12  500 乗段打御羽織紐 2 掛

④ a 13 5 18 嶋越後縮 2 反

④ a 1 3 5 18 近江晒 上御召 1 反

④ a 13  5 18 奈良晒御網伴地 1 反

④ a 13  518 奈8 寸良晒御窃伴地 2 尺

④ a 13 5 18 白紹御羽織地 2 反

④ a 1 3 518  も ふ か 中形 4 反

9 尾
喜兵張衛

町 二 丁 目 布袋屋佐右 衛 門

④ a 25 404 御
幾

下
品

緒□打交極上本行

10 上野広小路松坂屋長五郎
II 5 404 紫縮緬 ［「手縄」 用］
II  5 404  ロロ

1 1  中屋 □ 口衛門

-- 1 1 7-

値 段
251 . 00 

365 . 00 

345 . 00 

277 . 00 

3 1 9 . 00 

359 . 00 

368 . 00 

4 12 . 00 

485 . 00 

2695 . 70 

971 . 00 

38 . 40 

532 . 00 

1 89 . 50 

1 25 . 50 

1 4 . 50 

549 . 00 

276 30 

* 2 . 0  0 

* 2 . 0 . 0  

* 1 . 3 . 2  

43 . 40 

1 1  60 

30 00 



岩淵 令治

付表 1 尚 丸上 京 時 の 関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 2 > 
冊番号 番号 H 付 品 目

④ a 2 1  502 
御
紫
白

羽

段
1 掛

織

1
袷
掛

、
八
同有

か
之
け 糸（掛

？ 紫
） 

④ a 21  502 同有之品 紫 白段 1 掛

12 田 中や重左衛門

⑩ 7 622 金碧合口 1 本

⑩ 7 622 同断合口 1 本

⑩ 7 622 御下緒 2 掛

13 飯倉片町 伊田屋喜兵衛
① 3 川中 上

様上
り 自

り 金子
1 枚

目 録］
［郷

① 4 中上 り 目 1 枚

14 飯倉町四丁 目 駿河屋専右衛門

① 8 509 
贔
門
所
内

叫
"

へ
亨

点
忍

堅寸
晶

具
胴
誓人晶

f 尺
置
碕

翌惣
尊
正
腐

① 8 509 
御

御

仕
* 献立所

4
上

同
・
枚

横

中宮
目長

［御
御

録2
所
所

台1尺
へ
・ 四

5↑5
匁宮方

① 8 509 御長持 1 悼

15 神明前三島町 いせや彦八

⑩ 4 622 みtこ すし よ墾一 様人 金
1 ツら ん 御

⑩ 4 622 金
本糸錦 御 き せ る 1 

⑩ 10 底壱
金
・ 銀

天
小

窟
豆
！戊 わ

御は半
せ

t襄
（ 合
中

せ） 共御鏡 1 枚
16 芝神明前 越前や 御茶師

③ b  3 408 御
1 ‘台ン' 子 用 松 形 鉄 瓶

17 芝神明前三島町 小山清兵衛
② 12 430 こ ろ ツ ぬ き 1 ツ

② 13 411  瓶 1 本

18 芝片門町 1 丁 目 弓 師 松村惣吉
② 10 415  鯨ひ れ紐付 1 本

19 芝神明前 出雲屋武兵衛
III② 22 419  呵御

入

銚
銀

子
楼

浣
徳

付
利
用 ］

1 本

III② 22 419  靡絨胃『 i」 4 本 ［右

III② 22 419  金
［御

張洒
＝ーニツッ組

用
盃
］ 

1 組

III② 22 419  大
令頁

猪
月� ]口盃 10 ツ ［拝

III② 22 4 19  猪
用 ］

口 盃 1 0 ツ ［拝領

20 浜松町一丁 目 釜屋権兵衛

見
御

川

飯
磨

佃‘焚
入
’ ‘‘ じ （ 蒸 し ） 釜

III① 27 600
ッ

用］ 1 升 l

21 本町二丁 目 角 玉屋善三郎

⑩ 1 1  622 雲井御 白粉 20箱
22 日 本橋万町 榛原屋直次郎
③ b  6 6 16  団扇 1 本

⑩ 8 622 肩ふ ら んね る 1 丈 1

23 大森屋常七

値 段 冊番号 番号 日 付

15 . 00 
② 9 415  

24 紙屋惣七
15 . 00 ① 15 626 
56 . 50 

* 0 . 2 . 0  ③ a 5 404 
3 . 00 

* 0 . 2 . 0  ③ a 5 404 

36 . 50 ③ a 5 404 

17 00 ③ a 5 404 

1 160 00 ③ a 5 404 

580 . 00 ③ a 5 404 

580 00 ③ a 5 404 

640 . 00 ③ a 5 404 

③ a 5 404 

165 . 00 ③ a 5 404 

③ a 5 404 

220 . 00 
③ a 5 404 

③ a 5 404 

255 . 00 ③ a 5 413  

45 20  ③ a 5 4 15  

30 . 00 ③ a 5 423 

12 . 70 ③ a 5 423 

2 . 50 
③ a 5 425 

③ a 5 425 

* 0 . 2 . 1  ③ a 5 426 

* 0 2 1 ③ a 5 501  

* 0 1 1 ③ a 6 421 

* 0 . 0 . 3  ③ a 6 424 

* 0 . 0 . 2  ③ a 6 424 

* 0 . 2 . 2  ③ a 6 501 

* 0 . 2  2 ③ a 6 501 

93 . 00 ③ a 7 504 

29 . 00 ③ a 7 515  

23 . 00 ③ a 7 5 17  

1 4 . 50 ③ a 7 5 18  

1 8 . 50 ③ a 7 602 

12 . 00 ③ a 7 615  

2 1 . 45 ④ a 9 414  

2 1  45 
④ a  9 414 

④ a  9 414  

1 00 . 00 ④ a  9 500 
1 00 . 00 

* 3 0 1 ④ a 9 500 

248 . 00 ④ a 9 500 
248 . 00 

* 3 . 0 . 1 ④ a  15 504 

* 3 0 . 1  ④ a  15 510  

* 7  1 . 0  ④ a  15  604 

- 118-

品 目

角 時計 1 面

極上小菊 2 束

長「
を

御
ノ ジ

侍
1
o m」 大 原

「御侍口用J 硯箱 2

2 「御If寺口 用 」 ノ」 ヽ1混右

「御侍口用」 筆 2 対

「御侍口用」 墨 2 挺

本
「御岱口 用 」 ／」 ヽ フ］ 2 

し「御2 侍
本

二 用 」 千枚：道i

2「御束侍o m 」 岩城紙

1
「御

束
侍 □ 用 」 斗に 紙

3 
「徊I�占1l i寺 亡］ 用 」 彩 Jj互

切「御侍300□
枚

1封 」 円 向半

中「御奉
侍
む

□ m
2 1,,,占 上大広

2 「 徊Ip占） イ寺□ m」 ノJ ヽ¥ゞ四

奉「 御
否

侍o1
m
帖

」 大広大

I 御I許 ［コ嬰土 百子 な
ノ 、 力、 拾

3
「御

対
侍口用 」 染子叩

「嬰 ィ寺 に］ 用 」 汎1 紙
10 

·切「 御侍
30

D
0枚

用 」 ロ 佑j斗土

2「束
御侍 o m 」 坦力戎甜

忠「御J成珀
｛寺□ 田

1 5本
」 小羊毛

2「御束 侍 □ 用 」 斗と 紙

岩城紙 1 帖
中奉書 2 帖

岩城紙 l 束

岩城紙 1 束

半紙 3 束

半紙 5 束

越前上々 小奉害 2 帖

杉原 2 帖

岩城紙 2 束

半紙 5 束

半紙 3 束

御硯箱 1 ツ

御硯石 1 ツ

御筆 1 対

御墨 l 挺

岩城紙 5 帖

御鼻紙 3 束

半紙 1 束

御鼻紙 3 束

御鼻紙 3 束

値 段
* 7 . 1  0 

1864 90 

44 . 00 

1 3 . 00 

6 . 00 

5 . 60 

4 . 00 

1 5  00 

7 . 00 

4 . 60 

56 00 

1 2  00 

1 2 . 00 

42 . 00 

152 . 00 

76 . 00 

145 . 00 

1 00 . 00  

9 . 00 

5 . 00 

42 . 00 

56 00  

30 . 00 

34 00 

2 80 

152  00 

28 . 00 

28 . 00 

36 . 00 

60 . 00 

76 . 00 

8 . 00 

56 . 00 

60 . 00 

36 . 00 

3 . 00 

2 . 90 

2 . 00 

9 . 00 

1 4 . 00 

54 . 00 

1 2 . 00 

60 00 

60 00 



明治初年の 旧大名 家 の 消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 1 尚 丸上京時の関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 3 > 
冊番号 番号 日 付 品 目 値 段 冊番号 番号 日 付 品 目 値 段

④ a 15  62 1  半紙 3 束 36 00 ⑩ 3 622 上源氏 2 1枚 * 0 1 3 

④ a 1 5  621 紅 白 中水引 1 把 7 . 50 ⑩ 3 622 呂源氏 9 枚 5 . 10 

④ a 1 6  625 渋紙 20枚 80 . 00 ⑩ 3 622 や く し や 13枚 7 . 80 

④ b 3 414 雷茫 3 束 ［御哀紙 36 . 00 ⑩ 3 622 当世美人揃 5 枚 4 00 

④ b 3 414 御硯箱 1 ツ 3 . 00 ⑩ 3 622 女大学 2 部 * 0 . 1 . 2  

④ b 3 414 硯石 1 ツ 2 . 90 ⑩ 3 622 上千代紙 50枚 * 0 . 1 . 1  

④ b 3 414 筆 1 封 ［状書筆］ 2 . 00 ⑩ 3 622 袋入 23部 83 . 00 

④ b 3 414  墨 1 挺 9 . 00 32 芝神明前 山城屋甚兵衛 * 0 . 0 . 2  

④ b 3 414  小刀 1 本 （紙切小刀） 3 . 50 ② 6 に し き ゑ 12枚 * 0 0 . 2  

④ b 3 415  岩帳
城
面

紙
其外用

1 束
］ 

［徒IJ 29 00 33 芝神明前 地本問屋 丸屋甚八 * 0 0 . 2 
* * 2 0 0  

④ b 6 527 半紙 3 束 36 00 ② 20 505 上団扇 5 本 * 0 0 . 2 
* * 2 00 

III① 5 413  岩園
城整紙用 ］

1 束 ［御賠 19 00 34 日 本橋通一丁 目 須原屋佐助 785 00 
* 4 . 2 . 0 

III① 22 414 1
［も

ツ
と埠用 ］ 御 叫 箱 3 . 00 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 p<' 37 . 00 

III① 22 414 1［役
ツ

埠用 ］ 御 硯 石 2 . 80 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 が 22 . 00 

III① 22 414 が知褐用 ］ 御J筆 1 
2 . 00 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 p<' 1 5 . 00 

III① 22 414 碕役埠用 ］ 徒1l墨 1 9 . 00 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 が 13 . 00 

II]① 22 414 本
［役場用 ］ ／」 ヽ刀 1 3 . 50 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 f" 9 . 00 

III① 22 414 1
［

本
役埠用 ］ 千枚通 し 2 . 30 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 ?' 28 . 00 

III② 1 5  釦井
城
注

紙文其外
1 整束 用

[ 5卸贈図 28 . 00 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 が 37 . 00 

III② 15 杉産包
原

用 ］
3 帖 ［御菓子土 12 . 00 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 p<' 37 . 00 

25 芝神明町 升屋徳兵衛 * 3 . 2  0 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 が 18 . 00 

③ a 3 繰 り 出 し筆 * 0 . 1 . 0  ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 f" 30 . 00 

④ a 28 419 閉評 口傘 ［ コ ウ モ * 3 . 1 . 0  ⑩ 1 622 経D * 1 I"' 30 . 00 
26 之

紙
神
匠所

明町 いせや 吉右衛門 御 * 0 . 3  1 ⑩ 1 622 経口 ＊ 1 が 37 00 

⑩ 5 622 食尺 ？ 4 尺 50 00 ⑩ 1 622 経口 は さ み 3 つ 28 . 00 
27 大

高木
伝

五
馬

左
町

衛
一

門
丁 目 法 古 斎 寿 栄 114 . 00 ⑩ 1 622 半切 2 状 27 00 

③ a 2 515 気
（ 臨
丁

）
l 丁 ・ 金 運 l 丁 60 . 00 ⑩ 1 622 薄半切 1200枚 420 00 

③ a 2 515 本
回徳

杏用
3 本 （竿 ） f卸手 9 . 00 ⑩ 2 逸史 13冊 * 2 . 2 . 0  

③ a 2 515 別
本

製
否用

2 本 （筆 ） 御手 15 . 00 ⑩ 2 日 本外史 22冊 * 2 . 0 .  0 

⑩ 6 612  回徳 10本 30 . 00 35 日 本橋通二丁 目 山城屋佐兵衛 305 00 

28 大伝馬町 1 丁 目 大宝堂 □庄 * 1 . 2  0 ② 7 524 振口論 1 部 20 . 00 

③ a 4 釜
杏

｛
用
寸硯 1 ツ 租り手本 * 1 . 2  0 ② 1 7  416  小学示蒙 3 部 285 00 

29 日 本橋通四丁 目 文魁堂弥兵衛 177 . 50 36 東屋道治郎 * * 600 

⑩ 9 622 一瓢風 大 5 本 25 . 00 ② 23 500 江戸絵 三枚 * * 600 

⑩ 9 622 半家羊毛 大 5 本 32 . 50 37 上野御成道 伊勢屋治兵衛 * 21 0 .  0 

⑩ 9 622 半家羊毛 中 20本 40 . 00 II 4 404 壱1 枚
組

革金珀 甲 形御障泥 * 20  0 .  0 

⑩ 9 622 半徳行草 10本 30 . 00 II  4 404 同御力革板馬鹿 1 組

⑩ 9 622 徳羊高毛 1 0本 20 . 00 II  4 404 紫仙台御押掛 1 掛

⑩ 9 622 本
半尻水草 小草毛 1 0 30 00 II 4 404 本紅寄返 し立聞 1 掛

30 芝神明前三島新道 和泉屋吉兵衛 49 . 75 II 4 404 紺染御腹帯 1 筋
② 22 515 山 陽詩紗 33 . 75 II 4 404 丸□御轡 1 間 * 1 0 . 0  

② 22 515 旬難前草 ・ 同後草 11 00 38 いせ屋宗兵衛 * 6 . 2 . 0  

② 22 515 職員令 5 00 II 6 408 御馬既 1 * 6 . 2 . 0  

3 1  芝神明前三島町 和泉屋市兵衛 * 2 . 3  0 II 6 408 御太覆 1 

- 1 1 9  



岩淵 令治

付表 l 尚 丸上京時の 関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 4 > 
冊番号 番号 日付 品 目 値 段 冊番号 番号 日 付 品 目 値 段
39 川 口 喜一 * 82 . 2 .  0 Ill① 1 420 鰍 2 本 13 . 50 

II  2 506 御馬代金 青毛 1 疋 * 82 . 2 .  0 III① 1 421 鯛 2 枚 22 . 16 

40 野 口 喜太郎 * 6 0 0 Ill① 1 423 伊勢海老 3 ツ 1 1 . 25 

I I  7 523  鉄沓 2 足 打代共 * 0 . 3 . 0  Ill① 1 424 ふ つ こ 3 本 1 5 . 50 
6/20王

前
子

二
迄

而
御

口
供
付

馬 弐
II 8 600 疋、 鞍 2 * 3 2 . 0  

III① 1 425 鯛 2 枚 1 1 . 88 
III① 1 426 鯛 1 枚 尺 1 22 . 16 

II  9 400 4/20堀切迄御供馬壱疋 * 1 . 3 . 0  III① 1 426 鯛 l 枚 尺 3 32 . 00 

4 1  近江屋金次郎 * 1 . 0 . 0  III① 7 501  極上干 白 魚 1 0把 57 . 50 

III① 21 999 ,盃悶娑烹贔喜盃竺器茫 * l . 0 . 0  Ill① 7 501 鮎 1 籠 37 . 50 

42 ふす ま 林平 * 5 . 0 . 2  III① 7 502 / I I 貝 2 升 3 . 00 

III① 18 429 真木代 ［御飯焚用 ］ * 1 . 0 . 2  III① 7 503 鯛 1 枚 29 55 

III① 19 429 真御木
行

代
水用 ］

［御飯焚用 · * l . 2 . 0  III① 7 503 福子 2 本 41 . 00 

llI① 23 604 真木代 ［御台所薪］ * 1 . 2 . 0  III① 7 504 川 貝 2 升 3 . 00 

III① 24 604 真木代 ［御台所薪］ * 1 . 0 . 0  III① 7 505 鰹節 500 目 60 . 00 

43 山本屋半兵衛 * * 22288 III① 7 505 鯛 1 枚 29 . 55 

III① 29 400 
有
油次

［
通
役

明

1
埠
行
り
升有

灯之
3

半
明
間
合
待
夜
・

3

御
灯

2

夕
煮つ1 立分、

2

御『オ斤
* * 6206 

III① 7 505 鯛 1 枚 34 . 00 
III① 7 505 玉子 10宇 9 . 00 

III① 29 400 付分木］ · 灯心代 [4/ 1 0-29 * * 176  III① 7 505 川 貝 1 升 1 50 

III① 29 500 油 2 升 ［ 同前］ * * 8400 III① 7 507 鮎 1 籠 37 50 

III① 29 500 付木 ・ 灯心代 ［ 5 月 分］ * * 264 III① 7 508 鯛 1 枚 47 76 

III① 29 600 油 2 升 ［ 同前］ * * 8400 III① 7 509 鯛 l 枚 34 . 00 

III① 29 600 付分木
］

・ 灯心代 [6/1 -25 * * 220 III① 7 5 1 1  鯛 半身 14 775 

44 堺屋弥兵衛 479 1 726 
* 9 3 3 Ill① 7 5 12  玉子 10宇 9 . 00 

① 9 414  青菜
籠
詰

詰
仕立

鯛
共

飽
l

海
籠

老 野 * 1 2 . 0  III① 7 5 12  鰺 4 本 23 . 50 

① 9 418 鰹入節 1 袋 イ旦 し 15本 * 1 . 0 . 0  III① 7 513  い さ き 2 本 9 . 10 

① 9 400 青魚
簡
野

詰
菜詰鯛仕海寸老

共
飽 細 * 1 . 3 . 0  III① 7 513  い か 2 枚 15 . 50 

① 9 422 御
細

交肴 1 オ斤 卸評F 自 * 1 . 2 . 0  III① 7 514  鯛 1 枚 29 . 55 

① 10 501 御老交
五肴ツ 物

1 折 鯛平 目 海 * 1 3 0 III① 7 5 14  鰹節 500 目 60 . 00 
① 12 606 鰹節10本入 1 箱 * 1 . 2 . 0  III① 7 515  鯛 1 枚 34 . 00 

① 16 515 鯛 こ 御交肴 l 折 105 00 III① 7 5 16  鰍 3 本 33 . 78 

① 16  520 御鮮鯛尾紙共 1 折 240 . 00 III① 7 5 17  鮎 1 籠 37 . 50 

① 16 523 御鮮鯛尾紙共 2 折 480 . 00 III① 7 5 17  鯛 1 枚 29 55 

① 16 523 鯛 こ 御交肴 2 折 210 . 00 III① 7 518  鯛 1 枚 29 . 55 

① 16 523 鮮ジ 鯛弐軍白木
□

台
2 枚

中上 り 但 45 . 00 III① 7 5 19  鰍 3 本 33 . 78 

① 16 523 端
口

物
台

壱反
3

居
枚

中上 り 弐重 37 . 50 III① 7 519  飽 3 盃 18 . 474 

① 16 523 冗中t上
仁］ 台

り 金子
2 枚

包 但 し 弐 18 75 III① 7 520 鯛 2 枚 39 . 208 

① 16 523 並上 り 目 録台 1 枚 5 . 50 III① 7 521  鮎 1 籠 37 . 50 

"'① 1 414  飽 3 ツ 12 . 90 II[① 7 521  飽 3 盃 1 8 . 474 

III① 1 414  鯛 1 枚 尺 2 29 . 55 III① 7 524 飽 3 盃 18 . 474 

Ill① 1 415  白 魚 5 合 30 90 III① 7 524 鮎 半分 18 . 75 

Ill① 1 416  き す 5 本 12  75 III① 7 526 飽 6 盃 37 50 

III① 1 4 16  平貝 2 枚 12 . 20 lII① 7 527 飯 4 本 27 . 00 
Ill① 1 418  鯛 3 枚 17 . 82 III① 7 528 鰹節 535 目 64 . 20 

III① 1 419  飽 2 ツ 1 1 . 16 III① 7 528 鯛 2 枚 33 76 
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明治初年の 旧大名 家 の 消費 と 江戸 の商人 ・ 職人

付表 1 尚 丸上京 時の 関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 5 > 
冊番号 番号 日 付 品 目 値 段 冊番号 番号 日 付 品 目 値 段

III① 7 529 鮎 1 籠 37 . 50 Ill① 15 624 □ 2 本 24 1 0  

III① 15 601 鰍 4 本 27 00 III① 1 5 624 鮎 l 籠 37 50 

III① 15 602 鯛 2 枚 29 . 55 III② 5 410  鯛 1 枚 22 . 16 

III① 15 602 飽 2 盃 12 . 276 III② 5 410  鯛 1 枚 14 . 16 

III① 15  600 鮎 1 籠 37 . 50 III② 5 410  蒲鉾板付 1 枚 18 . 75 

lII① 15 600 鯛 1 枚 29 . 55 III② 5 410 飽 5 ツ 22 . 75 

III① 15 606 大級 1 本 17 24 III② 5 410 鰹 45 目 l 丁 6 . 00 

lII① 15  607  畑刃リ名
白

） 
1 枚 （ ま は た の 29 . 52 IJI② 5 4 1 1  鰹 200 目 5 本 24 . 00 

III① 15 608 鮎 1 籠 37 50 III② 5 417  鯛 3 枚 17 82 

III① 15 608 大飛飽 2 盃 45 . 00 Ill② 5 417  飽 3 ツ 16 . 74 

III① 15  608 上海苔 20枚 27 . 00 III② 5 423 飯 5 本 26 . 25 

III① 15 608 玉子 15 13 . 50 III② 5 423 あ じ 5 ツ 1 1 . 85 

III① 15 609 いか 3 つ 15 . 00 Ill② 5 423 む き み 5 合 3 . 32 

III① 15 609 鰍 3 本 34 . 08 III② 1 1 503 福子 1 本 20 . 50 

III① 15 609 鰹節 300 目 36 . 00 III② 1 1  505 鯛 1 枚 29 . 55 

III① 1 5 610  飯 2 本 20 688 III② 1 1  510  玉子 10 9 . 00 

I]]① 15 610  玉子 15 13 50 III② 1 1  5 1 1 鯛 1 枚 14 . 875 

III① 15 6 1 1  鰍 2 本 15 . 76 III② 1 1  514  飽 2 盃 12 . 276 

III① 15 6 1 1  志升 ち め （ し じ み ） 3 4 50 III② 1 1  516  玉子 1 0 9 . 00 

III① 15  6 1 2  い か 3 ツ 15 00 III② 1 1  518  飽 3 盃 18 . 474 

III① 15 612 鮎 l 籠 37 50 III② 1 1  521 飽 3 盃 18 . 474 

III① 1 5 613  飯 2 本 14 . 85 Ill② 1 1  522 飽 5 盃 30 . 81 

III① 1 5 613 飽 2 ツ 1 1  50 III② 1 1  522 鯛 1 枚 64 . 00 

III① 15 614 鮎 1 籠 37 . 50 Ill② 1 1  522 鯛 1 枚 29 . 55 

III① 15 614 飯 2 本 22 . 72 III② 1 1  500 い さ き 25本 113 . 75 

III① 15 615 車海老 20 23 . 00 III② 1 1  500 玉子 15 13 . 50 

III① 15  6 1 5  畑 白 1 枚 16 . 88 III② 1 1  500 鰹節 500 目 60 . 00 

III① 1 5 616 水仙寺海苔 1 枚 15 . 50 III② 1 1  524 飽 3 盃 18 . 474 

III① 15 616  鰹節 500 目 60 . 00 III② 1 1  524 鮎 半籠 1 8 . 75 

III① 15 616  い さ き 3 本 13 . 65 III② 18 604 鰍 1 本 1 1 . 36 

III① 15 617  鰍 3 本 34 053 III② 18 604 せ り な 3 把 1 . 50 

III① 15 618 鰍 4 本 27 . 00 III② 18 610  鮎 1 籠 37 50 

III① 15 619 鮎 1 籠 37 . 50 III② 18 617  鮎 1 籠 37 . 50 

III① 15 619 飽 2 盃 1 1 . 50 III② 18 600 鯛 2 枚 37 136 

III① 15 620 車海老 20 23 . 00 III② 18 600 鮎 1 籠 37 50 

III① 15 621 鮎 l 籠 37 . 50 III② 18 623 鰹節 300 目 36 00 

III① 15 622 車海老 20 23 . 00 III② 18 625 鰍 10本 1 13 60 

III① 15 622 鮎 1 籠 37 . 50 III② 20 626 荊司 1 枚 皿 2 本 4 . 50 * 0 3 . 3  

III① 15 622 飯 3 本 29 475 45 魚屋平兵衛 ・ 魚屋七平 525 . 00 

III① 1 5 623 飯 2 本 22 72 ① 20 528 鯛 2 枚 285 . 00 

III① 1 5 623 四
1 本

（ さ ば • あ お さ ば） 24 . 10 

III① 1 5 624 車海老 30 34 . 50 
① 23 400 

御
御差

貴着
上御

京
肴
之
1

節
折

］
大納

［
言
尚

様

丸様
へ 240 . 00 

III① 1 5 624 あ じ 4 本 1 1 . 85 46 魚屋清兵衛 * 1 0 . 2  

III① 15 624 鰹節 560 目 77 . 20 III② 24 423 鯛 半身 * 1 . 0 . 2  
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岩淵 令治

付表 l 尚 丸上京時 の 関係 商 人 ・ 職人 と 商 品 く 6 > 
冊番号 番号 日付 品 目 値 段 冊番号 番号 日 付 品 目 値 段

47 八百屋磯右衛門 1 157 . 79 III① 2 425 玉子 1 0 ツ 9 . 00 

III① 2 410 木勺子 3 本 5 40 III① 2 426 菜 1 手 0 . 20 
III① 2 410 塩 5 升 1 7 . 50 III① 2 426 わ ら び 3 手 0 . 90 

III① 2 410 御箸 5 袋 5 00 III① 2 426 う ど 5 本 1 75 

III① 2 410 御や う じ箸 1 袋 0 70 III① 2 426 牛房 7 本 4 . 90 

Ill① 2 4 1 1  菜 2 手 0 . 40 III① 2 427 芹 3 手 0 . 60 

III① 2 4 1 1  浅草海苔 10枚 6 . 00 Ill① 2 427 玉子 1 0 ツ 9 . 00 

III① 2 4 1 1  若布 30わ 7 . 50 III① 2 428 蓮根 2 本 6 . 00 

III① 2 4 1 1  次箸 1 袋 0 . 60 III① 2 429 味噌漬茄子 1 ツ 2 . 00 

lil① 2 4 1 1  花焼布 80 ツ 8 . 00 III① 2 429 木瓜 5 本 3 . 90 

III① 2 4 1 1  宇津焼布 30 ツ 4 . 50 Ill① 3 4 10  守 口 大根 3 本 4 . 50 
JII① 2 412  沢庵 1 本 1 50 II I① 3 413 ふ な漬瓜 1 舟 8 . 00 

III① 2 412  芹 7 手 1 . 40 III① 3 416 ふ な漬瓜 1 舟 8 00 

III① 2 413 久輪井 1 0 ツ 4 . 00 III① 3 418  ふ な漬瓜 1 舟 8 . 00 

Ill① 2 413 白胡麻 2 合 5 タ 2 . 75 III① 3 4 19  かす漬茄子 1 ツ 2 . 50 

III① 2 413 蔦菜 2 合 4 . 00 Ill① 3 420 かす漬茄子 1 ツ 2 . 50 
III① 2 413 物煎 1 枚 1 . 00 III① 3 421  ふ な漬瓜 1 舟 8 . 00 

III① 2 414 長芋 4 本 14 . 00 III① 3 423 かす漬茄子 1 ツ 2 50 

III① 2 414 わ ら び 4 手 1 . 20 III① 3 425 ふ な漬瓜 l 舟 8 00 

III① 2 414 独活 5 本 1 .  75 III① 3 427 守 口 大根 1 本 1 .  50 

III① 2 414 久輪井 15 6 . 00 III① 9 501  初院元小角豆 6 わ 5 40 

III① 2 415 芹 8 手 1 . 80 III① 9 501  初木瓜消 3 本 2 . 76 

III① 2 416 大木勺子 2 本 4 . 50 III① 9 501  長芋 3 本 1 0 . 50 

III① 2 418 長芋 2 本 7 . 00 III① 9 501  玉子 10 ツ 9 . 00 

III① 2 418 銀南 1 合 0 . 90 III① 9 502 根芋 5 本 1 . 50 

III① 2 418 大玉子 10 ツ 9 . 00 III① 9 502 菜漬 2 手 0 . 60 

III① 2 418 芹 3 手 0 . 60 III① 9 503 初院元小角豆 6 わ 5 . 40 

III① 2 418 半へん魅 1 0 ツ 2 . 00 III① 9 503 初木瓜漬 4 本 3 68 
III① 2 420 生か 2 合 0 70 III① 9 504 椎茸 20 8 . 00 
Ill① 2 420 半へ ん迭 10 ツ 2 . 00 III① 9 504 菜 1 手 0 . 20 
lII① 2 421 玉子 10 ツ 9 . 00 III① 9 504 坪塩 5 ツ 1 . 50 

III① 2 421  わ ら び 3 手 0 . 90 III① 9 504 初木瓜漬 4 本 3 . 68 

III① 2 421 芹 3 手 0 . 60 III① 9 504 塩 l 升 3 . 50 

Ill① 2 422 長芋 2 本 7 00 III① 9 506 初木瓜漬 4 本 2 70 
III① 2 422 芋之子 1 本 3 . 20 III① 9 506 三 ツ 葉芹 7 手 1 . 40 

III① 2 422 椎茸 1 0 ツ 4 . 00 III① 9 507 上茶 半斤 1 5 . 00 

III① 2 423 沢庵 1 本 1 . 50 III① 9 507 初木瓜漬 3 本 2 . 70 

III① 2 423 芹 5 手 1 . 00 III① 9 507 黒豆 5 合 3 . 50 

llI① 2 424 芋之子 1 本 3 . 20 III① 9 507 御箸 5 袋 5 . 00 

III① 2 424 長芋 3 本 10 . 50 I l l① 9 508 木瓜漬 2 本 1 . 85 

III① 2 425 こ ん に ゃ く 3 丁 0 . 60 III① 9 508 初茄子漬 8 . 00 

III① 2 425 若布 30わ 7 . 50 III① 9 508 長芋 3 本 1 0  50 

III① 2 425 椎茸 1 0 ツ 4 . 00 III① 9 508 初大冬瓜 2 ツ 28 00 

lll① 2 425 院 （隠） 元豆 5 合 1 1 . 00 III① 9 509 玉子 10 ツ 9 . 00 
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明治初年の 旧大名 家 の 消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 l 尚 丸上京時の 関係鹿人 ・ 職人 と 商 品 く 7 > 
冊番号 番号 日 付 品 目 値 段 冊番号 番号 日 付 品 目 値 段
III① 9 509 初茄子漬 4 . 00 III① 1 4  620 御箸 5 袋 5 . 00 

III① 9 510  守 口 大根 2 本 3 . 00 III① 1 4  622 新芋之子 2 本 27 . 00 

III① 9 510  花丸漬 3 本 2 . 40 III① 1 4  622 塩 2 升 7 . 00 

III① 9 510  三 ツ 葉芹 5 手 1 . 00 III① 14  622 坪塩 3 ツ 0 . 60 

III① 9 5 1 1  初 白 瓜泊 3 本 3 48 III① 1 4  623 冬瓜 1 ツ 5 . 50 

III① 9 5 1 1  初茄子漬 8 . 00 III① 1 4  624 御箸 3 袋 3 . 00 

Ill① 9 5 1 1  大玉子 1 0 ツ 9 . 00 III① 1 4  624 菜 5 ロロ 1 . 00 

III① 9 512 乾芋 2 ツ 8 . 00 II]② 4 4 10  長芋 3 本 10 . 00 

III① 9 5 13  初茄子漬 10 00 III② 4 4 10  大椎茸 15ツ 1 2 . 00 

III① 9 513  黒豆 5 合 3 . 50 III② 4 4 10  氷毘若 1 0 ツ 0 . 90 

III① 9 514  初茄子漬 10 . 00 III② 4 4 10  捏々 海苔 1 枚 0 . 30 

Ill① 9 5 15  塩 3 升 10 . 50 III② 4 4 10  大根 1 本 0 . 35 

III① 9 515  沢庵 2 本 3 . 00 III② 4 4 1 0  坪塩 3 ツ 0 . 60 

III① 9 515  三 ツ 葉芹 4 手 0 . 80 III② 4 4 16  次箸 30人前 1 . 80 

III① 9 516  玉子 1 0 ツ 9 . 00 III② 4 4 16  沢庵 5 本 7 . 50 

III① 9 516  三 ツ 葉芹 5 手 1 . 00 III② 4 425 上葛 半斤 16 . 80 

III① 9 517  沢庵 2 本 3 00 III② 4 426 次箸 10人前 0 . 60 

III① 9 518  根芋 5 本 1 . 50 III② 4 426 沢庵 1 本 1 . 50 

III① 9 518  長芋 2 本 7 . 00 III② 4 426 蓮根 1 本 3 . 00 

III① 9 519  御箸 5 袋 5 . 00 III② 1 0  5 1 3  初木瓜 5 本 3 . 60 

III① 9 520 坪塩 5 ツ 1 . 50 III② 1 0  5 1 8  初木瓜 5 本 3 . 60 

III① 9 520 根芋 7 本 2 . 75 Ill② 1 0  522 大根 4 本 1 20 

III① 9 520 黒豆 5 合 3 50 III② 1 0  522 午労 5 本 3 50 

III① 9 520 白胡麻 3 合 3 . 30 III② 1 0  522 若荷竹 1 本 0 . 15 

III① 9 521  長芋 1 本 3 . 50 III② 1 0  522 根芋 7 本 2 45 

III① 9 521  沢庵 2 本 3 . 00 III② 1 0  5 2 2  長芋 1 本 3 . 50 

III① 9 522 沢庵 1 本 1 . 50 III② 1 0  5 2 2  水仙寺海苔 1 枚 1 5  00 

Ill① 9 522 塩 3 升 10 . 50 III② 1 0  5 2 2  次箸 5 袋 3 . 00 

III① 9 523 長芋 2 本 7 . 00 III② 1 0  525  大玉上批把 10わ 40 . 00 

III① 9 524 初大冬瓜 2 ツ 25 . 00 III② 1 0  5 2 5  極上葛 半斤 26 . 20 

III① 9 525 上茶 半斤 15 00 48 丹波屋徳兵衛 * * 672 

III① 9 525 根芋 10本 3 50 Ill② 14  521  ね き * * 100  

III① 9 526 長芋 2 本 7 00  III② 1 4  5 2 1  白 箸 * * 72 

III① 9 527 新芋之子 l 升 27 . 00 III② 14  6 13  山芋 1 本 | * * 500 

III① 9 527 白瓜漬 4 ツ 4 64 49 麻布龍土町 万屋庄兵衛 1533 . 55 

III① 9 528 黒豆 5 合 3 . 50 III① 6 410  赤味噌 1 升 9 . 50 

III① 14  600 どぜ う 5 合 13 . 00 III① 6 412  御正油 5 合 5 . 00 

III① 14  600 上茶 半斤 15 . 00 III① 6 414  御正油 5 合 5 00 

III① 14  600 黒豆 5 合 3 . 50 III① 6 4 18  御正油 5 合 5 00 

III① 14  600 初覇昆布 50 目 8 . 00 III① 6 423 御正油 5 合 5 00 

III① 14 618 長芋 2 本 10 . 00 III① 6 425 御正油 5 合 5 . 00 

III① 14 618 和か布 20わ 5 . 00 III① 6 426 御銚子 3 合 4 . 95 

III① 1 4  6 1 9  冬瓜 l つ 5 . 50 III① 6 426 赤味噌 2 斤 6 . 08 

III① 14 620 長芋 1 本 3 . 50 III① 6 429 御正油 5 合 5 00 
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岩淵 令治

付表 1 尚 丸上京時 の 関係 商 人 ・ 職人 と 商 品 く 8 > 
冊番号 番号 日 付 品 目 値 段 冊番号 番号 日付 品 目 値 段
III① 6 429 赤味噌 2 斤 6 . 08 IIJ① 1 2  619  御銚子 3 合 4 . 95 

III① 6 429 開戸 5 合 ［街用善涅§ 7 . 25 III① 1 2  620 御醤油 5 合 5 . 00 

III① 10 502 御正油 5 合 5 . 00 III① 1 2  621 沢あ ん 2 本 4 . 50 

III① 10 505 赤味噌 2 斤 6 . 08 Ill① 1 2  622 御営油 5 合 5 . 00 

III① 10 506 御銚子 3 合 4 . 95 III① 12 622 開「 5 合 ［御恙酒 7 . 25 

III① 10  507 御銚子 3 合 4 . 95 III② 1 410  御銚子 5 合 8 . 25 

III① 10 508 御醤油 5 合 5 . 00 III② 1 4 10  上干五拾分 ？ 12 . 00 

III① 10  508 赤味噌 2 斤 6 . 08 III② 1 410  赤味噌 2 斤 5 . 00 

III① 10  5 1 1  御醤油 5 合 5 . 00 Ill② 1 410  御醤油 5 合 5 . 00 

III① 10  5 1 1  沢 あ ん 1 本 1 50 III② 1 410  酢 3 合 2 . 70 

III① 10 5 1 6  御笹油 5 合 5 00 III② 1 410 白砂糖 1 斤 1 1 . 50 

III① 10  5 19  御醤油 5 合 5 . 00 III② 1 412  諸 白 4 升 58 . 00 

III① 10  5 1 9  沢 あ ん 2 本 3 . 00 III② 1 412  次正 ゆ 1 升 7 . 50 

III① 10 521  御醤油 5 合 5 . 00 III② 1 412  御銚子 5 合 8 25 

III① 10 52 1  御銚子 3 合 4 . 95 III② 1 413 諸白 4 升 58 . 00 

III① 10 521  御銚子 2 合 3 . 30 III② 1 414 御銚子 3 合 4 . 95 

III① 10 522 沢 あ ん 2 本 3 . 00 III② 1 414 諸 白 3 升 43 . 50 

III① 1 0  525 沢 あ ん 2 本 3 . 00 III② 1 416  御銚子 5 升 82 . 50 

III① 10  525 御醤油 5 合 5 00 III② 1 417  御銚子 3 升 49 . 50 

III① 10  528 沢 あ ん 2 本 3 . 00 III② 1 417 次正油 1 升 7 . 50 

III① 1 0  528 御醤油 5 合 5 00 III② 1 417  沢あ ん 3 本 3 . 00 

III① 12  430 酢 3 合 2 . 70 III② 1 418 諸白 2 升 29 . 00 

III① 12  430 御銚子 3 合 4 . 95 Ill② 1 420 酢 3 合 2 . 70 

III① 1 2  601  沢あん 2 本 3 . 00 III② 1 421 御銚子 5 合 8 . 25 

III① 12 601  御銚子 3 合 4 . 95 III② 1 423 御銚子 2 升 33 . 00 

111① 12 602 御醤油 5 合 5 . 00 III② 1 423 次正油 1 升 7 . 50 

III① 12 603 み そ 1 斤 3 . 03 III② 1 424 御銚子 3 合 4 95 

Ill① 1 2  605 御醤油 5 合 5 . 00 Ill② 1 426 諸 白 l 升 14 . 50 

III① 1 2  605 沢 あ ん 2 本 3 00 III② 1 426 諸 白 1 升 14 . 50 

III① 1 2  607 御銚子 3 合 4 95 III② 1 429 御銚子 3 合 4 . 95 

Ill① 1 2  608 御銚子 3 合 4 . 95 II]② 1 429 御銚子 5 合 8 . 25 

III① 12 608 悶戸 5 合 ［御華酒 7 . 25 III② 7 501 諸 白 5 合 7 . 25 

III① 1 2  608 酢 3 合 2 . 70 III② 7 503 御銚子 2 升 33 . 00 

III① 12 609 御銚子 3 合 4 . 95 III② 7 505 御銚子 3 合 4 95 

III① 12 609 沢 あ ん 2 本 3 . 00 III② 7 505 酢 3 合 2 . 70 

III① 12 6 1 1  御将油 5 合 5 00 Ill② 7 506 御銚子 3 合 4 95 

III① 1 2  6 1 2  酢 3 合 2 . 70 III② 7 508 諸 白 5 合 7 25 

III① 1 2  6 1 3  沢 あ ん 3 . 00 III② 7 509 御銚子 3 合 4 95 

III① 1 2  6 13  御醤油 5 合 5 . 00 III② 7 509 御銚子 3 合 4 . 95 

Ill① 1 2  6 1 6  御銚子 5 合 8 . 25 III② 7 509 諸 白 1 升 14 . 50 

III① 1 2  6 1 6  御醤油 5 合 5 . 00 III② 7 510  御銚子 5 合 8 . 25 

III① 12 6 1 7  沢あん 2 本 2 . 50 lil② 7 5 1 1  御銚子 1 升 16 . 50 

III① 1 2  6 18  御醤油 5 合 5 . 00 III② 7 512 御銚子 5 合 8 . 25 

III① 12 6 18  沢あん 2 本 2 50 III② 7 512  開「 5 合 ［御四酒 7 25 
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明治初年の 旧大名家 の 消費 と 江戸 の商人 ・ 職人

付表 1 尚 丸上京 時の 関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 9 > 
冊番号 番号 日 付 品 目 値 段 冊番号 番号 日 付 品 目 値 段

III② 7 513  酢 2 合 1 . 80 llI② 17  6 2 0  御銚子 3 合 4 . 95 

III② 7 513  御醤油 5 合 5 . 00 []]② 17  6 2 3  御銚子 3 合 4 95 

III② 7 513 御銚子 3 合 4 . 95 [J]② 17  623 次正 ゆ 2 升 15 00 

III② 7 514 御銚子 3 合 4 95 III② 17  623  御銚子 1 升 16 . 50 

III② 7 514 酢 3 合 2 . 70 III② 17  6 2 3  諸白 3 升 43 . 50 

Ill② 7 514  御銚子 5 合 8 . 25 III② 17  6 2 3  諸白 4 升 58 . 00 

III② 7 515  諸 白 1 升 14 . 50 III② 2 1  6 2 5  御銚子 3 合 4 . 95 

III② 7 516  御銚子 5 合 8 . 25 III② 2 1  625 酢 1 合 0 . 90 

III② 7 518 諸白 1 升 14 . 50 III② 2 1  6 2 6  諸 白 2 升 29 . 00 

III② 7 518 御銚子 5 合 8 . 25 III② 2 1  626 御銚子 3 合 4 . 95 

Ill② 7 519  酢 3 合 2 . 70 III② 2 1  626 み そ 半斤 1 . 5 1 

III② 7 520 諸 白 1 升 14 50 III② 2 1  626 沢 あ ん 1 本 1 . 50 

III② 7 522 次正油 3 升 22 . 50 Ill② 2 1  6 2 6  諸白 3 升 43 50 

III② 7 522 諸 白 4 升 58 . 00 50 大丸屋幸助 48 . 00 

III② 7 522 御銚子 5 合 8 . 25 ① 19  522 極上酒三升 48 . 00 

III② 7 522 御菩油 5 合 5 . 00 5 1 葺手町 万屋 伝七 5983 . 495 

III② 7 522 諸 白 2 升 29 . 00 

III② 7 522 御銚子 5 合 8 . 25 

贋上 白 フ フ レ ネ ル 言
① 2 400  着 2 枚分 ［大納言 300 . 00 

へ の御土産］

III② 7 522 諸 白 1 升 14 50 

III② 7 523 霊贄じ子 5 合 ( 3 合の 4 . 95 カ > )
① 14  500  也礼

両
「八
壱
」
替

匁「
分

？
壱弐銀

分
分
拾銀五

弐
壱厘

両
両
之

弐
二
割

歩付
」 853 . 125 

III② 7 523 塩 2 升 2 . 37 ③ b  2 上両天傘 1 本 20 00 

Ill② 7 524 御銚子 5 合 8 . 25 ③ b  2 急須 1 ツ 23 . 00 

III② 7 524 酢 2 合 1 . 80 ③ b  2 煎茶 （ わ ん） 5 ツ 13 . 00 

III② 7 525 御銚子 5 合 8 . 25 ③ b  2 提 ら ん l ツ 135 00 

III② 7 525 御銚子 5 合 8 25 ③ b  8 428 黒御茶台 1 つ 1 1 . 00 

III② 7 525 諸 白 5 合 7 . 25 ③ b  8 428 黒御茶台御直 し代 3 . 50 

III② 7 526 醤油 1 50 ③ b  8 502 晒布 六尺 16 . 00 

III② 7 526 御醤油 5 合 5 . 00 ③ b  8 503 上茶 1 斤 40 . 00 

III② 7 527 ぶ と う 酒 l 升 37 . 50 ③ b  8 503 御茶越 l ツ 2 . 00 

III② 7 527 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 503 尺
白 木

5
綿
寸

［雑巾木綿］ 4 1 1 . 26 

III② 17  5 3 1  屑剛酉 5 合 ［卸善 7 . 25 ③ b  8 503 晒木綿 1 丈 25 . 00 

III② 17 602 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 503 晒布 1 丈 40 . 00 

III② 17 603 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 507  重 ［＋］ 納直 し 1 本 6 . 00 

III② 17  604 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 518  土瓶 l ツ ［茶瓶］ 3 . 50 

III② 17 604 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 528 晒真岡 9 尺 22 . 50 

III② 17 605 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 528 立 ［裁］ 庖丁 1 挺 12 . 00 

III② 1 7  606 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 620 上々 御茶 半斤 30 . 00 

III② 1 7  609 御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 620 月 の輪柄勺 1 本 12 . 60 

III② 17  6 1 0  御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 620 上茶越 l ツ 3 . 00 

III② 1 7  612 御銚子 5 合 8 . 25 ③ b  8 620 新茶 1 斤半 52 . 50 

III② 17  614  御銚子 3 合 4 . 95 ③ b  8 625 御茶碗 1 0 ツ 50 . 00 

III② 17 617  御銚子 5 合 8 . 25 ③ c 1 1  千枚通 し 1 本 1 . 20 

Ill② 1 7  618 御銚子 3 合 4 . 95 ③ c 1 1  小 刀 1 本 3 . 00 

III② 17  6 1 9  御銚子 3 合 4 95 ③ c 1 1  筆 1 対 1 . 20 
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冊番号 番号 日付
③ c  1 1  
③ c  1 1  
④ a 7 600 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 1  500 

④ a 1 9  507 

④ a 19  509  

④ a 1 9  509 

④ a 1 9  5 18  

④ a 1 9  52 1  

④ a 1 9  521  

④ a 19  522  

④ a 19  522  

④ a 19  523  

④ a 1 9  523 

④ a 19  523  

④ a 1 9  523 

④ a 1 9  5 2 3  

④ a 19  606  

④ a 1 9  6 19  

④ a 1 9  6 18  

④ a 1 9  6 1 8  

④ a 1 9  6 1 8  

④ a 1 9  6 18  

④ a 19  620  

④ a 19  620  

④ a 1 9  620 

④ a 1 9  621  

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

④ b 2 

岩淵 令治

付表 1 尚 丸上京時 の 関係 商 人 ・ 職人 と 商 品 く 1 0 >

品 目
墨 1 丁
硯箱 l ツ

七嶋表 12匁 ＊ 16枚
上
反

白 真 岡 （木綿） 1 

椋箸 1 本

白 真 岡 6 尺
御羽織紐 l 掛

御木履 り 5 足

御下駄 5 足

烏緒 10足分

麻裏御草 り 1 足
麻1 0足哀

御 草 り 8 文 半

真岡木綿 1 反

黒八丈 5 尺
舶来石 ケ ン 5 ツ

麻裏草 り 10足

鬱金木綿 3 尺 4 寸

白 更紗 1 尺 4 寸 5 分

真 岡木綿 6 尺
真 岡木綿 3 尺
舶来石 ケ ン 1 0 ツ

舶来手袋 1 ツ
御刀提尾 （下緒）
ヽ；；

真岡木綿 1 反

笠輪 6 ツ

麻裏草 り 10足

舶来石 ケ ン 20 ツ

御羽織紐 3 掛

上晒布 4 尺
真岡木綿 l 反

上晒布 4 尺 5 寸
極
尺

上晒布 御襟用

真 岡木綿 6 尺
麻裏草 り 15足

晒布 6 尺
温篇雷f 6 足

手提柄勺 10本

1 

5 

［征n

大
［ 御

水風越
呂

晒
場

共
御

布
水越用

l
］
ツ

行灯新 キ 2 組
五徳鋳物 鉄 2 ツ

鉄火箸 2 本

真鍮火箸 2 本
上
居

箱
岡

火
方

鉢
用 ］ 1 ツ ［御J

灯心押 2 ツ

値 段 冊番号 番号 日 付
8 . 50 ④ b 2 

2 . 90 ④ b 2 

192 . 00 ④ b 2 

55 . 00 ④ b 4 508 

1 0 . 00 ④ b 4 509 

15 . 00 ④ b 4 523 

22 50 ④ b 5 600 

37 . 50 ④ b 5 600 

50 . 00 ④ b 5 600 

95 . 00 ④ b 5 600 

9 . 50 ④ b  5 600 

85 . 00 ④ c 1 400 

55 . 00 ④ c 1 400 

90 . 00 ④ c 1 400 

55 . 00 ④ c 1 400 

100 . 00 ④ c 1 400 

6 . 50 ④ c 1 400 

37 . 50 ④ c 2 600 

15 . 00 Ill① 1 7  5 1 3  

7 . 50 III① 17  5 1 3  

1 10 00  Ill① 1 7  5 1 3  

22 . 50 III① 1 7  32 1  

32 . 00 III① 1 7  32 1  

55 . 00 III① 1 7  3 2 4  

3 . 60 

100 . 00 III① 26 400 

220 . 00 

75 . 00 

16 00 
III① 26  500  

56 00 

18 00 
III① 30 600 

25 . 00 III① 30 600 

15 . 00 Ill① 30 600 

150 . 00 III① 30 600 

品 目
油差 1 ツ

真鍮手燭 l ツ

大ふ と 草 り 20足

蚊や り 木

舶来蝋 l 袋 6 本入
蚊帳釣 1 つ

白木綿 6 尺
し ろ 蕎 1 本
箱火鉢 1 つ

油差 1 つ

上晒布 4 尺
荒布 1 丈 6 尺
唐子審 3 本

花井木綿 5 尺
椋箱 3 本

竹柄勺 4 本

土瓶 4 ツ

上茶 74匁

御布 巾 用上晒布 10尺
板5 尺

前 布 巾 用 花 色 木 綿

描除用雑 巾 木綿 1 丈
御
上

布晒布巾
井御1 0飯

尺
蒸 し き 用

次
尺

布 巾 用花色木綿 1 0 

御2 布尺 巾
5 ヰ、 御飯蒸用晒布

叩
匁
づ
し

昂
］
つ納

1
謬め

1

2

l
•9
に

＼2つ割
屯

き
5
1
心分
8

翡滅
1

7 

岬づ
し

累つ 納1悉升
め/

2
つ
6

き

5

2 割1喜6戸.57
分匁， 食i 祓

御米 5 げ升
［御味噌方

20 日［ 、 に つ き 18 .
1 7匁
大才

豆 3 升 3
合

3
夕

3

徒り米 1 斗f＆ ↑ [ 1 升に つ き 1 6
大豆 1 斗

16 . 00 52 松岡稽古所 （重三郎）
7 20 ④ a 30 400 御

二 御
冠

掛緒
l !i1

御
且

桐箱
御ミ 櫻

ツ
井入

8 . 00 ④ a 30 400 御
虚

袷
草 仕

1 領
立代 共

本紅轡

16 . 00 ④ a 30 400 御紫絹差袴
？ 腰1

立
行

糸
本

仕
紫

立
諸

代
色
共
小柳紋表

30 . 00 

5 . 00 
④ a 30 400 

御

箱

張
け

立天
入

底
御
、鳩絨

掛
叩子

緒紫白 羽小
1

紐密—頂
共

四桐ぐ

5 00 

3 00 
④ a 30 400 

御
1く士

（
立え
り狩

代
び

衣

共

）
白

色
す

1
紋じ領紗糸左緒

葡
袖
右

萄寄＜ 

120 . 00 

1 40 
④ a 30 400 

御
色
ィ
く
t

直精
少
く
七

垂好
り

緒紫紐
平
1 領類

打段
惣

桜紫萌
御仕立

黄袖
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値 段
1 . 30 

2 5 . 00 

24 . 00 

4 . 00 

18 . 00 

4 . 00 

1 5 . 00 

1 0 . 00 

120 . 00 

1 .  30 

16 00 

37 50 

1 0 . 00 

1 1 . 75 

30 . 00 

3 . 60 

2 7 . 20 

23 . 67 

40 . 00 

15 00 

20 . 00 

40 00 

20 . 00 

1 0 . 00 

327 . 00 

841 . 60 

90 . 85 

53 . 33 

250 . 50 

1 47 . 0 1 

9893 . 90 

235 . 00 

3066 . 00 

2288 . 60 

188 00 

1695 . 00 

2052 . 00 



冊番号 番号 日 付

④ a 30 400 

④ a 30 400 

④ a 30 400 

④ a 30 400 

④ a 30 400 

明治初年の 旧大名家 の 消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 1 尚 丸上京時の 関係商人 ・ 職人 と 商 品 く l l >

品 目 値 段
御柱甜帖〔切埓箔 1 キ斤 大高 8 . 50 
御う 骨夏扇

白骨
新

2 本

色模様す ぽ 150 . 00 
御色塗沓御沓

1 双式小柳木形紋御
本程蛾 142 . 50 

白羽二重箱入
御
白

免
卒

下
砕

駄
緒

1 足 笠：付 32 00 
御
を 米

当 帯
錦仕立

1
代
筋

共
本紅緒 35 . 80 

冊番号 番号 日 付 品 目
④ a 22 531 御ィ士団紋Z

付 御 帷 子 2 枚

④ a 22 531 御
枚

上下 御直 し 物 1 

54 芝三島町 若松屋音右衛門

④ a 20  600 
白紹御羽織 1 忍 塁塁上 は え （上絵 御
荷

53 さ ぬ き や勝三郎 961 . 50 
④ a 24  600  染

紋手

白

］
上
織
渋
1

御

枚染
は

羽

］・
え

御

織
（
咎
上

紋
経

？
）
1

枚
よ・ ＇国］御

定

④ a 2 620 か さ 御 し も 1 掛

④ a 2 620 ち り め ん 御ふ く さ 2 、ソ
④ a 2 620 御

1 枚
は な こ さ ［花 ご ざ］

④ a 2 620 御羽織 1 枚 仕立

④ a 2 620 こ ん御た び 20足

④ a 10  4 1 1  御
街1イ

小
士立

袖：イt御 手 入 5 品

④ a 10  4 1 1  御
従町

袴
士文L代

1 足 御 手 入

④ a 10 41 1  御
御Jf半士立

召

代
御 手 入 1 ‘ソ

④ a 1 0  41 1 御
子 入

白羽二m 1 ツ 絲命

④ a 10 414 黒御仕
八

立
丈

代
御 羽 織 1 枚

④ a 10  41 4 瞬ft1J
羽
イ土

—
立［mイt

御小袖 6 枚

④ a 10  41 4 御手仙
入 台御袴 2 具 御

④ a 10  414  御手草
入

物御袴 2 枚 御

④ a 10 4 14  御袴御紐 し ん 4 筋

④ a 17  500 ィ
御t上下 2 具 御仕立

④ a 1 7 500 ィ
御t羽織 1 枚 御仕立

④ a 1 7 500 御
ィt,羽織 1 枚 御仕立

④ a 17 500 御
御仕帷立

子
代
御 紋 付 2 枚

④ a 17  500 立白御
代

推子 4 枚 御仕

④ a 1 7 500 御ら 上
［魚

下
京 ひ

2 真げ｛｝
代

御 く し

④ a 1 7 500 御上下 2 具分 御紐だし ＞

④ a 18 531 こ ん御た び 10足

④ a 18 531 白御た び 5 足

④ a 22 531 物御下召 2 枚 御直 し

④ a 22 51 2 ff卸土芍
し： と へ （半） 2 枚

④ a 22 512 し ま 御帷子 1 枚

④ a 22 512 白 お じ ば ん （ じ ゅ ば ん ）
2 枚

④ a 22 512 千大平御袴 1 具

④ a 22 5 12  御 し と へ （単） 2 枚

④ a 22 51 2 し ま 御帷子 1 枚

④ a 22 512 お
1 枚

じ ば
御
ん

直
［ じ

し
ゅ ばん］

④ a 22 5 17  御縁付御帷子 1 枚

④ a 22 51 7 千大平御袴 1 具

④ a 22 531 御袴 l 具

④ a 22 531 御上下 2 具 御直 し

④ a 22 531 立
千大平御袴 2 兵 f士

④ a 22 531 御紐 も し ん 3 具分

12 . 00 

75 . 00 

37 . 50 

1 1 . 00 

220 00 

6 . 00 

3 . 50 

5 . 00 

3 . 00 

11  00 

18 . 00 

24 . 50 

1 . 50 

5 . 00 

40 . 00 

1 1  00  

1 1 . 00 

26 . 00 

52 . 00 

9 . 00 

6 . 00 

1 10 .  00 

50 . 00 

7 . 50 

24 . 00 

12 . 00 

5 . 00 

12 . 00 

24 . 00 

12 00 

2 00  

12 . 00 

12 00 

4 50 

3 . 00 

24 . 00 

7 . 50 

④ a 24 600 
鱈良晒 1 反御帷子

帷
白

子
・ 御

染紋］ 同足染 メ

5 5  せ ん た く や

④ a 6 600 '.ら
卸睦

い 尺
せ

か
ん

たん板＜ 賀9 宕 お あ

56 桶屋権兵衛
③ b  4 407 

③ b  4 407 

③ b  4 407 

③ b  4 407 

③ b  4 4 1 0  

③ b  9 426 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 20 404 

III① 25 600 

57 桶屋太兵衛

① 18  500 

大
く

水
は

樽ヘ 1 ツ み か き

大水樽 1 ツ 新 き

洗桶 1 ツ 新 き
亨水樽 1 ツ み か き

iま へ
新
中水

き
樽 1 ツ ふ た 付

赤あ 身
ら い桶

虐 ら い栢
く わ へ

あ
き らく わい相へ
言 ら い桶

く オっ へ

1 ツ 新 き

1
‘ン’ み か

1
、ソ み か

1 ‘ソ み 力 ‘̀

大水樽 3 荷
閂あ ら し ＞乳 1 ‘ン� 力＞

し ふ ヘ マ ） 直 し
米洗桶 1 ツ 新 き
大
き

ひ し や く 1 本 新

御 即 大水楠 1 ツ 新
き
お き よ 4ヽカ＞ へ 1 ツ み
カ＞ き く オつ へ
大 あ ら い桶 1 ツ ォ：ヵ＞ヘ

白 木酒樽 l ツ

58 か ざ り や大吉
③ b  7 6 1 8  銀お

鉄
し

物

共
新

御
き 茶・ 弁

み か当修き 復
な

59 大黒屋善兵衛
③ b  5 50 1 急須 や き つ き 代
60 塗師福松

III① 16  600 
御

付3し5
平、

匁塗
金御代

2
組紋1 5付

匁 、、 黒金金
塗御
紋

直掛
代

III① 16  600 御
し

杓、 子金御紋
1 本

付
塗直

61  阿部平左衛門

② 1 a 5 1 1  
門嘉口御柄 ・ 鞘 新 き

） か ら 入 惣金具
御両ひ つ付

② l a 5 1 1 

， 鞘之塗二真千i 
惣

焼ろ （蠍• ）青

之畠罰讐 玉皇＇ 入
銀色研之 シ之、 絵金物二 ろ
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値 段
2 4 . 00 

3 . 50 

142 . 00 

37 . 00 

75 . 00 

30 . 00 

45 . 00 

45 00 
1 56  1 0 

* 0 . 0 . 1 
2 . 40 

1 5 . 00 

1 4 . 00 

2 40 

2 0 . 00 

9 . 00 

2 . 30 

1 . 80 

1 30 

1 3  20  

16  00 

1 4 . 00 

7 . 50 

35 . 50 

1 .  70 

* 0 . 0 . 1  

1 6 . 53 

1 6 . 53 

23 . 50 

23 . 50 

* 0 . 0 . 1  

* 0 . 0 . 1  

58 50 

50 00 

8 . 50 
9005 . 6  

* 59 . 2 . 0 

85 00 

450 00 



冊番号 番号 日 付

② 1 a 5 1 1  

② 1 a 5 1 1  
② 1 a 5 1 1  
② l a  5 1 1  
② 1 a 5 1 1  
② 1 a 5 1 1  
② l a  5 1 1  
② l b  5 1 1  
② l b  5 1 1  
② l b  5 1 1  
② l b  5 1 1  

② l b  5 1 1  

② l b 5 1 1  

② 2 407 

② 2 407 

② 2 407 

② 2 407 

② 2 407 

② 3 407 

② 3 407 

② 3 407 
② 3 407 
② 3 407 

② 3 407 

② 3 407 
② 3 407 
② 3 407 
② 3 407 
② 3 407 
② 4 331 
② 4 331 
② 4 331 
② 4 331 
② 4 331 

岩淵 令治

付表 l 尚丸上京時の関係商 人 ・ 職人 と商 品 く 12 >
品 目

御二柄

分
鮫 き せ （着 せ｝寸付

前 だ れ き せ 二

上 リ
御 柄 糸

色
望二 打

月リ立判 こ
て

ー ニ り
物

御
入

柄菱巻二 —上分り 糸 両平 念

御
二

頭上翠り 目 座 金 二 而新 き

御
座

鞘
金

鴎
新

目
き

銀
二 上だ いり （ 台 ）

御
地醐ゲ 直

金鎖し
差
新

ご
き

上 り 下

御
御

銭小研力 上次 仕り 立直 し 二 て

御平作 信春銘有
御
之

銀高
彫
之 物金 具 御合 口 雲

御
壱

金匁
無弐垢

分
朝花彫 目 方

御鮫之 1 本 親生 つ ぶ

御小塁半冒 浪之竺
彫
彫新

金

き
へ二

、 千鳥

御

へ
し

（ 匹）

鍔

（
輪
絵
む
赤）

）
し
銅

之

金

車
彫

す
ふ

金か
く

無
し垢り （ 透

色

ん

焼
御

上金
金
合

刀

り
五
せ

惣
分
、

差
金

目
上具
方

地
生4

5
赤
金

匁付
之
銅

代
二

二

〖金具五所霊 き 打立

金

間
具
之代

打立
注文 之外

塁紋金色 へ （撃佃御紋
入彫上 ケ 之代

50匁 ＊ 御紋 9 ツ

御金晨惣丸御小塁 （ ヘ
り ） ス キ 下 間 之

代
御

打
徒
な

1l座

金
ノこ

具

手1
）

侯

斜間

、

中
子
之
之
念

代
入

（ 小魚

大
子久之蟷ニな自

御
入

刀
御

御口 柄角 鞘丸新
惣 金

き 具か 付
き

御

子ろ
鞘物
色

様
塗

二
蒔上
金絵平り 粉下平

焼金
地

付
金

金

上
之代

綸二

ヰ’’ ‘ 

御前柄
だ

鮫れ
き
き せせ 付

付
二 上寸 主り 分

御
両

判柄別糸長黒

尺
寸 三 分 打 立

御菱柄
ー 巻と 両り 平

念
寸
入

三分
小

御
切羽

下

て
新

地

真
手

き之下

間小
地

之刻
代

二
金

共
きせ に 上

り 、
御
金

鍔姻差之 上ひ つり 口 条 □ 上

御
糸

頭
自

瞬口 目り 座金 銀 だ い

御
座頭

金
翠＝ 座目 座金 銀 だ い

御四 切
分

羽
二 付

之 金 地 金 目 方

御身信吉 研直 シ 仕候

御刀有銘 信吉之身
御之色

金 具へ紛
銀高

之
彫彫 浪 二 金

御
自 方自 壁一 匁金笹一

分
垢 紛之彫

徒請問合
狡生ー

御
見

座
留 地候 □ 親□ ［コ 水

御
1乍 色

鍔鉄へ
惣

（ 絵浪 之
）

彫
上 ケ 貞

値 段

25 .00 

75 . 50 
45 .00 
20. 00 
27 . 50 
45 .00 
25 .00 

* 5 . 0  0 
* 16 . 0 0 
* 7 . 2  0 
* 2 . 3  0 

* 7 . 2 .0 

* 7 . 2 .0 

360 00 

2 80.00 

450.00 

1 80. 00 

345 00 

95 .00 

630 00 

37 . 50 
92 . 50 

65 . 00 

42 . 50 

2 8 . 50 
20 00 
27 .60 
44 . 00 

60.00 
* 25 . 0. 0 
* 4 8 .  0. 0 
* 14 . 2 .0 
* 5 . 2 .0 
* 4 2 .0 

冊番号 番号 日 付
② 5 a 613 

② 5 a 6 13 

② 5 a 613 

② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 a 613 
② 5 b  613 
② 5 b  613 

品 目
御角 刀

惣
御
金

柄
具

鞘付新
二 上き 口り 丸

塁鞘塗真 之 ろ 色 焼金

目馨梨子地研 出 シ ニ
上 り 具付

御柄鮫 き せげ上畠入 あ
ら い 寸三 之 両

之鮫代共
御ロ 柄ロ 糸ニ 打に 立こ ん 色寸三 両

分
判

御
分

柄小巻
糸

両

巻
平念入 寸＝

御小切刻 羽
金

新
き せ

き
付
下地上 々 哀上 之り

御上頭り 翠 目 新 き 銀 二 而

御毛切 羽 金 た し 壱分五

御錆悉吉銘 研上 ケ

塁塁 ひ つ む め齊銅 上
二 而上 ')

御挟 目ミ 周貫赤上銅ケ 色 へ （絵）

御棒 さ
や

わ り 直 し

御錯研上 ケ 新刀

62 檜物屋太兵衛

① 1 1  400 
① 1 1  400 
① 1 1  400 

青紙 1 枚

御居折余入共箱 1 通 梨地

征白1l

木
厄物折居 2 枚 御煙草

63 檜物屋孫兵衛

① 21  500 肴 居 折 1 枚

64 籠屋要助

④ a 8 600 葛籠 1 7匁 ＊ 8 つ

65 金魚屋源蔵

② 14 400 金 魚 徳 り 大 1
② 15  400 金 魚 入物 と も

66 上 （植） 木屋幸八

② 1 8  5 13 
② 19  5 16 

67 大工藤次郎

② 8 429 

② 16 424 

68 壺屋忠三郎

① 5 515  

① 6 517  

① 7 508 

III① 4 4 13 
III① 4 4 13 
III① 4 4 13 
III① 4 4 13 

せ ち き く 鉢 1 ツ
上木鉢 3 ツ

つ く え

手

1
幅

間

（
l
鉄
け尺

物
や

き

］ 記塁［ 土
箱
孤

丈
鰐

サ
哀
7 寸

繹

5 分

謬
・ 3

粕） 1 | 様
て

帰
い

藩
ら

二 付
1

御
釜

銭男i茫
！
菜

か田I | 雄様
子

す 助罷

代

て

御

庄

ら

願候之二
1

折筋付御
有 之尋［堀

御
永

御

産
川 様

蒸

］

菓
へ御

子

出 二
l

付
折

御手
［細土

丸 ポ ヲ ル l 斤
粕庭羅 半釜
白 煎餅 100枚

金平糖 1 斤
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値 段

95 . 00 

450.00 

39 . 50 

92 . 50 
65 . 00 
42 . 50 
20. 00 
1 5 . 00 

65 . 00 
20. 00 

* 1 . 3 . 0  
13 . 50 

60.00 
105 . 20 

1 . 20 
6 8 .00 
36 . 00 
20 00 
20.00 

136 . 00 
136 00 

* 0.0.3 
* 0.0. 2 
* 0. 0 1 
* * 800 
* * 250 
* * 550 
164 . 50 

156 00 

8 50 

4557 . 50 
75 00 

90.00 

105 .00 

35 .00 
60.00 
100. 00 
50.00 



明治初年の 旧大名 家 の 消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 1 尚 丸上京時 の 関係 商 人 ・ 職人 と 商 品 く 13 > 
冊番号 番号 日付 品 目 値 段 冊番号 番号 日付 品 目 値 段
III① 4 413  白砂糖 l 斤 15 . 00 III② 9 531  1山

0
吹 巾 純 （ き ん と ん ） 30 . 00 

III① 4 413  白砂糖 1 斤 15 . 00 III② 9 531  雪太 白 l 斤 30 . 00 
lII② 3 413  干菓子 30 . 00 III② 9 531 御干菓子 2 盛 60 . 00 

III② 3 413  干菓子 15 00 III② 1 6  602 紅梅餅 10 45 . 00 

III② 3 414 朝 日 煎餅 100枚 100 . 00 III② 16 602 吉野古 10 35 . 00 

III② 3 414  杉田煎餅 100枚 100 . 00 III② 16 606 時雨夜 10 20 . 00 

III② 3 414  雪太 白 1 斤 30 . 00 III② 1 6  606 蒸羊か ん 10 20 00 

III② 3 415  唐草煎餅 100枚 100 . 00 lll② 1 6  607 雪太 白 l 斤 30 . 00 

III② 3 4 19  丸 ポ ヲ Jレ 1 斤 35 . 00 III② 1 6  607 用
白 砂］ 糖 l 斤 ［御臨時 1 5 . 00 

III② 3 421  巻煎餅 150枚 150 . 00 III② 1 6  609 有平巻 50本 75 . 00 

III② 3 421 畠儲門 1 斤 ［餌J臨 7 50 III② 1 6  6 1 1  紅葉狩 1 0  40 . 00 

III② 3 424 巻煎餅 100枚 100 . 00 III② 16 6 1 1  葛陸頭 10  20 . 00 

III② 3 425 上干菓子 1 斤半 120 . 00 III② 16 613  雪太 白 1 斤 30 . 00 

III② 3 425 有平巻 100本 150 . 00 III② 16 614  時雨夜 10 20 00 

III② 3 425 雪太 白 半斤 15 . 00 III② 16 6 14  紅葉狩 10 40 . 00 

Ill② 3 426 雪太白 半斤 15 . 00 III② 1 6  6 16  白 煎餅 50枚 50 00 

III② 3 426 巻煎餅 100枚 100 00 III② 16 6 1 6  粕庭羅 半釜 60 . 00 

III② 9 501  有平巻 100本 150 00 III② 16 6 16  干菓子 3 人前 90 . 00 

Ill② 9 504 百夜 く わ （香） 1 斤 100 . 00 III② 16 6 1 7  初霜 1 斤半 120 . 00 

III② 9 504 白砂糖 1 斤 15 00 III② 16 621 ／」ヽ丘 巾 純 （ き ん と ん ） 20 . 00 1 0 

III② 9 508 白砂糖 1 斤 15 00 III② 16 621 初雪陸頭 20 . 00 

III② 9 509 有平巻 100本 150 . 00 III② 16 621  白 煎餅 50枚 50 . 00 

III② 9 5 12  1山8
吹 巾 純 （ き ん と ん ） 1 1 5 . 00 UI② 16 621 干菓子 1 斤半 120 . 00 

III② 9 512 宇治の里 20 70 . 00 III② 1 6  623 干菓子 1 斤半 120 00 

III② 9 515  遠州模様 20 70 . 00 69 松葉屋藤兵衛 27 50 

III② 9 515  有平巻 100本 150 . 00 III② 26 424 御菓子 7 品 27 50 

III② 9 516  有平巻 40本 60 . 00 70 麻布龍土材木町 三河屋政治 * 0 . 2 . 0  

III② 9 518  狸々 桂 10 40 . 00 III② 27 413 御干菓子 * 0 . 2 .  0 

III② 9 518 八重山吹 10 40 00 71 三州屋善蔵 （ 力 ） * 1 . 0 . 0  

III② 9 518 柴の雪 10 40 00 III② 28 405 御干菓子 * 1 . 0  0 

III② 9 518  東雲巻 10 45 . 00 72 松葉屋松吉 * * 2000 

III② 9 518  白砂糖 l 斤 15 00 III② 13 600 や き 6 丁 * * 2000 

III② 9 520 白砂糖 1 斤 15 00 73 松葉屋銀次郎 * * 9084 

III② 9 520 上御干菓子 1 斤半 120 00 III① 8 501 1 丁 * * 132  

III② 9 522 水仙巻 10 30 . 00 Ill① 8 513  半丁 * * 64 

III② 9 522 紅葉狩 10 20 . 00 III① 8 520 1 丁 * * 132  

III② 9 522 上御干菓子 1 斤半 120 . 00 III① 8 521  半丁 * * 64 

III② 9 524 極1
斤
別 製 入 念 有 平 糖 150 . 00 III① 8 524 1 丁 * * 132 

III② 9 524 有平入干菓子 1 盛 40 . 00 III① 1 1  4 10  豆腐 1 丁 * * 132  

III② 9 524 狸々 桂 10 40 . 00 III① 1 1  4 10  豆腐 1 丁 * * 132 

III② 9 524 葛鹿の 子 10 35 . 00 III① 1 1  423 豆腐 1 丁 * * 132  

III② 9 524 上御干菓子 1 斤半 120 . 00 Ill① 1 1  423 や き 4 ツ * * 132  

III② 9 524 鳴戸巻 10 30 . 00 III① 1 1  425 1 丁 * * 132  

III② 9 531 三保の浦 10 30 . 00 III① 13 605 1 丁 * * 132  
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岩淵 令治

付表 1 尚 丸上京時の関係商人 ・ 職人 と 商 品 く 14 >

冊番号 番号 日 付 品 目 値 段 冊番号 番号 H付 品 目 値 段
III① 13 605 1 丁 * * 132 III② 2 416  煮肴40人前 120 . 00 

III① 13  605 l 丁 * * 132 III② 2 416  煮肴20人前 60 . 00 

III① 13 605 1 丁 * * 132 III② 2 4 17  煮肴15人前 45 . 00 

Ill① 1 3  609 1 丁 * * 132 III② 8 429 御刺 ミ 20 . 00 

III① 13  6 1 1  l 丁 * * 132 III② 8 429 御ぶた鍋 1 5  00 

III① 13  612  1 丁 * * 132 III② 8 503 御身 口 取7 人
御
分

焼肴 御刺 165 . 00 

III① 13  612  l 丁 * * 132 III② 8 510  御刺 ミ 20 . 00 

III② 6 518  や き 2 丁 * * 664 III② 8 5 1 0  御ぶた鍋 15 . 00 

lII② 6 521 や き 1 束 * * 3332 III② 8 5 1 1  御刺 ミ 45 00 

III② 6 522 や き 1 束 * * 1000 III② 8 5 1 1  御煮肴 50 . 00 

III② 6 524 生 と う ふ 1 丁半 * * 200 III② 8 512  御刺 ミ 20 . 00 

III② 19 4 17  や き 2 丁 * * 664 III② 8 5 15  御刺 ミ 20 . 00 

III② 19 410  4 丁 * * 532 III② 8 515  御煮染 20 . 00 

III② 19 410  1 丁 * * 132 III② 8 5 16  鯛刺 ミ 25 . 00 

III② 19 426 や き * * 500 III② 8 522 上御 口 取 35 . 00 

74 芝三島町中横町 会友 * 3  0 . 2  III② 8 522 上御鉢肴 25 00 

Ill② 23 419  シ ャ ン パ ン 1 本 * 3 0 . 2  III② 12 御吸 も の 2 ツ 9 00 

75 麻布長坂 更科 * 0 1 . 0  III② 12 御剌 ミ 15 . 00 

llI② 25 424 さ ら し な そ ば * 0 . 1 . 0  III② 12 御煮肴 15 . 00 

76 麻布 吉田屋幸八 4557 . 50 77 麻布芋洗坂 大和田妻吉 * l . 0 . 3  

III② 2 413  御吸物 5 ツ 15 . 00 III② 30 509 蒲焼 * 0 1 . 0  

III② 2 413  御刺身 ・ 御煮肴 50 . 00 III② 31 6 16  蒲焼 * 0 3 0 

III② 2 413  汁 • 平 ・ 香物 45 . 00 III② 32 6 16  ど し ょ う な ベ ・ 蒲焼 * 0 0 1 

III② 2 413  平 ・ 煮染 ・ 香之物 40 . 00 78 麹町八丁 目 森田屋勝三郎 * 0 . 0 . 1  

III② 2 413  め し 15 00 ② 1 1  421  東京之ず ？ * 0 . 0 . 1  

III② 2 416  上御 口取 ・ 御鉢肴 75 . 00 
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明治初年 の 旧大名家 の 消 費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 2 明 治 4 ~ 5 年 作事 の 関係 商 人 ・ 職人 と 作業 内 容 く 1 > 
註 1 「御作事整帳」 (833-20) よ り 作成。 番号 は 、 同史料 に 綴 ら れた 代金請取状の順 を 示 す 。 商人 ・ 職人 の 番

号 は 、 表 9 に 対応。 1 ~ 7 が商人、 8 ~20が職人 で あ る 。 そ の他 は凡例 は 付表 1 を参照。
2 「 島 田 と の 」 と は 、 尚 丸付 き の 女 中 （老女） と 思わ れ る (023-26 「家事局 日 記」 ） 。
3 請取状64 の 作業内容 は 以下の通 り で あ る 。

「御殿取崩跡切取、 家根瓦取繕、 居廻 り 塀稲荷社其外所々 損所」
4 請取状17の 作業 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る

「一 御居間御床之間ニ ケ 所御繕 ひ 張 四分壱共、 御襖拾八枚張繕 ひ ・ 縁チ御繕ひ直 し 、 共御 障子 間 中 拾八
枚 ・ 御雪隠小障子四枚張替、 雨戸上障子九間切張

ー 表御居間御襖八枚繕 ひ 張 ・ 縁チ打直 し 共、 御障子間中拾六枚張替、 拾四枚切張、 半障子 ・ 小 障子拾四
枚張替

一 御二階間 中御襖八枚御繕 ひ 、 縁チ打、 引 手新 き 、 半襖六枚繕ひ、 中障子四枚張直 し
御

次
居廻 り 御廊下間 中 障子拾八枚張替、 半障子拾四枚張替、 連子壱間張替五枚切張

大溜 り 御廊下御膳定居廻 り 間 中 障子拾四枚張替、 半障子八枚張替、 間 中障子拾五枚切張
御雪隠間広御襖張替 壱枚下張 ち 上張、 壱枚袋張上張」

5 「一 御小屋間 中 障子三枚張替、 拾
七

枚切張、 中障子拾四枚張替、 半隠子八枚張替、 右同 断切張
一 御小屋間 中 障子二枚張替、 拾二枚切張」

6 請取状26 の 作業内容 は以下の通 り で あ る

番号

「奥御座敷御二階御 口 居廻 リ
一 御襖

七
枚骨繕 ひ立付直 し 、 下張ー式御張仕、 上張松 ば唐紙 ・ 黒丸引手新 き 、 縁チ 打御出来三枚繕 ひ直

し 、 御小襖二枚右同 断新 き
一 御障子張替拾八枚、 切張九枚、 中 障子張替拾枚、 半障子張替拾弐枚、 雨戸上障子張替五間、 御書院御

雪隠半障子張替四枚、 御廊下張替二枚」
「二番御小屋間 中 障子六枚切張四枚半障子張替拾枚
四番御小屋間中 障子張替五枚、 切張六枚、 中 障子張替二枚、 半障子張替八枚、 連子張替二間
五番御小屋間 中 障子張替六枚、 切張八枚、 連子張替二間」

日 付 品 目 代 金 番号 日 付 品 目 代 金
1 志なのや 久兵衛 * 0 0 . 1  

* * 444 20 914 セ な し ？ 三寸貫 12 0' 2 束 22 00 

1 き み ほ う き 5 本ヵ＞ ［・す弔は た き 5 本 ぽ 除方 用 1
2 芝新門前二丁 目 近江屋治兵衛

20 903 杉 丈 • 三寸五分角 20本
20 903  長杉丸太 5 本
20 903  セ な し ？ 大貫 15丁

20 903  セ な し ？ 中貫 2 p<' 4 束
20 903  束

四丁 セ な し ？ 2 が 中臼 4 

20  903  杉本四尺 150枚
20 903  松六尺 40枚
20 903 杉三尺皮 20束
20 904 長杉丸太 5 本
20 904 松六尺 2 が 3 束

20 904 杉小わ り （割） 20 が 1 束

20 905 杉皮 50束
20 910 杉本四尺 1 6 f" 4 束
20 9 10  セ な し ？ 大貫 5 が 3 束

20 910 上赤中貫 ゲ 4 束
20 912  杉皮 50束
20 912  上小ぶ し （節） 杉六尺 30枚

* 0 0 . 1 
* * 444 20 914 小わ り 1 0本

* 38 . 1 .  0 20 914 松六尺 2 が 1 束
140 . 00 3 1  923 杉本四分□ 22枚
70 . 00 3 1  928 上小ぶ し 杉本六分□ 12枚
75 00 31  928 上小ぶ し 杉四分口 30枚
96 . 00 3 1  928 杉皮 1 0束
64 . 00 3 1  928 セ な し杉土貫 3 丁

409 90 3 西久保四辻 万屋作兵衛
160 00 9 912 

48 00 9 9 1 2  

70 . 00 1 0  9 1 0  
80 . 00 1 0  9 1 0  

28 00 24 925 

120 . 00 24 925 

174 54 46 1224  

75 00 46 1224 
106 . 66 49 1 2 1 1  

1 2 0  0 0  49 1 2 1 1  

150 . 00 56 1025  

- 131 -

極上備後表 1 7匁 ＊ 28枚
京枚 十間 8松笠井）

田 縁 45匁 ＊ （ 2 

早嶋表 14匁 ＊ 13枚
松井 田 へ り 3 3匁 ＊ 13畳
雷賢表 1 3 . 5 ぞ * 8 督の 部屋用 ＊ 2 

［島

松田 井ど
田
の 縁

部屋

3用 3］ 匁 ＊ 8 笠 ［ 島

早嶋表 12 8匁 ＊ 4 枚
松井 田縁 3 匁 ＊ 3 畳半

備後行通 1 6匁 ＊ 32枚
上々 屡井 田 へ り 48匁 （ マ マ ）
* 32 
松［御井）部

田 屋へ 用
り ］ 2 8匁 ＊ 2 畳

1 5 . 00 
26 . 66 

60 00 

60 . 00 

90 . 00 

1 4 . 00 

1 5 00 
1776 . 50 
476 . 00 

126 . 00 

182 . 00 

42 . 90 

108 . 00 
26 . 40 

5 1 . 00 
1 0 . 50 

5 1 2 . 00 

153 . 60 

5 . 60 



岩淵 令治

付表 2 明 治 4 ~ 5 年作事の関係商人 ・ 職人 と 作業 内 容 く 2 > 
番号 日 付

57 1026 

57 1026 

品 目

早［徘心廿
表
部屋 用 ］1 3 5 匁 ＊ 5 枚

呻紬品 3 匁 ＊ 5 梵
虚用 l

4 西久保神谷町 山田屋平七
6 913  上大四寸 1000本
6 913  上中四寸 1000本

6 913  上四寸 2000本

21 925 上大五寸 500本

21 925  上中五寸 500本
21  925 四寸 1000本

21  925 三寸 1000本

21 925 大弐寸 1000本

21  925 三尺戸坪 （壺） 20本
21 925  一寸二分丸銚 5 つ

23 925 大五寸 500本 ［御持参用］
23 925 中五寸 500本

23 925 四寸 1000本
23 925 三寸 1000本
23 925 大弐寸 1000本
23 925 三尺戸坪 （壺） 20本
23 925 一寸弐分丸銚 5 組
23 929 大五寸 1000本

23 929 中五寸 1000本

23 929 四寸 1000本

23 929 三寸 1000本

23 929 大弐寸 1000本

23 929 三百 目 100本
23 929 三尺戸付坪 20本

5 麻布六本木 鹿嶋や定吉

2 905 家根釘 200本
7 905 三百 目 付 200本

7 905 瓦寸 1000本
7 905 中五寸 1000本
7 905 四寸 3000本

7 905 三寸 5000本
7 905 大五寸 2000 

6 飯倉町一丁 目 大和屋繁治郎
3 909 大五寸

4 909 定用御口 4 組
4 909 が ぬ き 障 ？ 4 丁

7 万屋庄兵衛
55 llOO  大札五拾両切替賃
8 家根屋弥左衛門
8 910  手間代 2 人

8 910  飯料

代 金
67 . 50 

15 . 00 

365 . 50 

65 . 00 

23 . 00 

22 00 

1 7 . 50 

1 1 . 50 

1 6 . 00 

1 1  00 

9 . 00 

3 . 00 

1 . 50 

1 7 . 50 

1 1  50 

1 6 . 00 

1 1 . 50 

9 . 00 

3 . 00 

1 . 50 

35 . 00 

23 . 00 

1 6 . 00 

1 1 . 50 

9 . 00 

8 . 00 

3 . 00 

1 73 . 00 

7 . 00 

1 4 . 00 

26 . 00 

18 50 

39 . 00 

56 . 50 

1 6 . 00 

53 . 00 

30 . 00 

18 . 00 

5 . 00 

* 0 . 2 . 0  

* 0 . 2 . 0  

4991 . 40 

30 . 00 

1 5 . 00 

番号 日 付
43 12 16  

44  1216  

62  205  

品 目
御箇玄所 関

5
井9坪御9台合所家 根土 居 葺 2

御 殿
. 5

>'内
1' 

家 根 土 居 荘 3 6 匁 ＊
70 

家根土

）
繕

居
ひ

葺
葺

御
坪

雪数隠
7

井
坪二

（ 畠 キ
リ
7 坪

取 ＊ 

9 瓦師岩松

1 1  900 龍御
丑
共御

土繕家
御

評
根

・
邸瓦
瓦芦代

御

損
師

候
手
金

役所
伝
向 手

・
・ 表雨

間
御漏・ 所

針
長

銅
屋
共

共

釘
、

1 1  900 御
ィt

休
金

息所御 家 根瓦 同 断御諮負

42 御根殿

瓦
御荘 居方御間 詰江建負 足代 金

シ 之
二 処

御

御座候家

42 御繕
御

馬 場諧御負 土代 蔵
金御二

御

家 根座候瓦損所荘

42 1 1 1 5  八天宮塀瓦卸 シ瓦師 1 人
42 1 1 15 手伝 l 人
42 1 1 1 9  同所家根瓦葺方 瓦師 1 人
42 1 1 1 9  手伝 2 人
42 1 122 御馬見所瓦卸 シ 瓦師 1 人
42 1 122  手伝 3 人
42 1 123  御仏間瓦卸 シ 瓦師 1 人
42 1 123  手伝 3 人
42 1205 御玄関瓦葺方 瓦師 1 人
42 1205 手伝 3 人
42 1205 御台所瓦葺方 瓦師 8 人
42 1205 御臭所瓦井 ー 土連 ひ 共 手伝

3 0 

42 1205 古瓦 1000枚
42 1205 釘針銅
64 127  瓦師 1 人 ＊ 註 3

64 127  手伝 2 人
64 128 瓦師手伝共 3 人
64 205 瓦師手伝共 3 人
64 206 瓦師手伝共 3 人
64 207 瓦師手伝共 3 人
64 208 瓦師手伝共 3 人
64 209 瓦師手伝共 3 人
64 2 13  瓦師手伝共 3 人
64 2 13  瓦釘 30本
64 2 13  大五寸釘 200本

10 建具屋亀次郎
33 1200 御

の
神
木組

た

子

な 升障組子 4 枚 木 品 ひ

47 12 16  御良腰こ 障
（ 子

子
）

2七6本. 5
入
匁板

＊
赤1 8 枚ミ （ ょ） 

47 1 2 16  御

枚

雨口 戸
き 七本 3

さ
5 匁

ん
＊ 1 8枚 3 

47 1216  御雨戸 32 6匁 ＊ 4 枚

47 12 16  御 中間障子 2 枚
47 1216 御 中 間障子 2 枚
47 1 2 1 6  御せ つ い ん障子 6 枚

1 1  建具屋友左衛門

-- 132-

代 金
2156 . 40 

2538 00 

253 . 00 

1500 . 50 

* 38 . 3 . 0  

* 5 . 2 . 2  
5 . 0 0  * 1 0 . 3 . 0 

* 2 . 1 . 0 

22 50 

1 4 . 50 

22 . 50 

29 . 00 

22 . 50 

43 . 50 

22 . 50 

43 . 50 

22 . 50 

43 . 50 

180 . 00 

435 . 00 

150 00 

1 5 . 00 

22 50 

29 . 00 

5 1 . 50 

5 1 . 50 

5 1 . 50 

5 1 . 50 

5 1 . 50  

5 1 . 50 

5 1  50 

9 . 00 

8 . 00 

1362 . 00 

* 2 . 0 . 0  

477 . 00 

630 . 00 

130 . 00 

35 . 00 

30 . 00 

60 . 00 

1 26 . 00 



明治初年の 旧大名 家 の 消費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 2 明 治 4 ~ 5 年作事 の 関係 商 人 ・ 職人 と 作業 内 容 く 3 > 
番号 日 付 品 目 代 金 番号 日 付 品 目
30 930 窓 し ょ う じ 4 枚 36 00 4 1 1200  右340同0枚断半紙 ほ ぐ （反故）

30 930 三尺 開戸 3 枚 90 . 00 4 1 1200  縁四寸チ 釘打お 2り00や本へ釘 450本 ・

12 松清勘右衛門 2 404 . 00 
1 2 00 息骨23枚

引 手

・ 板
半
， き

2
繕

枚

ひ

・ 小

直

襖

し

4 枚
間

17 900 

1 7  900 

1 7  900 

17 900 

17 900 

17 900 

17 900 

17 900 

17 900 

17 900 

26  900  

2 6 900 

2 6 900 

2 6 900 

2 6 900 

2 6 900 

2 6 900 

2 6 900 

2 6 900 

26 900 

26 900 

26 900 

26  900  

4 1 1200 

4 1 1 2 00 

4 1 1 200 

4 1 1 200 

4 1 1 2 00 

4 1 1 2 00 

4 1 1 2 00 

41 1 2 00 

4 1 1200 

4 1 1 2 00 

4 1 1200 

4 1 1200  

4 1 1200  

4 1 1200 

＊ 註 4

黒宝子 引 手 1 6匁 ＊ 2 0

大黒丸引 手 2 . 6匁 ＊ 4 ツ

黒 い き わ 引 手 3 . 5匁 ＊ 2 ツ

四寸釘五寸釘

美 の 紙 5 . 8匁 ＊ 2 8状

大半紙 2 . 1匁 ＊ 4 0状
大悶紙 2 1 匁 ＊ 1 6状
* 5 
丸御 あ ん ど ん 2 つ 、 角 あ ん ど
ん 6 つ 、 鉄 あ ん ど ん 2 つ 、 角
ぼ ん ぽ り 4 つ
匁の 、

り 手
の

間
り 代1 42人匁（

5
1 人

分
）に つ き 20

門 杢 ん ど ん茫ノ ヽ ‘ン ・ 芍 あ ん ど
＝ ツ ・ しま iま り 四

御 じ よ た んィ［ じ ゅ う た ん ？ ｝丁
ニ ッ 上千 紙 ・ 西之 内裏
＊ 註 6

御坪押入内張大半紙張 ＝ ケ 所七

御小襖黒花ぬ り 縁チ

御9 枚襖上 張 松 ば唐 紙 1 5匁 ＊

右御襖下張紙

黒丸木 引 手 10

黒玉子小 引 手

四寸釘 ・ 五寸釘

美の紙 17状

障子紙 1 2状

押入内 張大半紙
の
1 人

り 手共 闇 1 4人 ・ 障子紙継手 間

御襖間
作6
中
匁業

ひ

＊内ら2 ロ 黒 中花 ぬ
り 7 .
* 4 1 の 本文参照

御
さ 袋ひ戸付上小襖花 ぬ

4 枚
り

・ 半狽二枚黒

黒
鉄物花共ぬ り

4む6そ匁う＊
（2無本双） 縁 チ

ひ ら き 鉄
物

付両面ね し り
御I8弓匁I 手

＊
七1 々 草金地代玉子

4 .  0 

4右. 6同匁断
＊玉2 子2 地代付

御小 引 手右同断 4 ツ

御釘か く し 松 4 . 3匁 ＊ 6 ツ
右

（ マ同マ断）か し わ 4 匁 ＊ 6 ツ

木3 . 工8匁目
＊角8御

ツ
引 手

御3 . 上
5匁張

＊太2 平
4枚紙

御0 上7匁張＊間34二枚合： 紙

御7 . 8障匁子
＊

張1 上6状美 の紙

， 2下
8

3

0枚

枚
張紙

・ 半細襖） 1  I 紙
2 枚ほ ・ぐ小襖

（反4故枚） 、

15  

57 . 00 

32 . 00 

10 40 

7 . 00 

5 . 00 

162 . 40 

84 . 00 

33 60 

1 7 . 50 

3 15 . 00 

1 1 . 50 

9 . 50 

1 9 . 50 

4 . 60 

13 . 50 

48 . 00 

6 . 50 

2 . 40 

5 50 

98 . 60 

75 . 00 

20 . 50 

3 15 . 00 

1 74 . 60 

40 . 00 

9 . 60 

6 . 80 

48 . 00 

1 0 1 . 20 

16 00 

2 5 . 80 

16 . 00 

30 . 40 

84 . 00 

2 3 . 80 

1 2 4 . 60 

96 . 00 

4 1 
品不足新

4 1 1 2 00 の り 手間代 23 5匁 ＊ 38人

65 32 7 
御
帯（ 書本紫横金檀

物切） 袖、
御
中
2 福

上出来下紺ー張
文
子

字紫風丹

66 32 7 
御
黄黒ロ袋紙ロさ 戸金引ひ 砂塗手小

襖子
、7縁

巻
本2

御
、
4
本

枚
地出不紙来足・

分
表哀

た

張
内

し
浅張、

66 327 金し
地、 裏御内ま 直

く
し
り 、 御襖張キ御

ズ
出
繕

来ひ
直

13 左官長左衛門

12 900 

13  900  

35  1200  

36 1 2 00 

36 1 2 00 

37 1200  

37 1 2 00 

58 2 00  

58  2 00 

58 200 

58 2 00 

58 200 

58 200 

58 200 

58 200 

63 200 

63 

御四上屋敷御殿 壁如 ジ 之所塗

御奥御臨時之分
御
リ

憂

荒
所

壁

壁裏返坪4シ3坪下付
半 之中所

塗
木切舞仕分ヨ

( 1 坪22 匁
）

御下座付敷中壁塗木仕分
舞 ヨ リ 荒壁哀返 シ

御数2同6坪所半
時 キ

(
大

1
坪坂土1 5

上匁塗）
仕

分坪

御玄
壁

1 坪

関裏
前

2

返
5

壁

匁

シ
）
6
下

坪

付
之

中

所

塗
木迄舞仕ヨ リ

荒 分
（ 坪＇ 同［ 壁 白 漆喰上塗 5 坪

仕、
大 上塗 l ： （ 白胃喰 ＝ 1
15 、 赤大 ＝ 12 ) ： 贔 2 2 . 5 匁 ＊ 2 人

上塗屋］
壱番小屋御鼈 中 塗墨

土 こ ね 1 人 ［ 同上］

手伝 1 人 ［ 同上］

荒木 田 土 1 荷 ［同上］
海上

土］ 砂 4 匁 ＊ 3 荷 ［ 同

中 ぬ り 蔀 1 俵 ［ 同上］

白 漆喰 半樽 ［同上］

灰墨 1 袋 ［同上］

御壁盈

蕊
キ 工新仕

墨イ 墨
、
1

Iキ
L

士筐

仕
同し1

壁
壱
巴

、 新
諏
平
口＂

悶

キ
Iヽ
年

仕
台屋壁所

醤

、

新
回痘
i

細
↑キ
9 含讐

仕
存兵

l新、唱

三
下
喰
同御

上付
ツ 恋塗台

中

所

築仕塗
大立上□ 鼈

大

テち 築下、津立付衷二
仕
縄而
中

塗
巻
上

、 御

塗

、お 黒荒仕

同

壁
所
漆

14 麻布龍土町 渋屋卯之助

25 930 板坪平上渋—分 ぬ り 両 め ん 2 1 

25 930 御
4

坪門 上 木 渋 — 分 ぬ り 両 め ん

2 5 930 御小八高サ八尺九間 1 2坪

15 畳屋九兵衛

1 4 909 御袈刺奥 向2 人口
手

之間慮代辺 切飯合米直代共し 分

1 4 909 糸 ・ 紙 ・ 油共代 2 人

1 4 9 1 0  御笠刺奥 向2 人
口

手
之

間
虜飯辺米切代合共直 之 分

1 4 9 1 0  糸 ・ 紙代 2 人
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代 金

1 04 . 00 

2 0 20 

78 . 00 

893 . 00 

2 70 . 00 

4 2 . 00 

1 1 2 . 50 

1072 . 50 
5 . 8 . 0 

* 29 . 3 . 0 
* 6 . 3  2 

957 . 00 

* 1 1  2 . 0  

397 . 50 

150 00 

87 . 00 

45 . 00 

16 00 

15 . 00 

5 . 00 

12 . 00 

3 . 50 

1 4 . 00 

5 . 00 

1 .  5/ * 7 .  0 . 1  

2/ * 5 .  0 .  0 

* 2 . 3 . 2  

1 2 5 1  75 

42 00 

1 4  00 

42 . 00 

1 4 . 00 



岩淵 令治

付表 2 明 治 4 ~ 5 年 作 事 の 関 係 商 人 ・ 職 人 と 作 業 内 容 く 4 > 
番号 日 付

1 4  9 1 1  

1 4  9 1 1  

1 4  9 12  

1 4  9 1 2  

1 4  9 1 3  

1 4  9 1 3  

1 4  9 1 4  

14  9 1 4  

1 4  9 1 5  

14  9 15  

14  9 1 6  

1 4  9 1 6  

14  917  

1 4  9 1 7  

1 4  9 18  

1 4  9 1 8  

1 4  9 1 8  

1 4  9 1 8  

2 7  930 

27  930  

34 1 2 2 1  

3 4  1 2 2 1  

4 8  1 2 1 1  

4 8  1 2 1 1  

4 8  1 2 1 2  

4 8  1 2 1 2  

48 1 2 1 3  

48 1 2 1 3  

4 8  1 2 1 3  

4 8  1 2 1 3  

5 1  l lOO 

51 l lOO 

59 200 

59 200 

品 目
御登刺奥 向2 人D

手
之問虞飯辺米切代合共直 之 分

糸

·

紙代 2 人

御低刺奥 向
3 人コ

手
之

間
虞飯辺米切代合共直 之 分

糸 ・ 紙代 3 人
御畳刺奥 向1 人D

手
之問慮代辺共切 合 直 之 分

糸 ・ 紙代 1 人

御四刺奥 向2 人口
手

之
間

虞飯辺米切代合共直 之 分

糸 ・ 紙代 2 人

御燐刺奥 向2 人LJ
手

之岡慮代辺共切 合 直 之 分

糸紙代 2 人
御登刺奥 向

3 人口手之
問

虜飯辺米切代合共直 之 分

糸紙代 3 人
御坐刺奥 向1 人口

手
之

問
虞飯辺米切代合共四 之 分

糸紙代 1 人
御糸 居

・ 紙問
・

御飯米
上

共
・ 次 之 分 2 8 位

御

切
居
合

縫間 御
合

上直 し
・ 次 之糸 分・ 手

8 登間 床代 マ

御長塁壱墨小 や 二塁 13畳 塁
り 1 ・ 紙 ・ 間 ・ 飯

代共

ふ ち 板15畳分

畳刺 4 人 手 間代 ・ 飯米代共

糸紙油代共 4 人分

畳御
刺
玄

肉1
人
其外手共 間

代 ・ 飯米代共

糸紙油代壱人

殴笠
御

刺
用
3 }手 間

飯料 ［御I新御

糸紙油代共 3 人 ［ 同 上］

同 3 人手 間飯料代共 ［ 同上］

糸紙油代共 3 人 ［ 同上］

同 3 人手 間飯料代共 ［ 同上］

糸紙油代共 3 人 ［ 同上 ］

ふ ち 板 18畳 ［ 同 上 ］

俵藁代 7 俵 ［ 同 上 ］
入茫、手御 用間 1 人手 問飯料代

、 御休

糸紙油代 1 人

笠〇 職
辺 切

4
人
合

手四 問し
代

飯料代共
D 

糸紙油代共 4 人分

1 6 麻布鳥居坂 石屋長吉

32 1 2晦 御定用 4 人半

52 1 1 14 御石持宮家店 方即 御手元門 近
手伝之 敷共石居付 、

52 1 1 14 往敷り玄石居関付即 、御石門持ヨ 詣リ 方御手通元用手御伝F 'J共迄

52  1 1 14 御殿土豪居付御定用 1 人

17 大工藤四郎

15  900  人［ 御( 9定/用
3-

大
1 8

工) 手 間 ］ 工 悛文85

29 930 人［ 御( 9定/2用2
大ー 工晦手

日 四 J コご姿文52

45 1200  御住居分 ［御殿 向 ］

代 金 番号 日 付

42 . 00 45 1200 

14 . 00 45 1200 

63 . 00 45 1200 

2 1 . 00  45  1200 

14 . 00 45 1200 

7 . 00 45 1200 

42 . 00 
45 1200 

1 4 . 00 

42 . 00 61  200 

1 4 . 00 67 300 

63 . 00 67 300 

2 1 . 00 67 300 

2 1 . 00 67 300 

7 . 00 
68 100 

1 1 2 . 00 

8 00 
68 100  

47 25  

10 . 50 68 100 

84 . 00 

28 . 00 

22 . 50 
68 100 

7 . 00 

67 . 50 

2 1 . 00 
69 100 

67 . 50 

2 1 . 00 
69 100 

67 . 50 

2 1  00 69 100 

1 2  60 
69 100  

4 50 

2 1 . 00 

7 . 00 69 100  

90 . 00 

28 . 00 69 100 

品 目
御せ つ イ ン 分 ［ 同上］
呼同廊上下］御 緑 カ ワ 其 外 建

シ
分

靡五易 ノ マ呼開予r t/J/J 御 神

御問釦ナ 共ケ ジ （ 咋押同上） 木］ 品大工手

御 玄 関分 ［ 同上］

御台所分 ［ 同上］

三壱
工

葺
手
問ケ
ヲ

弐

所間
ロ

水釘問ジ 押ハ・ 車荘
入
ジ力壱

ヲ

リ共
共ケ
ロ

所、
シ

右四
、 尺

｛ユオ同弐木
ト

上大問ウ］ 

＊ 本文参照

家
［ 御建

定
付直用 大し 工、 手其外問 |朋共壱

1
人歪」ヽ

砿
御
取輝定 用

江
大1 人工手ni] ] 徒阻土杜反

Pり御其 定外建用 大
付

工四 手
ジ

間台
所
］

取繕
御 表2 御人

［御定用大工手間］ 釘代

御

体
大
カ

殿

所下工戸
手

切
（ 袋

取

密19,J

之

）
1． 所釘具

ヶ 所
ー屋・ 根共式渋

取
塗並

繕外
共通右

、
材窓り 本惣

2 

家
付ー
し 式、

、
根有右

付
材形

板

木
の

塀

通
・
有

大
り

来
軒工リ数手分問1 7

取
軒

・
程釘

く

取共
つ

閲
来
苔
大

工、リせ尻手
御

ツ岡「い噴•所9ん［地共1履ー
木
ケ知所式10、ジ右誡之材所

木：取・

冑二 家

物式

毛而羽の）

二

小

取

所

久具付腰

I

屋

h

取
井

、

、家

羽付

心

御

内
根，，
、

4
座
通

小，J

前取

、水
御

敷
り

通

繕

•
土

人

窓
6

り
へ

下

工

尺蔵

板
、

手

前其

塀
3

2

間

外

尺間江古
• 
ょ之

所 3

尺古 庇釘

塁御
根

殿
板竹庇 □ 2 ケ冒 3 賃 8 寸 、

シ 1 ケ 材木 ・
大工手 間 ・ 釘共ー式
胃使者間 セ ツ イ ン 6 岱四 方 之

1 ケ胃新規武右材 ・ 大工
手 間 ・ 共一

御材木
玄 関・ 前大 工

通

手
り 板岡 塀

・
取釘繕共ーへ 、式 右

八木

間

否戸·

釘

宮1
様

共
ケ

脇

ー

所
塀式 家

材
根

木
取繕

・ 大
へ

工
、

手
井

， 御
手

番裕

外

殿
小

大

間

」ヽ家
家
廊廻· 
冒； 杉戸芭戸

子
2 建

枚
取； 

へ
、ヘシ

拾

、

ジ 4 つ 、 畠木 ・
大、

工 釘 ー
式

工

く 弓わ三 r!ll
し ホ． 多イ了土ロし箱＿テ1t つ 板 ・ 大

50 1 .  00 18 麻布 鳶 甚五郎

1 26 . 00 16 918 御定用痣人足 [9/3-18] 79人

187 00 28 901 御J更用 痣人足 ［9/20～晦 日 ］57 
160 . 00 

28 . 00 

2015 . 50 

38 1223 鳶土前
伝
み

人

／
杉
／

持
足

御堀

雪

坦

3

馬土

隠

弓
1 人

歴
持

l

1

建
取、ケ

方

［ 御

片

板所

、

付

塀

台

点

下

所

運

手

弓
水
l

建

伝
／石し御大

迄

出が玄工lシ
手

、
関ら

19 12 . 50 

* 19 . 0 2 
39 1229 

御
御瓦商

塀
住ー次居

取元
台

し、
子片向

取
江
付

建
片

・

付
平
大

御
均工庭地手

伝内引 建掃15 運除方迄
、

・

* 1 1 8 . 1 .  0 
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代 金
6 . 00 

* 26 .  0 2 
* 1 5 . 2 .  0 

* 1 3 . 3  0 

* 7 . 1 . 2 
5 . 00 

* 1 3 . 2 . 3  
* 46 . 2 0 

* 1 2  2 0 

* 1 2 . 1 .  0 

22 . 00 

2 2 . 00 

44 . 00 

1 0 . 00 

* 9 . 0 . 0  

* 1 8 . 0 . 0  

* 1 2 . 3 .  0 

* 5 . 1  0 

* 2 . 1 . 0 

* 7 . 1 . 0 

* 2 . 1 . 2 

* l . l . O  

* 3 . 1 . 0 

* 0 . 2 . 2  
4 . 25 

* 85 . 1 . 1 
2 . 50 

* 2 1 . 0 . 1 
0 . 75 

* 1 5 . 0 . 3 

1 . 00 
* 8 . 0 . l  

* 1 5  0 0 



番号 日 付

40 1229 

60 209 

明治初年 の 旧大名家 の 消 費 と 江戸 の 商人 ・ 職人

付表 2 明 治 4 ~ 5 年作事 の 関係 商 人 ・ 職人 と 作業 内 容 く 5 > 
品 目 代 金

廷岬盆」

打除

爵

位

取

盃迄

h和ら大片

ぢ痣

，所腐工付

罰ー

江手

甕

嬰、

式

伝
盟
片闘
次

｛嬰鳶台届
寸右ー

子雰
低

埠

望
癸
式
之

所醤／

生

蓄竺繹

悶

江汀廷七悶席

怯器

番罰l
、 * 15 . 0 . 2  

＊ 本文参照 * 10 3 2 

番号 日 付 品 目
22 が 拾弐車代
20 植木屋清吉
1 8  921  
19 900 
50 l lOO 

竹ィt垣
共

14 開 ［ し ろ な わ巧 ・ 手間1 iこ つ き 18 6 
掃除方 2 1人
手間 6 人

19 車屋□吉 * 3 0 3 
* * 3 1 2 53 1100  杉手植

間
方 其他そ う し 方 18人

22 l 車二付代 * * 2700 54 1 100 25人 手間代

- 135-

代 金
* * 32400 

1285 . 00 
259 00  
336 00 

90 00 
270 . 00 
330 . 00 






